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ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
〜
聞
き
手
と
し
て
、
証
人
と
し
て

『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
日
記
（
一
九
三
八
―
一
九
四
四
）』
を
め
ぐ
る
考
察

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ

シ
ッ
シ
ュ

由
紀
子

訳

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
一
八
八
二
年
か
ら
日
記
を
つ
け
始
め
た
。
一
九
五
〇
年
に
、
ロ
ラ
ン
の
妹
と
未
亡
人
が
、
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
国

立
図
書
館
に
寄
贈
す
る
。
そ
の
後
、
彼
の
日
記
は
断
片
的
に
公
開
さ
れ
て
き
た
（
例
え
ば
、『
戦
時
下
の
日
記
（
一
九
一
四
―
一
九
一
九
年
）』）。

そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
、
よ
う
や
く
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
四
年
の
間
（
ロ
ラ
ン
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
四
四
年
一
二
月
三
〇
日
）
に

綴
ら
れ
た
日
記
が
、『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
日
記
（
一
九
三
八
―
一
九
四
四
）』
と
題
さ
れ
、
バ
ル
テ
ィ
ヤ
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
マ
リ
ー＝

ロ
ー
ル
・

プ
レ
ヴ
ォ
ー
女
史
の
協
力
を
得
て
、
ジ
ャ
ン
・
ラ
コ
ス
ト
が
編
纂
に
あ
た
っ
て
い
る
。
解
説
と
注
釈
に
加
え
て
索
引
も
付
け
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
内
容
は
、
示
唆
に
富
み
、
従
来
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
層
豊
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
コ
ス
ト
編
を
参
考
に
（
特

に
括
弧
で
示
し
た
注
釈
に
つ
い
て
）、
ロ
ラ
ン
の
日
記
を
め
ぐ
る
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

日
記
の
文
章
そ
の
も
の
に
は
統
一
性
は
な
い
。
首
尾
一
貫
性
の
な
い
走
り
書
き
が
あ
る
一
方
で
、
構
成
の
し
っ
か
り
し
た
長
い
文
章
も

あ
る
。

こ
の
日
記
が
持
つ
意
義
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
、
二
〇
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
上
に
お
け
る
最
も
劇
的
な
出
来
事
に
立
ち
会
い
な
が

ら
、
時
に
は
深
く
参
画
し
、
時
に
は
距
離
を
置
い
た
傍
観
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

一
九
三
八
年
、
ロ
ラ
ン
は
七
二
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
ス
イ
ス
を
離
れ
故
郷
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
移
る
。
彼
は
、
な
ぜ
、
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ス
イ
ス
を
離
れ
た
の
か
？

常
に
左
派
の
偉
大
な
知
識
人
だ
っ
た
彼
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
び
や
か
さ
れ
た
祖
国
が
彼
を
必
要
と
し
て
い

る
と
感
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
九
三
七
年
、
片
山
敏
彦
へ
の
手
紙
に
こ
う
書
い
て
い
る
「
私
の
居
場
所
は
「
人
民
戦
線
」
の
フ
ラ
ン

ス
に
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
思
え
ば
尚
更
で
す
」（
一
一
頁
。
以
下
『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
日
記
』
の
頁
数
を
し
め
す
）。
彼

が
最
終
的
に
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
地
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
こ
が
出
生
の
地
ク
ラ
ム
シ
ー
に
近
く
、
大
き
な
精
神
的
意
味
を
持
っ
た
場
所
だ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
片
山
に
は
「
全
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
、
神
聖
な
る
こ
の
丘
」
と
も
書
い
て
い
る
（
一
二
頁
）。
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
サ
ン

ト＝

マ
ド
レ
ー
ヌ
大
聖
堂
は
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
祀
り
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
（
一
二
世
紀
の
神
学
者
）
が
、
第
二
回

十
字
軍
へ
の
勧
誘
演
説
を
し
た
（
一
三
頁
）
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
前
述
の
左�

派�

の�

知�

識�

人�

と
い
う
名
称
だ
が
、
こ
こ
で
、
そ
の
意
味
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
こ
う
。
知�

識�

人�

と
は
、
一
体
、
何

か
？

こ
の
言
葉
は
、
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
以
来
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
家
・
芸
術
家
や
そ
れ
ら
の
分
野
に
か
か
わ
る
人
々
が
、
自

ら
の
生
業
を
中
断
し
て
、
高
尚
な
道
徳
的
規
範
を
守
る
た
め
に
政
治
の
場
に
降
り
て
き
た
の
だ
。「
知
識
人
」
を
指
す
言
葉
に
は
、

“clerc”

も
あ
る
。
古
く
は
聖
職
者
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。「
知
識
人
」
と
は
、「
ラ
イ
シ
テ
」
つ
ま
り
、
政
教

分
離
に
基
づ
く
良
心
の
導
き
手
と
し
て
の
作
家
で
あ
り
芸
術
家
た
ち
の
こ
と
で
あ
り
、
社
会
に
参
画
す
る
人
々
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
芸
術
的
創
作
と
並
行
し
て
参
画
し
た
り
、
創
作
そ
の
も
の
を
通
し
て
参
画
す
る
の
だ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
、
作

家
と
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
果
た
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
は
、
脅
威
が
高
ま
っ
た
（
四
〇
年
代
の
悲
劇
の
序
幕
で
あ
っ
た
）。
ド
イ
ツ
で
は
ナ
チ
ス
政
権
が
樹
立
し
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

と
フ
ァ
シ
ス
タ
党
政
権
率
い
る
イ
タ
リ
ア
は
同
盟
を
結
び
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
実
力
行
使
に
よ
る
勢
力
拡
大
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
体

制
の
崩
壊
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
解
体
）
が
始
ま
る
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
（
一
九
三
六
―
一
九
三
九
）
の
結
果
、
ス
ペ
イ
ン

に
も
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
が
敷
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ァ
シ
ス
ト
勢
力
に
包
囲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
ま
け
に
、
国
内

の
世
論
に
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
多
か
れ
少
な
か
れ
傾
倒
し
な
が
ら
、
反
共
和
国
を
唱
え
る
動
き
が
出
始
め
、
こ
う
言
っ
た
勢
力
は
、
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一
九
四
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
敗
北
す
る
と
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
樹
立
に
加
担
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
と
っ

て
、
こ
の
時
期
は
試
練
の
時
と
な
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
の
協
力
政
策
を
と
っ
て
い
く
。
ナ
チ
ス
体
制
を
激
し
く

嫌
悪
し
、
ま
た
、
ず
っ
と
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
相
互
理
解
を
信
じ
、
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
理
想
を
も
っ
て
い
た
ロ
ラ
ン
に
と
っ

て
は
耐
え
難
い
こ
と
だ
っ
た
。

年
老
い
て
も
な
お
、
左
派
の
偉
大
な
良
心
で
あ
り
続
け
る
ロ
ラ
ン
が
、
い
か
に
こ
の
よ
う
な
出
来
事
に
反
応
し
て
い
く
か
を
追
う
こ
と

は
、
興
味
深
い
こ
と
だ
。
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
理
由
で
（
慎
重
さ
か
ら
か
、
居
心
地
の
悪
さ
か
ら
か
）、
ロ
ラ
ン
は
、
前
面
に
は
出
て

来
な
い
。
し
か
し
、
公
開
を
前
提
と
し
て
い
な
い
日
記
の
中
で
、
彼
は
、
は
っ
き
り
と
、
検
閲
を
恐
れ
る
こ
と
も
な
く
持
論
を
展
開
し
て

い
る
。

重
要
な
の
は
、
こ
の
日
記
を
読
む
こ
と
で
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
「
知
ら
れ
ざ
る
一
面
」
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

第
一
次
大
戦
中
に
『
戦
い
を
超
え
て
』
を
著
し
た
こ
と
で
、
ロ
ラ
ン
は
典
型
的
な
反
戦
・
平
和
主
義
の
知
識
人
と
認
知
さ
れ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
歴
史
的
に
全
く
異
な
る
文
脈
に
置
か
れ
た
こ
と
で
、
何
が
何
で
も
反
戦
・
平
和
主
義
を
貫
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、

国
際
情
勢
の
変
化
や
戦
争
そ
の
も
の
の
性
格
の
変
化
に
応
じ
て
、
ロ
ラ
ン
が
、
時
と
し
て
、
意
外
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
っ
た
様
子
が

わ
か
る
。

一

聞
き
役
の
孤
独

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
左
派
知
識
人
の
良
心
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
彼
自
身
も
共
産
党
を
標
榜
す
る
が
、
彼
の
オ
ー
ラ
は
共
産
主
義
者

た
ち
の
輪
を
超
え
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
信
条
を
持
つ
人
々
が
彼
を
引
き
合
い
に
出
し
、
多
く
の
人
々
が
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
を
尋
ね
て
来

た
。
彼
が
パ
リ
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
、
日
記
に
は
多
く
の
訪
問
や
会
談
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
の
せ
い
か
、
解
放
感
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
、
他
の
人
に
は
で
き
な
い
ほ
ど
自
由
な
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
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と
は
言
え
、
彼
が
綴
っ
た
様
々
な
会
談
の
記
録
に
は
、
孤
独
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
ロ
ラ
ン
は
、
取
り
巻
き
も
多
く
、
相
談
に
や
っ
て
来
る
人
も
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
い
つ
も
孤
独
な
の
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
信
奉
者
の
中
に
は
、
も
は
や
彼
の
思
想
を
理
解
で
き
な
い
人
も
い
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
反
戦
・
平
和
主
義
者
た
ち
の
中

に
は
、
そ
の
主
張
ゆ
え
に
、
対
独
協
力
を
受
け
入
れ
て
行
く
人
も
出
て
い
た
。
共
産
党
員
た
ち
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
彼
ら
の
政
治
的
な

も
く
ろ
み
は
、
ソ
連
支
持
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
反
戦
・
平
和
主
義
者
た
ち
と
の
関
係
か
ら
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
殺
行
為
と
も
言

え
る
殺
戮
を
前
に
、
一
九
一
四
年
に
『
戦
い
を
超
え
て
』
を
著
し
た
ロ
ラ
ン
は
「
反
戦
・
平
和
主
義
者
」
の
代
名
詞
と
な
る
。
し
か
し
、

三
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ナ
チ
ズ
ム
の
拡
大
に
致
命
的
な
脅
威
を
見
て
取
っ
た
ロ
ラ
ン
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
前
に
し
て
は

和
平
を
訴
え
て
い
て
は
い
け
な
い
、
毅
然
と
し
た
態
度
を
取
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
至
る
。
一
九
三
八
年
九
月
は
重
要
な
時
期
だ
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
侵
攻
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
開
戦
か
戦
争
回
避
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
フ
ラ

ン
ス
の
ダ
ラ
デ
ィ
エ
首
相
と
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
は
、
前
々
か
ら
、
対
独
宥
和
政
策
を
唱
え
て
お
り
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
協
定
を
結
ぶ
。
こ
れ
は
事
実
上
の
降
伏
だ
っ
た
。
ロ
ラ
ン
を
好
ん
で
引
き
合
い
に
出
し
て
来
た
強
硬
な
反
戦
・
平
和
主
義
者
た
ち

は
、
こ
れ
を
支
持
す
る
。
し
か
し
、
ロ
ラ
ン
は
同
調
し
な
か
っ
た
。
ロ
ラ
ン
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
狂
気
を
見
逃
さ
ず
、
彼
の
こ
と
を
ベ�

ル�

ヒ�

テ�

ス�

ガ�

ー�

デ�

ン�

の�

狂�

人�

と
呼
ん
だ
（
九
一
頁
）。「
世
界
の
平
和
も
破
壊
も
、
あ
の
気
の
ふ
れ
た
男
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
あ
の
男
は
、

す
っ
か
り
「
運
命
の
人
」
気
取
り
だ
」（
九
八
頁
）。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
平�

和�

至�

上�

主�

義�

の
名
に
お
い
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
屈
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
明
晰
に
も
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
協
定
が
も
た
ら
す
平
和
は
偽�

物�

だ
と
言
う
（
一
二
〇
頁
）。
こ
の
発
言
で
、
ロ
ラ
ン
は
、
彼
が
完�

全�

平�

和�

主�

義�

者�

と
呼
ぶ
人
た
ち

（
九
六
頁
）
と
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ピ
オ
ッ
シ
ュ
が
い
た
。
ロ
ラ
ン
は
彼
の
こ
と
を
以�

前�

の�

友�

人�

と

呼
ん
で
い
る
が
（
九
六
頁
）、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ピ
オ
ッ
シ
ュ
が
反
戦
新
聞
『
一
徹
な
人
々
（L’Intransigeant

）』
に
書
い
た
こ
と
を
、
ロ
ラ
ン
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は
日
記
に
引
用
し
て
い
る
（
一
九
三
八
年
九
月
）。

「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
自
分
が
徴
兵
年
齢
を
超
え
て
か
ら
、
嬉
々
と
し
て
「
対
立
」
を
煽
っ
て
い
る
」（
九
七
頁
）。
ピ
オ
ッ
シ
ュ
は
反

戦
主
義
を
貫
い
た
挙
げ
句
、
一
九
四
〇
年
以
降
は
対
独
協
力
推
進
を
唱
え
て
い
く
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
自
分
と
反
戦
・
平
和
主
義
者

た
ち
と
の
違
い
を
明
確
に
理
解
し
、
説
明
し
て
い
る
。

「
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
（
彼
ら
の
中
で
も
誠
実
な
人
々
）
と
我
々
と
の
間
に
は
、
平
和
を
守
る
た
め
の
最
良
の
方
法
は
何
か
と
い
う
点

で
、
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
我
々
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
前
に
、
尊
厳
あ
る
毅
然
と
し
た
態
度
だ
け
が
平
和
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
て
い
る
。
彼
ら
は
譲
歩
に
譲
歩
を
重
ね
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
は
恐
ろ
し
い
思
い
違
い
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
互
い
に
の
の
し
り
合
う
理
由
は
な
い
。
私
は
常
に
自
制
し
て
来
た
。
ど
ん
な
狂
気
に
取
り
憑
か

れ
た
ら
、
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
、
古
き
友
人
た
ち
を
侮
辱
し
、
引
き
裂
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
！

未
来
が
我
々
を
裁
く
だ
ろ

う
！
」（
九
七
頁
）。

こ
の
記
述
に
は
、
ロ
ラ
ン
の
苦
渋
の
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
ん
と
し
て
も
反
戦
・
平
和
を
貫
こ
う
と
す
る
人
た
ち
は
、
ロ
ラ
ン
を
理

解
で
き
ず
、
今
や
侮
辱
す
る
こ
と
も
憚
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
ロ
ラ
ン
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
九
年
九
月
の
開
戦
時
、
ロ
ラ
ン
は
こ
う
書
い
て
い
る
、「
今
や
選
択
の
余
地
が
な
い
こ
と
は
明
白
だ
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
粉
砕
し
ナ

チ
ス
政
権
を
ド
イ
ツ
か
ら
根
こ
そ
ぎ
に
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
再
び
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」（
一
九
三
九
年

九
月
二
日
、
二
五
七
頁
）。

反
戦
・
平
和
を
唱
え
る
作
家
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
オ
ノ
と
ア
ラ
ン
が
い
た
。

ま
ず
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
オ
ノ
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
地
方
色
豊
か
な
作
風
で
知
ら
れ
る
大
作
家
で
、
一
九
三
八
年
に
、
ロ
ラ
ン
の
こ
と
を

侮
辱
す
る
よ
う
に
亡�

き�

ロ�

マ�

ン�

・
ロ�

ラ�

ン�

と
呼
ん
だ
。
こ
れ
を
知
っ
た
ロ
ラ
ン
は
、
こ
う
書
い
て
い
る
、「
ジ
ョ
ン
・
ジ
オ
ノ
は
無
礼
に

も
私
を
侮
辱
し
た
」（
一
三
七
頁
）。
そ
し
て
、
ロ
ラ
ン
は
、
彼
の
無
邪
気
な
言
動
を
嘆
か
わ
し
い
と
批
判
す
る
。「
ジ
オ
ノ
の
よ
う
な
人
間
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は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
何
の
抵
抗
に
も
遭
わ
ず
に
フ
ラ
ン
ス
を
占
領
で
き
れ
ば
、
戦
い
を
放
棄
し
た
自
分
た
ち
が
救
わ
れ
る
と
で
も
思
っ
て

い
る
の
か
。
だ
と
し
た
ら
大
間
違
い
だ
。
反
戦
主
義
者
と
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
憎
ま
れ
、
追
撃
さ
れ
て
い
る
の
は
、
共
産
主
義
者
と
同
様

だ
」（
一
九
三
八
年
九
月
一
八
日
、
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
）。
そ
の
後
、
ジ
オ
ノ
が
ヴ
ィ
シ
ー
・
ド
イ
ツ
傀
儡
政
権
支
持
に
回
っ
た
こ
と
は
、
周

知
の
事
実
だ
。

ジ
オ
ノ
側
に
は
ア
ラ
ン
も
い
た
。
ロ
ラ
ン
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
ジ
オ
ノ
や
ア
ラ
ン
の
よ
う
な
「
完
全
反
戦
・
平
和
主
義
者
た
ち
」

（
…
）
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
の
言
う
「
恐
れ
を
吹
き
込
む
者
た
ち
」
よ
。
彼
ら
は
、
知
ら
ぬ
間
に
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ス
ト
た

ち
の
威
嚇
に
資
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
」（
一
九
三
八
年
一
一
月
、
一
三
二
頁
）。

「
か
れ
こ
れ
二
〇
年
、
私
は
、
右
派
や
極
右
（
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
）
の
激
し
い
攻
撃
に
晒
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
二
年
間
、
気

が
つ
け
ば
、
反
戦
・
平
和
主
義
者
た
ち
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
不
参
加
者
た
ち
・
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
主
義
者
た
ち
（
気
の
毒
な
ガ
ン

デ
ィ
ー
！
）
か
ら
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
憎
悪
と
侮
辱
と
悪
意
を
受
け
て
い
る
」（
一
九
三
八
年
一
一
月
、
一
三
七
頁
）。

こ
の
辺
り
の
記
述
に
は
、
非
常
に
今
日
性
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
パ
リ
で
起
き
た
襲
撃
事
件
の
文
脈
で
考
え
て
み
よ
う
。
我
々
の
死

を
願
う
敵
が
目
の
前
に
い
て
、
そ
の
倒
錯
し
た
悪
意
が
明
白
で
あ
る
時
、
我
々
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
平
和
を
唱
え
続
け
る

の
か
？

ま
た
は
、
敵
を
そ
の
名
前
で
呼
ぶ
べ
き
時
が
、
つ
い
に
来
た
の
か
？

敵
を
名
前
で
特
定
し
た
後
は
、
そ
の
壊
滅
に
向
け
て
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
す
べ
き
な
の
か
？

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
打
倒
の
必
要
性
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
と
っ
て
は
明
白
な
こ
と
だ
っ
た
。
彼
は

一
九
四
〇
年
四
月
三
〇
日
に
、
こ
う
書
い
て
い
る
、「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
、
私
は
、
こ
の
人
物
へ
の
敵
意
と
彼
を
倒
す
必
要
性
を
表
明
し
て
き

た
」（
三
九
三
頁
）
と
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
い
わ
ゆ
る
完�

全�

反�

戦�

・
平�

和�

主�

義�

者�

た�

ち�

と
の
確
執
を
理
解
す
る
の
は
簡
単
だ
。
帝
国
列
強
に
よ
る
領
土
拡
大
・

利
権
獲
得
が
目
的
の
戦
争
を
前
に
し
て
、
ロ
ラ
ン
は
そ
の
愚
か
さ
を
見
抜
き
、
反
戦
を
訴
え
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
そ
の
例
だ
。
と
こ

ろ
が
、
国
の
基
本
的
原
理
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
、
戦
争
は
時
に
避
け
ら
れ
ず
、
平
和
至
上
主
義
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
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次
に
共
産
党
員
た
ち
と
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
代
、
ロ
ラ
ン
は
、
共
産
党
の
「
道
連
れ
」
と
も
呼
べ
る
存
在
に
な
っ
て

い
た
。
ロ
ラ
ン
は
ソ
連
を
積
極
的
に
支
持
し
、
一
九
三
五
年
に
は
『
革
命
を
通
し
て
、
平
和
を
』
と
い
う
題
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。

「
我
々
は
、
ソ
連
が
、
過
去
一
〇
年
に
わ
た
り
、
壮
大
な
痛
み
を
伴
う
社
会
的
実
験
を
実
行
し
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ

が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
未
知
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旧
大
陸
に
お
い
て
、
新
し
い
世
界
を
創
造
す
る
た

め
の
た
っ
た
一
つ
の
試
み
で
あ
る
」。

周
知
の
こ
と
だ
が
、
ロ
ラ
ン
は
ソ
連
に
出
向
き
ス
タ
ー
リ
ン
と
会
談
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
彼
は
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
の
中
味
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

こ
こ
か
ら
、
ロ
ラ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
の
繋
が
り
が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
存
在
理
由
は
、
一
九
二
〇
年
の
ト
ゥ
ー
ル
会

議
当
初
か
ら
、
ソ
連
を
支
持
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

ロ
ラ
ン
は
、
こ
う
し
て
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
地
に
共
産
党
の
要
人
を
迎
え
る
。
一
九
三
八
年
八
月
五
日
に
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ト
レ
ー
ズ
が
来

る
。
彼
は
、
一
九
三
〇
年
以
来
、
共
産
党
党
首
だ
っ
た
。「
特
に
、
ト
レ
ー
ズ
は
好
人
物
だ
。
少
年
が
急
い
で
大
人
に
な
っ
た
よ
う
な
彼

の
大
き
な
顔
は
、
八
月
の
太
陽
の
よ
う
に
紅
い
」（
六
七
頁
）。
ま
た
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
の
よ
う
な
知
識
人
も
来
る
。

大
詩
人
ア
ラ
ゴ
ン
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
共
産
主
義
へ
転
向
す
る
。
二
人
は
一
九
三
八
年
七
月
に
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
で
会
い
（
五

六
頁
）、
同
じ
年
の
十
月
に
パ
リ
で
再
会
し
て
い
る
（
一
三
〇
頁
）。
ま
た
、
ジ
ャ
ン＝

リ
シ
ャ
ー
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
一
九
三
八
年
に
ロ

ラ
ン
に
手
紙
を
書
き
、
一
〇
月
一
三
日
に
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
を
訪
れ
、
翌
年
七
月
に
再
会
し
て
い
る
（
二
三
一
頁
）。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、

後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
よ
う
。

さ
て
、
そ
こ
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
左
派
、
と
言
う
よ
り
、
共
産
党
左
派
は
、
三
〇
年
代
終
盤
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
党
の
方
針

が
定
ま
ら
ぬ
こ
と
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
か
？

共
産
党
は
当
初
よ
り
ソ
連
へ
の
連
帯
を
表
明
し
て
い
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
全
体
主

義
）
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
ソ
連
が
最
も
有
効
な
砦
だ
と
信
じ
て
い
た
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
狡
猾
で
マ
キ
ャ
ベ
リ
主
義
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的
な
政
策
に
、
だ
ん
だ
ん
と
違
和
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
一
九
三
八
年
九
月
一
一
日
、
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
レ
オ
ン
・
ム
ー
シ

ナ
ッ
ク
が
や
っ
て
来
る
。
彼
は
共
産
党
員
で
、
共
産
党
機
関
紙
『
ユ
マ
ニ
テ
』
の
映
画
評
論
を
担
当
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
ロ

ラ
ン
は
、
は
っ
き
り
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
う
こ
と
は
共�

通�

の�

大�

義�

だ
と
述
べ
（
九
五
頁
）、
数
ペ
ー
ジ
先
に
は
「
ソ
連
の
敵
た
ち
は
、
ソ

連
崩
壊
の
た
め
な
ら
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
側
に
つ
く
用
意
が
あ
る
だ
ろ
う
」（
九
八
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ラ
ン

は
、
ソ
連
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
お
け
る
唯
一
の
信
頼
で
き
る
同
盟
国
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
一
九
三
九
年
に
状
況
が

一
転
す
る
。
こ
の
年
の
八
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
の
間
で
「
独
ソ
不
可
侵
条
約
」
が
結
ば
れ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
ソ

連
は
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
た
際
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
東
半
分
を
丸
ま
る
支
配
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
ロ
ラ
ン
は
嫌

悪
を
隠
さ
な
い
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
思
想
が
骨
の
髄
ま
で
〈
ウ
ソ
〉
に
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
う
ん
ざ
り
だ
。
ウ
ソ
の
つ
き
合
い
。

全
て
が
ウ
ソ
だ
。
こ
こ
数
ヶ
月
の
間
（
数
日
の
間
）
に
、
ソ
連
の
ウ
ソ
は
、
不
実
さ
と
傲
慢
さ
に
お
い
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
や
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
ウ
ソ
を
凌
い
で
い
る
。
私
は
憤
り
に
胸
が
震
え
る
。
私
は
、
誰
よ
り
も
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
五
年
、
い
や
そ
れ
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
へ
の
憎
悪
を
煽
り
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
打
倒
の
戦
い
を
し
か
け
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
弾
劾
し
、
民
主

主
義
を
目
覚
め
さ
せ
、
民
主
主
義
の
力
を
集
結
す
る
た
め
に
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
鼓
舞
し
て
き
た
の
が
ソ
連
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
！

ク

レ
ム
リ
ン
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
抹
殺
に
加
担
し
て
、
お
こ
ぼ
れ
に
預
か
ろ
う
と
し
て
い
る
」（
一
九
四
〇
年
二
月
、
三
一
六
―

三
一
八
頁
）。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
ス
タ
ン
ス
が
孤
立
を
招
く
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
若
き
共
産
主
義
の
知
識
人
や
作
家
の
中
に
は
強
い
友
情
で
結

ば
れ
た
友
人
が
大
勢
い
た
が
、
彼
ら
は
事
実
を
歪
曲
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
二
人
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
、
ジ
ャ
ン＝

リ
シ
ャ
ー
ル
・

ブ
ロ
ッ
ク
（
一
八
八
四
―
一
九
四
七
）
は
、
歴
史
教
授
の
資
格
を
も
つ
小
説
家
だ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
お
ぞ
ま
し
さ
を
体
験
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
一
九
一
九
年
に
は
ロ
ラ
ン
に
接
近
し
、
三
〇
年
代
に
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
た
め
ソ
連
を
支
持
し
て
い
る
。
独
ソ
不

可
侵
条
約
締
結
に
当
た
っ
て
、
彼
は
ソ
連
の
立
場
を
正
当
化
す
る
。
西
欧
の
民
主
主
義
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
信
用
せ
ず
に
追
い
つ
め
て
、

― 8 ―



ヒ
ト
ッ
ラ
ー
の
元
に
走
ら
せ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
し
て
、
ア
ラ
ゴ
ン
。
ロ
ラ
ン
は
こ
の
大
詩
人
を
評
価
し
て
い
た
。
ア
ラ
ゴ
ン
は
共
産

党
の
規
律
に
忠
実
で
い
る
た
め
に
、
当
初
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
を
弾
劾
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
彼
は
後
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
詩
人

と
な
る
が
、
ロ
ラ
ン
は
こ
う
書
い
て
い
る
、「
ジ
ャ
ン＝

リ
シ
ャ
ー
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
ア
ラ
ゴ
ン
は
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
を
ば
か
ら
し
い

ほ
ど
必
死
に
擁
護
し
て
い
る
」（
二
五
四
頁
）
と
。
こ
う
し
て
、
ロ
ラ
ン
は
共
産
党
路
線
か
ら
も
離
れ
て
い
く
。

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
政
治
思
想
を
共
に
す
る
者
た
ち
か
ら
も
独
立
を
保
ち
、
対
立
す
る
側
と
も
繋
が
る
、

と
い
う
よ
り
は
、
繋
が
り
を
保
ち
続
け
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
。
対
立
側
に
い
た
人
間
に
は
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
・
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ

ア
ン
が
い
る
。
実
は
、
こ
の
辺
り
が
『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
日
記
』
の
見
せ
る
奇
妙
な
と
こ
ろ
な
の
だ
。
ロ
ラ
ン
に
は
、
政
治
的
な
溝
を
超
え
て

友
情
を
結
び
、
そ
れ
を
維
持
す
る
不
思
議
な
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ロ
ラ
ン
と
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
と
の
友
情
は
一
九
一
〇
年
代

に
遡
る
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
一
八
七
七
年
生
ま
れ
で
、
ロ
ラ
ン
よ
り
少
し
若
い
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
西
部
に
根
ざ
し
た
郷
土
小
説
を
著

す
人
気
作
家
だ
っ
た
が
、
二
〇
年
代
に
入
る
と
極
右
思
想
に
傾
倒
し
、
三
〇
年
代
に
は
ナ
チ
ズ
ム
を
熱
狂
的
に
賞
賛
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
中

に
、
中
世
の
神
秘
主
義
に
連
な
る
新
し
い
神
秘
主
義
の
形
を
見
出
す
。
開
戦
前
に
は
ド
イ
ツ
を
数
回
訪
れ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
も
個
人
的
に

会
談
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
二
月
に
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
が
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
を
訪
れ
た
際
に
、
ロ
ラ
ン
は
会
談
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

「
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
、
ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
訪
ね
、
宗
教
に
つ
い
て
議
論
し
た
（
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
ナ
チ
ズ
ム

に
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
最
後
の
片
鱗
を
見
出
し
て
い
た
）。
そ
れ
を
受
け
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
経
済
問
題
を
持
ち
出
し
た
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア

ン
は
さ
ら
に
続
け
た
、「
新
生
ド
イ
ツ
を
築
く
た
め
に
は
精
神
性
が
必
要
で
し
ょ
う
。
宗
教
と
英
雄
も
必
要
で
す
。
精
霊
を
復
活
さ
せ
な

け
れ
ば
」。
彼
が
こ
う
言
っ
た
時
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
顔
色
が
に
わ
か
に
変
わ
っ
た
。
瞳
は
輝
き
、
態
度
が
変
わ
り
、
シ
ャ
ト
ー
の
手
を
取

り
顔
を
近
づ
け
る
と
、
じ
っ
と
目
を
見
つ
め
て
こ
う
言
っ
た
「
貴
方
を
愛
し
て
い
る
！
」」（
三
二
五
頁
）

こ
れ
は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
が
ロ
ラ
ン
に
語
っ
た
逸
話
だ
が
、
ロ
ラ
ン
は
、
彼
を
非
難
す
る
こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
彼
の
大
い
な
る
無

邪
気
さ
に
感
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。
シ�

ャ�

ト�

ー�

と
言
う
呼
び
方
に
も
親
近
感
が
こ
も
っ
て
お
り
、
子
供
じ
み
た
態
度
を
赦
す
寛
容
さ
さ
え
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感
じ
ら
れ
る
。

一
九
四
〇
年
、
ド
イ
ツ
の
金
銭
的
支
援
を
受
け
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
『
束
（La

G
erbe

）』
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
し
、
対
独
協
力
を

訴
え
る
。
そ
の
た
め
、
戦
争
末
期
に
は
ド
イ
ツ
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最
後
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
落
ち
着
き
、
一
九
五
一
年
に
客

死
す
る
。
そ
ん
な
人
物
に
も
、
ロ
ラ
ン
は
驚
く
ほ
ど
寛
大
だ
。
こ
の
客
に
ド
イ
ツ
の
蛮
行
・
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
・
暴
力
・
ダ
ッ
ハ
ウ
強
制
収

容
所
で
の
拷
問
な
ど
に
つ
い
て
語
り
（
三
二
八
頁
）、
客
は
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
、
ナ
チ
ス
指
導
層
を
無
為
に
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
ロ
ラ
ン
は
、
非
難
め
い
た
こ
と
は
言
わ
な
い
。
相
対
的
見
地
か
ら
、
自
ら
の
主
義
主
張
と
も
距
離
を
置
い
て
、
こ
の
友
人
を
理

解
し
よ
う
と
努
め
、
彼
の
こ
と
を
極
端
な
理
想
主
義
者
と
判
断
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
日
記
の
も
う
少
し
先
を
読
む
と
、
ロ
ラ
ン
と

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
友
人
関
係
を
非
難
す
る
人
た
ち
へ
の
答
え
が
あ
る
、「
私
は
、
理
想
の
た
め
に
、
一
度
な
り
と
も
真
の
友
情
を
葬

る
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
」（
一
九
四
二
年
五
月
一
九
日
、
七
七
五
頁
）。
ロ
ラ
ン
の
友
人
へ
の
忠
誠
心
・
大
い
な
る
寛
容
さ
が
伺
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
、
無
邪
気
な
ほ
ど
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
彼
は
、
一
九
四
〇
年
二
月
の
逸
話
に
関
し
て
、
今
日
読
め
ば
驚
く
よ
う
な
こ
と
を

書
い
て
い
る
。「
私
は
審
判
は
下
さ
な
い
。
書
き
留
め
る
の
み
だ
。
た
だ
、
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
シ
ャ
ト
ー
が
、
ナ
チ
ズ
ム

の
虜
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
目
が
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
体
制
の
憎
む
べ
き
・
見
下
す
べ
き
側
面
し
か
見
て
い
な
い
連
中

の
目
よ
り
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
両
者
と
も
間
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
正
し
い
」（
三
二
九
頁
）。

こ
れ
は
奇
妙
な
発
言
で
あ
り
、
我
々
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
ロ
ラ
ン
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
体
制
に
、
憎
む
べ
き
・
見
下
す
べ
き
側
面
以
外

の
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
問
い
か
け
か
ら
第
二
部
に
移
り
、
ド
イ
ツ
占
領
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
姿
を
追
っ
て
い
こ
う
。
ロ
ラ
ン
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
セ
ン
ス
が
極
限
に
至
り
、
結
果
と
し
て
、
彼
は
あ
る
種
の
麻
痺
状
態
、
ひ
い

て
は
否
定
主
義
に
陥
っ
て
い
く
。
そ
の
姿
に
は
、
は
っ
き
り
言
え
ば
失
望
を
隠
し
得
な
い
。
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二

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
ペ
タ
ン
、
そ
し
て
戦
争

ロ
ラ
ン
の
言
動
が
あ
ま
り
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
彼
は
孤
立
し
続
け
る
。「「
完
全
反
戦
・
平
和
主
義
」
が
講
じ
て
「
対

独
協
力
者
」
と
な
っ
た
連
中
に
と
っ
て
は
、
私
は
ス
タ
ー
リ
ン
支
持
の
反
ド
イ
ツ
だ
。
過�

激�

な�

反
ド
イ
ツ
勢
力
に
と
っ
て
は
、
私
は
親
ド

イ
ツ
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
家
に
は
多
く
の
ド
イ
ツ
人
が
滞
在
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
先
の
大
戦
を
思
い
出
す
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
た
ち

は
、
私
の
こ
と
を
、
相
変
わ
ら
ず
の
反
戦
・
平
和
・
非
暴
力
を
唱
え
る
祖
国
な
き
者
だ
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
馬
鹿
げ
た
話
だ
！
」

（
一
九
四
三
年
、
九
三
六
頁
）

彼
は
い
つ
も
正
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？

否
。
ロ
ラ
ン
が
、
時
と
し
て
、
あ
ま
り
に
ナ
イ
ー
ブ
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。
彼
が
知
的
に
孤
立
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
戦
前
は
正
し
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
た
後
は
現
実
と
乖
離

し
始
め
て
、
つ
い
に
は
、
奇
妙
な
夢
想
に
閉
じ
籠
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
一
九
四
〇
年
六
月
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
は
、
突
然
の
激
し
い
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
た
時
期
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
言
っ
て
お
く
。
祖
国
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
屈
服
し
た
の
だ
。『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
日
記
』
も
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
記
述

に
満
ち
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
は
、
多
く
の
市
民
が
ド
イ
ツ
軍
進
行
を
逃
れ
る
た
め
に
脱
出
す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
が
、
彼
は
ヴ
ェ
ズ

レ
ー
か
ら
動
こ
う
と
は
し
な
い
。
そ
し
て
六
月
二
四
日
、
休
戦
条
約
締
結
（
実
際
は
、
二
日
前
の
六
月
二
二
日
締
結
）
の
噂
を
耳
に
す
る

（
四
四
二
頁
）。

ド
イ
ツ
の
勝
利
を
前
に
、
い
か
に
振
る
舞
う
べ
き
か
？

い
か
に
フ
ラ
ン
ス
復
興
の
た
め
に
貢
献
す
べ
き
か
？

ロ
ラ
ン
の
日
記
を
読

む
と
、
時
に
違
和
感
を
覚
え
る
。
矛
盾
し
た
こ
と
や
、
今
読
む
と
愕
然
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
全
体
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う

に
、
ロ
ラ
ン
も
途
方
に
暮
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
、
こ
れ
が
日
記
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

彼
の
言
葉
は
、
首
尾
一
貫
し
た
テ
キ
ス
ト
で
も
な
い
し
、
説
教
で
も
な
い
。
彼
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
思
索
を
め
ぐ
ら
す
、
そ
れ
が
そ
の

ま
ま
書
か
れ
て
い
る
の
だ
。
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そ
の
た
め
、
占
領
初
期
に
書
か
れ
た
数
ペ
ー
ジ
に
は
、
ロ
ラ
ン
に
は
不
利
に
な
り
得
る
よ
う
な
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
、
ず
っ
と
、
ド
イ
ツ
と
そ
の
文
化
を
大
い
に
賞
賛
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ

が
協
力
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
馬
鹿
げ
た
構
想
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
三
月
、
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
、

「
そ
の
構
想
自
体
は
い
い
。
実
現
す
べ
き
だ
。
た
だ
し
、
両
者
が
真
摯
に
協
力
を
望
ん
で
い
る
な
ら
ば
の
話
だ
が
」（
五
六
四
頁
）。
ド
イ
ツ

と
協
力
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
覇
権
主
義
に
対
抗
で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
構
築
の
た
め
の
手
段
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
世
界

が
強
硬
な
ア
メ
リ
カ
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
私
は
、
ド
イ
ツ
に
支
配
さ
れ
る
よ
り
百
倍
の
嫌
悪
と
恐
怖
を
感
じ
る
だ
ろ

う
」（
五
五
八
頁
）。
彼
は
さ
ら
に
こ
う
続
け
る
。「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
率
い
る
ド
イ
ツ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
、
世
界
合
衆
国
を
構
築
す
る
よ

う
動
い
て
い
る
。
我
々
の
文
明
か
ら
、
人
を
隷
属
さ
せ
腐
敗
さ
せ
る
〈
金
〉
と
い
う
癌
を
根
こ
そ
ぎ
に
す
る
。
我
々
の
民
主
主
義
の
力
で

は
到
底
で
き
な
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
の
民
主
主
義
は
、
骨
の
髄
ま
で
侵
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
」（
四
七
五
頁
）。
日
記
の
一
節
に

す
ぎ
な
い
が
、
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
無
視
で
き
な
い
。

と
は
言
え
、
ロ
ラ
ン
に
石
を
投
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
慎
も
う
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ロ
ラ
ン
は
、
彼
が
愛
す
る
ド
イ
ツ
は
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
で
は
な
く
、
永
遠
な
る
ド
イ
ツ
だ
と
明
言
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
我
々
の
よ
う
に
、
民
族
と
そ
の
指
導
者
た
ち
の
犯
罪
と
犯
罪
的
な

狂
気
を
区
別
し
て
、
人
間
の
友
愛
を
信
じ
続
け
る
人
間
は
、
ほ
ん
の
一
握
り
し
か
い
な
い
」（
一
九
四
一
年
四
月
一
一
日
、
五
八
三
頁
）。

そ
し
て
、
特
に
、
根
本
的
な
次
元
で
、
最
も
深
淵
な
る
信
念
に
動
か
さ
れ
た
ロ
ラ
ン
は
、
ナ
チ
ス
体
制
も
ヴ
ィ
シ
ー
体
制
も
支
持
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ヴ
ィ
シ
ー
体
制
が
敷
か
れ
る
と
、
ロ
ラ
ン
は
直
ち
に
不
信
感
を
露
に
す
る
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
は
ド
イ
ツ
の
要
求
と
あ
ら
ば
何
で
も
熱
心

に
受
け
入
れ
、
敗
北
の
「
責
任
者
た
ち
」
を
あ
ま
り
に
性
急
に
裁
こ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
七
月
三
〇
日
の
日
記
に
、
ロ
ラ
ン
は

デ
ク
レ

「
犯
罪
的
政
令
」
と
記
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
は
政
令
を
公
布
し
、
一
九
四
〇
年
五
月
一
〇
日
か
ら
六
月
三
〇
日
の
間
に
、
フ
ラ
ン

ス
を
離
れ
た
全
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
を
恣
意
的
に
裁
こ
う
と
し
た
の
だ
。「
恐
ろ
し
い
自
由
裁
量
」
と
も
記
し
て
い
る
（
四
六
六
頁
）。
一
九
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デ
ク
レ

四
〇
年
九
月
に
は
、「
お
ぞ
ま
し
い
政
令
」
と
し
て
九
月
六
日
に
公
布
さ
れ
た
一
連
の
政
令
に
憤
っ
て
い
る
。
こ
の
政
令
は
、
一
部
の
ユ

ダ
ヤ
人
か
ら
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
剝
奪
す
る
こ
と
を
視
野
に
お
い
て
い
た
（
四
八
八
頁
）。
対
独
協
力
誌
の
記
事
に
も
憤
り
を
隠
さ
な
い
。

「『
束
』最
新
号
の
お
ぞ
ま
し
い
反
ユ
ダ
ヤ
的
記
事
の
数
々
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
名
誉
を
汚
す
も
の
だ
。
心
底
悲
し
く
憤
り
を
感
じ
る
」

（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
九
日
、
五
〇
二
頁
）。
一
方
、
一
九
四
一
年
六
月
に
公
布
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
規
程
に
も
憤
っ
て
い
る
（
六
二
七
頁
）。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
を
ま
っ
た
く
信
頼
し
て
い
な
い
。
ペ
タ
ン
元
帥
個
人
の
こ
と
も
評
価
し
て
い
な

い
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
言
葉
と
し
て
ロ
ラ
ン
が
書
き
留
め
た
ペ
タ
ン
元
帥
は
、「
ま
じ
め
で
正
直
だ
が
弱
腰
で
幼
い
。
子
供
じ
み
て

い
る
。
自
分
の
尊
厳
と
人
気
に
上
機
嫌
。
各
地
の
歓
迎
会
に
出
る
の
が
大
好
き
で
政
治
的
経
験
な
ど
な
い
。
士
官
学
校
出
の
小
役
人
」

（
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
六
日
、
五
三
一
頁
）
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ロ
ラ
ン
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
側
に
つ
く
こ
と
も
な
い
。
彼
は
、
ド
ゴ
ー
ル
と
自
ら
が
ド�

ゴ�

ー�

ル�

主�

義�

者�

と
呼
ぶ
人
た
ち
の
こ

と
を
狂
信
的
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ド
ゴ
ー
ル
が
、
ダ
カ
ー
ル
の
基
地
を
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
支
配
か
ら
奪
還
し
よ
う
と
試
み
て
失
敗
し
た
時
、

ロ
ラ
ン
は
彼
に
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
ス
の
狂
信
者
集
団
の
怒
り
狂
う
精
神
が
、
時
代
を
超
え
て
見
て
取
れ
る
」（
一
九

四
〇
年
九
月
二
三
日
、
四
九
三
頁
）
と
。
他
に
も
、
ド
ゴ
ー
ル
の
傲�

慢�

な�

フ�

ァ�

ナ�

テ�

ィ�

ズ�

ム�

と
記
し
て
い
る
（
五
一
四
頁
）。
彼
は
ド
ゴ
ー
ル

の
こ
と
を
、
内
戦
を
企
て
る
非
常
識
な
人
間
と
考
え
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
の
目
に
は
、
ド
ゴ
ー
ル
は
、
モ
ラ
ス
に
傾
倒
す
る
士
官
で
、
民
衆

か
ら
は
乖
離
し
た
信
用
で
き
な
い
人
間
だ
と
映
っ
て
い
た
。
ロ
ラ
ン
の
共
産
党
員
の
友
人
た
ち
、
特
に
ア
ラ
ゴ
ン
な
ど
は
、
ド
ゴ
ー
ル
の

こ
と
を
愚�

か�

者�

扱
い
し
、
た�

だ�

の�

マ�

ク�

マ�

オ�

ン�

と
呼
ん
で
い
た
（
一
九
四
四
年
一
一
月
一
四
日
、
一
〇
八
四
頁
）
の
だ
か
ら
、
ド
ゴ
ー
ル
に
対

す
る
ロ
ラ
ン
の
評
価
が
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。

ペ
タ
ン
で
も
な
く
ド
ゴ
ー
ル
で
も
な
く
と
い
う
の
が
、
ロ
ラ
ン
の
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。「
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
が
、
フ

ラ
ン
ス
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
を
煽
っ
て
、
日
々
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
と
対
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
一
日
の
日
曜
日
に
は
、
ロ
ン

ド
ン
で
も
パ
リ
で
も
ヴ
ィ
シ
ー
で
も
、
皆
が
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
祭
を
祝
お
う
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
が
、
自
分
の
利
に
な
り
相
手
の
不
利
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に
な
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
イ
ギ
リ
ス
人
も
ド
イ
ツ
人
も
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
取
り
合
い
だ
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
は
、
ペ
タ
ン
と

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
比
較
す
る
始
末
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
『
束
』
誌
上
で
、
ペ
ギ
ー
の
息
子
マ
ル
セ
ル
が
対

独
協
力
を
説
き
、
ド
イ
ツ
を
真
の
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
あ
る
と
讃
え
る
と
は
！

父
ペ
ギ
ー
が
こ
れ
を
知
っ
た
ら
、
マ
ル
ヌ
河
畔
の
、
彼

の
血
を
吸
っ
た
地
中
で
怒
り
心
頭
で
あ
ろ
う
」（
一
九
四
一
年
五
月
一
〇
日
、
六
〇
一
頁
）。

ロ
ラ
ン
は
、
こ
う
し
て
「
好
機
を
逸
し
た
」
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
は
誰
の
こ
と
も
信
じ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
度
と
ス
タ
ー
リ

ン
を
信
頼
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
ソ
連
の
参
戦
後
も
変
わ
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
は
自
ら
ア
メ
リ
カ
金
権
政
治
と
呼
ぶ
も
の
を
嫌
悪

し
て
い
る
。
彼
は
全
て
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
。
彼
は
、
一
九
四
一
年
一
月
に
こ
う
書
い
て
い
る
、「
政
治
に
も
人
間
に
も
愛
想
が
尽
き

た
。
彼
ら
は
救
い
よ
う
が
な
い
」（
五
三
九
頁
）
と
。

こ
う
し
て
、
ロ
ラ
ン
は
、
現
実
離
れ
し
た
昔
か
ら
の
夢
に
執
着
し
て
い
く
。

結
論
――
唯
一
の
救
い
は
友
情

ロ
ラ
ン
は
多
く
の
人
と
会
い
、
多
く
の
出
来
事
に
立
ち
合
う
が
、
自
ら
参
画
し
て
い
く
に
は
あ
ま
り
に
理
想
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日

記
に
も
あ
る
種
の
悲
壮
感
が
漂
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
高
齢
の
せ
い
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
個
人
的
な
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
九
年

に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
政
権
を
公
に
弾
劾
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
ソ
連
に
い
た
妻
の
息
子
に
報
復
が
及

ぶ
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
だ
。
と
は
言
え
、
日
記
に
は
、
覚
め
き
っ
た
知
識
人
の
姿
が
見
て
取
れ
る
。
彼
は
、
も
は
や
時
代
の
流
れ
に
つ
い

て
い
け
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
彼
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
ラ
ン
に
喜
び
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
旧
友
ポ
ー
ル
・
ク

ロ
ー
デ
ル
と
の
交
友
が
再
開
し
た
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ク
ロ
ー
デ
ル
と
ロ
ラ
ン
は
、
名
門
ル
イ
・
ル
・
グ
ラ
ン
高
校
の
級
友
だ
っ
た
。

ロ
ラ
ン
は
、
自
分
と
は
ま
っ
た
く
違
う
タ
イ
プ
の
ク
ロ
ー
デ
ル
と
五
〇
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
。
ロ
ラ
ン
の
日
記
に
綴
ら
れ
た
ク
ロ
ー
デ
ル
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と
の
交
流
は
感
動
的
だ
。
同
時
に
、
と
て
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
二
人
の
間
に
は
ま
っ
た
く
タ
ブ
ー
が
な
い
か
ら
だ
。
ま

た
、
ロ
ラ
ン
は
、
数
々
の
ク
ロ
ー
デ
ル
の
言
葉
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
場
で
書
き
留
め
た
よ
う
に
生
き
生
き
と
記
し
て
い
る
。
一
九
四
二
年

六
月
二
八
日
付
け
の
記
載
（
八
一
〇
―
八
一
七
頁
）
か
ら
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
が
ド
イ
ツ
人
を
毛
嫌
い
し
、
ペ
タ
ン
元
帥
を
真
っ
向
か
ら
見
下

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
彼
は
こ
う
言
う
、「
ペ
タ
ン
め
、
あ
の
顔
に
つ
ば
を
吐
い
て
や
り
た
い
！

偽
善
者
め
。
敬
虔
ぶ
っ
て
何
も

信
じ
て
は
い
な
い
。
家
族
が
大
事
だ
と
？

自
分
は
二
度
も
三
度
も
離
婚
し
て
、
子
供
が
大
嫌
い
な
ん
だ
！
」」

話
題
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
及
ぶ
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（
あ�

の�

ご�

ろ�

つ�

き�

、
あ�

の�

バ�

カ�

）、
作
家
た
ち
、
ク
ロ
ー
デ
ル
は
シ
ュ
ア
レ
ス
を
評
価

せ
ず
、
ペ
ギ
ー
に
は
何
の
好
意
も
持
っ
て
い
な
い
。
全
体
的
に
は
文
学
や
音
楽
談
義
が
多
く
、
彼
の
愛
す
る
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
登
場
し
、
教
会
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
は
臆
病
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
彼
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
シ
ナ

ゴ
ー
グ
の
大
祭
司
に
支
援
の
書
面
を
送
っ
て
い
た
の
だ
。
ク
ロ
ー
デ
ル
の
姿
は
自
由
で
勇
敢
だ
。
宗
教
に
つ
い
て
も
、
二
人
は
大
い
に
語

り
合
っ
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
は
ク
ロ
ー
デ
ル
を
羨
ま
し
く
思
っ
て
い
た
。「
彼
が
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
で
恩
寵
を
受
け
た
こ
と
が
、
い
か
に
幸

運
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
、
私
は
彼
に
言
っ
た
」（
八
一
三
頁
）。

ロ
ラ
ン
は
信
仰
心
を
持
ち
た
か
っ
た
。
彼
は
超
越
し
た
存
在
を
模
索
し
て
い
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
デ
ル
に
対
す
る
深
い
敬
愛
が
感
じ
ら

れ
る
。
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
信
仰
に
何
の
疑
い
も
持
た
ず
、「
死�

ん�

だ�

ら�

神�

と�

対�

面�

す�

る�

」（
八
一
二
頁
）
と
確
信
し
て
い
る
。

ク
ロ
ー
デ
ル
は
ロ
ラ
ン
を
改
宗
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
一
〇
年
経
っ
た
一
九
五
四

年
に
、
感
動
的
な
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
こ�

の�

偉�

大�

な�

魂�

は�

、
信�

念�

と�

希�

望�

の�

み�

で�

満�

た�

さ�

れ�

て�

い�

た�

と
讃
え
た
。

で
は
、
最
後
に
、
今
日
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
日
記
を
読
む
意
義
は
何
な
の
か
を
考
え
よ
う
。

ま
ず
、
知
識
人
の
持
つ
影
響
力
の
限
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ラ
ン
は
、
最
善
の
場
合
、
相
談
役
に
な
り
得
た
。
し
か
し
、
例
え

ば
、
共
産
党
員
た
ち
は
、
彼
の
意
見
が
党�

の�

方�

針�

に
逆
ら
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
耳
を
貸
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
自
身
が
そ

の
こ
と
を
深
く
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
日
記
に
は
哀
愁
が
漂
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
、
彼
が
最
初
に
失
望
感
を
覚
え
た
の
は
、
ソ
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連
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
ほ
ど
言
っ
た
通
り
、
ロ
ラ
ン
は
一
九
三
五
年
に
ス
タ
ー
リ
ン

に
会
っ
た
。
彼
は
、
実
は
こ
の
会
談
の
場
と
、
別
途
、
手
紙
を
通
じ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
セ
ル
ジ
ュ
と
い
う
人
物
の
た
め
に
働
き
か
け

て
い
た
の
だ
。
セ
ル
ジ
ュ
は
ソ
連
の
知
識
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
た
（
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
）。
ロ
シ
ア
革
命
に
も
参
加
し
た
が
、

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
で
反
ス
タ
ー
リ
ン
だ
っ
た
た
め
に
、
ウ
ラ
ル
地
方
に
追
放
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
ロ
ラ
ン
の
介
入
と
国
際
的
に
も
支
援
運
動

が
広
が
っ
た
お
か
げ
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
彼
を
釈
放
し
、
一
九
三
六
年
に
国
外
追
放
に
し
た
。
こ
の
事
件
以
来
、
ロ
ラ
ン
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
体
制
に
不
信
感
を
抱
き
始
め
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
公
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
が
、
一
九
三
六
年
に

『
ソ
ビ
エ
ト
紀
行
』
を
著
し
、
共
産
党
員
た
ち
か
ら
激
し
い
非
難
を
受
け
た
の
と
は
対
照
的
だ
。
お
そ
ら
く
、
先
ほ
ど
話
し
た
個
人
的
事

情
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
ソ
連
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
、
当
時
、
ソ
連
の
第
一
の
敵
だ
っ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
に
有
利
に
な
る
こ
と
を
望

ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、
違
和
感
と
怒
り
を
日
記
に
密
か
に
綴
っ
て
い
る
。
彼
は
、

知
的
に
誠
実
で
あ
り
続
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
活
動
家
に
は
な
れ
な
い
と
わ
か
っ
た
の
だ
。
本
物
の
知
識
人
は
、
繊
細
過
ぎ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
含
み
過
ぎ
て
、
ま
た
正
直
過
ぎ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
優
柔
不
断
と
な
り
、
政
党
に
は
利
用
価
値
が
な
い
の
だ
。
知
識
人
の
居
場
所
は
、
多

小
の
差
は
あ
れ
、
常
に
舞
台
裏
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
真
に
決
定
的
な
役
目
を
担
う
こ
と
が
も
う
で
き
な
い
と
自
覚
し
た
ロ
ラ
ン
か
ら
は
、

物
悲
し
さ
が
漂
う
。

一
方
、
ロ
ラ
ン
の
日
記
は
、
実
に
今
日
的
な
問
題
を
も
う
一
つ
提
示
し
て
い
る
。
理
想
主
義
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
の
間
で
、
い
か

に
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
生
涯
に
わ
た
り
、
各
国
の
自
主
的
な
意
志
に
基
づ
く
平
和
の
構
築
を
信
じ
て
い
た
の
に
、
あ

る
国
が
狂
信
的
に
暴
走
し
始
め
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
極
端
な
反
戦
・
平
和
主
義
者
た
ち
が
、
何
で
も
戦
争
よ
り
は
ま
し
だ
と

考
え
る
一
方
、
ロ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
危
険
な
自
殺
行
為
だ
と
考
え
る
人
々
も
い
る
。
反
戦
・
平
和
主
義
を
唱
え
る
こ
と
は
、「
敵
・

味
方
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
嵌
め
ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
だ
と
も
言
え
る
。
確
か
に
、
そ
れ
は
尊
敬
に
値
す
る
拒
否
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
二
者
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
、
頑
に
、
他
方
の
こ
と
を
「
敵
」
と
見
な
し
て
い
る
場
合
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
？

結
局
の
と
こ
ろ
、

― 16 ―



「
反
戦
・
平
和
主
義
者
」
の
代
名
詞
だ
っ
た
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
反
戦
・
平
和
主
義
を
一
辺
倒
に
主
張
す
る
こ
と
の
限
界
を
認
識
し
た

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
点
に
も
増
し
て
、
今
日
、
彼
の
日
記
を
読
む
こ
と
を
非
常
に
興
味
深
い
も
の
に
し
て
い
る
。

（
甲
南
大
学
教
授
・
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
）

（
本
稿
は
、「
ア
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
関
西
」
お
よ
び
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
」

共
催
で
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
八
日
、
ア
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
関
西
で
行
わ
れ

た
講
演
会
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
〜
聞
き
手
と
し
て
、
証
人
と
し
て
」
の
内
容
を
再
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
。）
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戦
後
七
〇
年
と
憲
法
九
条
の
意
義

曽
我
部

真

裕

一

は
じ
め
に

本
日
は
伝
統
あ
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
の
講
演
会
に
お
招
き
頂
き
、
研
究
所
の
関
係
の
皆
様
に
は
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、

連
休
初
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
運
び
下
さ
っ
た
皆
様
に
も
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

さ
て
、
な
ん
と
も
大
変
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
日
は
、「
戦
後
七
〇
年
と
憲
法
九
条
の
意
義
」
と
い
う
こ
と
で

お
話
を
さ
せ
て
頂
く
。
憲
法
九
条
に
つ
い
て
は
こ
の
と
こ
ろ
た
い
へ
ん
大
き
な
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
日
は

こ
の
タ
イ
ト
ル
通
り
、
い
ま
現
在
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
と
い
う
よ
り
は
、
歴
史
的
な
流
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
、
考
え
る
材
料
に
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
講
演
の
前
半
と
い
う
か
半
分
以
上
に
な
る
と
思
う
が
、
憲
法
九
条
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
現
実
は
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
実
関
係
を
ま
ず
は
一
通
り
お
話
を
す
る
。
そ
こ
で
は
、
九
条
が
な
ぜ
制
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の
歴
史
的
展
開
の
中
で
九
条
が
迎
え
た
三
つ
の
転
機
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
お
話
す
る
。

そ
し
て
、
後
半
で
は
、
前
半
の
話
も
踏
ま
え
、
戦
後
七
〇
年
の
間
、
憲
法
九
条
に
つ
い
て
は
二
つ
の
読
み
方
が
対
立
拮
抗
し
て
き
た
こ

と
に
注
目
し
て
、
お
話
を
す
る
。
な
お
、
本
来
は
い
わ
ゆ
る
国
際
貢
献
に
ま
つ
わ
る
問
題
に
も
同
じ
く
ら
い
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
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時
間
の
関
係
で
簡
略
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

二

憲
法
九
条
の
誕
生
と
展
開

（
一
）
憲
法
九
条
と
前
文

レ
ジ
ュ
メ
最
終
ペ
ー
ジ
の
資
料
に
あ
る
よ
う
に
、
憲
法
九
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
な
お
、
下
線
部
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
に

お
話
す
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
無
視
し
て
お
い
て
欲
し
い
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
一
項
で
戦
争
と
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
を
放
棄
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
と
武
力
の

行
使
と
は
ど
う
違
う
の
か
。
戦
争
は
宣
戦
布
告
を
伴
う
正
式
の
戦
争
の
こ
と
で
あ
り
、
武
力
の
行
使
は
戦
前
の
満
州
事
変
の
よ
う
な
事
実

上
の
戦
争
の
こ
と
。

そ
し
て
、
二
項
で
は
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
を
保
持
し
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
。
他
国
の
憲
法
を
見
て
も
、
例
え
ば
侵
略
戦
争
を

し
な
い
と
い
っ
た
規
定
を
置
く
と
こ
ろ
は
あ
る
（
一
九
四
七
年
イ
タ
リ
ア
憲
法
一
一
条
、
一
九
四
九
年
ド
イ
ツ
基
本
法
二
六
条
一
項
な
ど
）
が
、

戦
力
を
保
持
し
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
九
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
は
、
一
九
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
の
憲
法
制
定
当
時
は
も
ち
ろ
ん
、
今
現
在
に
お
い
て
も
日
本
国
憲
法
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
平
和
主
義
と
い
う
と
憲
法
九
条
が
思
い
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
日
本
国
憲
法
に
は
前
文
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
関
連

す
る
内
容
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。
前
文
と
は
憲
法
の
本
体
と
な
る
条
文
と
は
異
な
る
が
、
憲
法
の
理
念
が
普
通
の
文
章
の
形
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
の
前
文
に
は
、
戦
争
の
反
省
と
平
和
へ
の
誓
い
に
関
す
る
部
分
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お

り
、
崇
高
な
理
想
が
表
明
さ
れ
て
い
る
格
調
高
い
文
書
で
あ
る
。
時
間
の
関
係
で
す
べ
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、
資
料
に
は
全
文
載
せ
て

あ
る
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
あ
と
で
読
ん
で
お
い
て
欲
し
い
。

以
下
の
お
話
と
の
関
係
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
三
点
指
摘
し
て
お
く
。
一
つ
は
、
第
一
段
の
「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
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禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
」
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
政
府
の
暴
走
に
よ
っ
て
戦
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
国
民
主
権
つ
ま
り
民
主
主
義
を
宣
言
す
る
と
い
う

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
九
条
の
よ
う
な
条
文
で
戦
争
を
禁
止
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
国
民
が

し
っ
か
り
政
府
を
監
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
い
換
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
市
民
社
会
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
先
走
る
こ
と
に
な
る
が
、
平
和
主
義
と
民
主
主
義
の
結
び
つ
き
、
こ
れ
は
今
後
の
日
本
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

さ
て
、
前
文
の
二
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
三
段
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を

保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

一
見
し
た
だ
け
で
は
わ
か
り
に

く
い
が
、
こ
れ
は
国
連
の
こ
と
で
あ
る
。
国
連
憲
章
が
で
き
た
の
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
六
月
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
が
公
布
つ

ま
り
議
会
で
議
決
さ
れ
た
後
、
国
民
に
対
し
て
正
式
に
示
さ
れ
た
の
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
三
日
で
あ
る
。
こ
の
日
は
言

う
ま
で
も
な
く
文
化
の
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
国
憲
法
の
公
布
を
記
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
は
、

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
三
日
に
憲
法
が
施
行
つ
ま
り
実
際
に
効
力
が
発
生
し
た
日
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
の
話
に
戻
る
と
、
憲
法
の
制
定
作
業
は
、
時
期
的
に
は
国
連
憲
章
が
成
立
し
た
後
に
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
後
に
も
説
明
す
る
が
、
国
連
憲
章
は
第
二
次
大
戦
の
反
省
に
立
っ
て
、
国
々
が
戦
争
や
武
力
の
行
使
に
訴
え
る
こ
と
を
禁
止
し
、

戦
争
や
武
力
の
行
使
に
訴
え
る
国
に
対
し
て
は
、
国
連
加
盟
国
が
共
同
し
て
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
集

団
安
全
保
障
と
い
う
が
、
日
本
国
憲
法
は
も
と
も
と
、
軍
隊
を
持
つ
代
わ
り
に
、
こ
の
国
連
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
体
制
を
信
頼
し
て
日

本
の
平
和
と
独
立
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
お
話
し
て
い
る
集
団
安
全
保
障
と
、
最
近
話
題
の
集
団
的
自
衛
権
と
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
似
て
い
る
が
別
物
な
の
で
注
意
を
（
レ
ジ
ュ
メ
の
図
参
照
）。

三
つ
め
は
、「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
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会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
」「
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
国
際
貢
献
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
点
に
関
わ
り
重
要

で
あ
る
が
、
今
回
の
お
話
で
は
十
分
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
二
）
憲
法
九
条
は
な
ぜ
制
定
さ
れ
た
か
。

さ
て
、
い
ま
九
条
に
は
国
際
的
に
見
て
も
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
条
文
が
採
用
さ
れ

た
の
か
。

あ
る
意
見
に
よ
れ
ば
、
憲
法
全
体
が
占
領
下
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
強
制
さ
れ
た
「
押
し
付
け
憲
法
」
で
あ
り
、
九
条
も
日
本
の
国
力
を
殺
ぐ

た
め
の
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
九
条
の
発
案
者
が
誰
だ
っ
た
の
か
と
い
う
議
論
が
興
味
深
い
。
日
本
国
憲
法
の
原
案
自
体
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
限
れ
ば
押
し
つ
け
憲
法
論
者
が
主
張
す
る
の
も
間
違
い
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
九
条
に
関
し
て

言
え
ば
、
も
と
も
と
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
伝
え
た
の
は
日
本
側
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
憲
法
制
定
作
業
が
始
ま
る
直
前
の
一
九
四
六
年
一
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
面
会
し
た
当
時
の
幣
原
喜
重
郎

首
相
の
発
案
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
幣
原
は
、
外
交
官
出
身
の
政
治
家
で
あ
り
、
戦
前
は
外
務
大
臣
と
し
て
、
国
際
協
調
を
軸
と
す
る
外

交
を
展
開
し
、
軍
部
と
対
立
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
幣
原
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
示
し
、

こ
れ
に
同
意
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
憲
法
草
案
の
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
た
の
だ
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
憲
法
草
案
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
元
に
し
た
日
本
側
の
案
に
も
引
き
継
が
れ
て
九
条
と
し
て
成
立
し
た
の

で
あ
る
。

た
だ
し
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
過
程
で
条
文
の
表
現
に
若
干
の
修
正
が
あ
り
、
そ
れ
が
憲
法
制
定
後
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
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た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
九
条
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
決
し
て
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
押
し
付
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
幣
原
が
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
そ
れ
に
同
意
し
た
と
い
う
の
は
、
単
な
る
そ
の
場
の

思
い
つ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
実
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
戦
前
に

も
不
十
分
な
が
ら
国
際
条
約
な
ど
で
一
部
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
現
実
政
治
的
な
事
情
も
踏
ま
え
て
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
九
条
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
純
粋
な
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
憲
法
制
定
後
わ
ず
か
数
年
に
し
て
転
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
り
、
貧
困
国
か
ら
経
済
大
国
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
日
本
に
対
し
、
湾
岸
戦
争
を
契
機
に
大
き
な
課
題
が
つ
き

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
の
転
機
と
な
る
。
さ
ら
に
、
昨
年
七
月
に
政
府
の
憲
法
解
釈
が
変
更
さ
れ
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
集
団

的
自
衛
権
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
た
憲
法
解
釈
を
前
提
と
す
る
安
全
保
障
法
制
に
関
す
る
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
本
日
未

明
に
成
立
し
た
。
こ
れ
は
第
三
の
転
機
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
し
ば
ら
く
、
こ
の
三
つ
の
転
機
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

（
三
）
最
初
の
転
機
――
自
衛
隊
の
発
足
と
日
米
安
保
条
約

純
粋
な
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
戦
後
初
期
の
政
治
を
担
っ
た
吉
田
茂
首
相
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
た
。
た
だ
、

吉
田
首
相
が
そ
う
し
た
の
は
、
平
和
思
想
を
強
く
支
持
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
よ
り
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日

本
が
早
く
経
済
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
財
政
に
負
担
を
か
け
る
軍
備
を
持
た
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
の
対
立
、
い
わ
ゆ
る
冷
戦
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
日
本
に
対
す
る
政
策
を
変
更
し
た
。

こ
う
し
た
冷
戦
の
激
化
は
早
く
も
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
は
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
日
本
に
再
軍
備
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
九
条
を
盾
に
消
極
姿
勢
を
と
っ
た
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
再
軍
備
に
は
消
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極
的
で
、
日
本
政
府
の
側
に
立
っ
た
。

し
か
し
、
大
き
な
転
機
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
で
あ
る
。
占
領
下
で
日
本
に
駐
留
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

軍
は
、
こ
の
戦
争
の
た
め
に
朝
鮮
半
島
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
日
本
の
防
衛
と
国
内
治
安
に
つ
い
て
空
白
が
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
示
に
よ
っ
て
、
同
じ
一
九
五
〇
年
に
警
察
予
備
隊
が
創
設
さ
れ
た
。

警
察
予
備
隊
は
と
も
か
く
も
警
察
的
な
性
格
の
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
た
が
、
わ
ず
か
四
年
後
の
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
は
自
衛

隊
法
が
制
定
さ
れ
て
自
衛
隊
が
発
足
、
国
内
の
治
安
維
持
だ
け
で
な
く
、
国
防
を
担
う
組
織
で
あ
る
こ
と
が
正
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
当
然
、
自
衛
隊
が
九
条
違
反
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
国
会
や
マ
ス
コ
ミ
、
学
界
等
か
ら
な
さ
れ
た
が
、
政
府
は
こ
の
点
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

政
府
の
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
で
あ
る
。
ま
ず
、
憲
法
は
自
衛
権
を
否
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
衛
権
は
独
立
国
と

し
て
当
然
に
認
め
ら
れ
る
権
利
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
第
二
に
、
九
条
は
自
衛
の
た
め
の
武
力
の
行
使
は
禁
止
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
憲
法
が
禁
止
す
る
の
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
や
武
力
行
使
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
い
う
の
は
、
典
型
的
に
は
、
戦
前
に
お
け
る
満
州
へ
の
進
出
の
よ
う
な
、
権
益
獲
得
を
求
め
て
な
さ
れ
る
侵

略
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
、
他
国
か
ら
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
れ
を
撃
退
す
る
こ
と
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の

戦
争
・
武
力
行
使
に
は
当
た
ら
な
い
。
第
三
に
、
自
衛
隊
は
、
九
条
二
項
の
「
戦
力
」
に
当
た
ら
な
い
。「
戦
力
」
と
は
、
自
衛
の
た
め

に
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
超
え
る
も
の
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
自
衛
隊
は
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
力

に
当
た
ら
な
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
政
府
の
九
条
解
釈
は
、
少
し
ず
つ
改
良
さ
れ
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

以
上
が
自
衛
隊
の
話
で
あ
る
が
、
次
に
安
保
条
約
で
あ
る
。
安
保
条
約
は
、
自
衛
隊
創
設
に
先
立
つ
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
連

合
国
と
の
戦
争
状
態
を
終
結
し
、
日
本
の
独
立
を
回
復
す
る
た
め
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
同
時
に
締
結
さ
れ
た
。
安
保
条
約
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に
よ
っ
て
日
本
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
基
地
を
提
供
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
駐
留
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
へ
の
武

力
行
使
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
日
本
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
た
時
期
に
は
、
警
察
予
備
隊
は
存
在
し
た
も
の
の
、
日
本
の
防
衛
を
担
う
に
は
力
不
足
で
あ
り
、
日
本
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
駐
留
を
認
め
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
安
保
条
約
は
国

民
の
強
い
反
発
を
呼
び
、
各
地
で
米
軍
基
地
反
対
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
。
な
お
、
基
地
反
対
運
動
と
い
う
と
沖
縄
が
想
起
さ
れ
る
が
、

当
時
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
施
政
下
に
あ
っ
た
。
安
保
条
約
締
結
直
後
の
反
基
地
運
動
は
、
本
土
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
砂
川
闘
争
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
京
の
砂
川
町
（
現
立
川
市
）
に
あ
っ
た
立
川
飛
行
場
の
拡
張
工
事
へ
の
反
対
運
動
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
飛
行
場
の
柵
を
一
部
破
壊
し
、
敷
地
内
に
数
メ
ー
ト
ル
立
ち
入
っ
た
こ
と
が
罰
則
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
起
訴
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
安
保
条
約
が
九
条
に
反
す
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
。
一
審
の
東
京
地
裁
（
東
京
地

判
一
九
五
九
年
三
月
三
〇
日
）
は
、
在
日
米
軍
は
九
条
二
項
に
い
う
「
戦
力
」
に
当
た
る
か
ら
違
憲
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
驚
い
た
検
察

側
は
、
高
裁
を
飛
び
越
し
て
直
接
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

最
高
裁
判
決
（
最
大
判
一
九
五
九
年
一
二
月
一
六
日
）
は
、
ま
ず
、
政
府
解
釈
と
同
様
に
、
国
と
し
て
自
衛
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然

で
あ
る
か
ら
、
自
衛
の
た
め
に
他
国
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
九
条
二
項
で
禁
止
さ
れ
る
「
戦
力
」
と
は
、

日
本
が
指
揮
管
理
す
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
外
国
軍
隊
は
「
戦
力
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
安
保
条
約
自
体
の
合

憲
性
に
つ
い
て
は
、
細
か
く
言
う
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
が
、
憲
法
判
断
は
避
け
る
と
言
い
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
九
条
や
前
文
等
の
趣

旨
に
合
致
す
る
と
し
て
、
積
極
的
に
合
憲
性
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
砂
川
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
今
回
の
集
団
的
自
衛
権
を
巡
る
議
論
で
も
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
お
り
、
安
倍
首
相
も
含
め
、

こ
の
判
決
は
集
団
的
自
衛
権
が
合
憲
で
あ
る
根
拠
と
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
で
は
集
団
的
自
衛
権
は
争
点
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
こ
の
判
決
が
そ
の
よ
う
な
根
拠
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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さ
て
、
本
題
に
話
を
戻
す
と
、
一
九
五
一
年
に
締
結
さ
れ
た
安
保
条
約
は
、
一
九
六
〇
年
、
岸
信
介
内
閣
の
も
と
、
よ
り
対
等
性
の
強

い
新
安
保
条
約
に
改
定
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
条
約
自
体
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
実
質
は
こ
の
五
〇
年
余
り

経
っ
て
大
き
く
変
容
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
戦
後
日
本
の
安
全
保
障
体
制
は
、
日
米
安
保
体
制
と
自
衛
隊
が
二
本
柱
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
二
本
柱
の
ど
ち
ら
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
を
中
心
と
す
る
自
主
防
衛
を
重
視
す
べ
き
だ

と
の
主
張
も
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
は
、
日
米
安
保
体
制
が
重
視
さ
れ
、
日
米
の
防
衛
協
力
は
徐
々
に
深
ま
っ
て
行
き
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
、「
日
米
同
盟
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
安
保
法
制
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
が
経
済
成
長
を
遂
げ
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
防
衛
と
は
異
な
り
、
よ
り
広
く
国
際
的
な
平
和
と
安
定
に
対
し

て
日
本
が
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
点
で
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
の
湾
岸
戦
争
で
あ
っ
た
。

（
四
）
第
二
の
転
機
と
し
て
の
湾
岸
戦
争

湾
岸
戦
争
は
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
イ
ラ
ク
が
隣
国
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
こ
と
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
が

こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
軍
事
力
を
投
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
湾
岸
戦
争
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
て
自
衛
隊
の
出
動
を

中
心
と
す
る
人
的
貢
献
を
求
め
た
が
、
日
本
は
憲
法
九
条
と
の
関
係
な
ど
を
理
由
に
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
増
税
ま
で
し
て

合
計
一
三
五
億
ド
ル
（
一
・
八
兆
円
）
と
い
う
極
め
て
多
額
の
経
済
的
な
支
援
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
戦
後
に
ク

ウ
ェ
ー
ト
が
各
国
に
感
謝
の
意
を
示
し
た
際
、
日
本
が
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
国
内
的
に
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
こ
れ
が
ト

ラ
ウ
マ
と
な
り
、
や
は
り
人
的
貢
献
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
治
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

湾
岸
戦
争
の
後
少
し
立
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
長
年
の
内
戦
に
つ
い
て
和
平
が
成
立
し
、
国
連
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
始
ま
っ
た
。
日
本
政
府
は

こ
れ
に
自
衛
隊
を
参
加
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
の
制
定
を
図
っ
た
が
、
野
党
社
会
党
が
牛
歩
戦
術
な
ど
で
激
し
く
抵
抗
し
た
こ
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と
は
記
憶
に
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
は
平
和
維
持
活
動
の
こ
と
で
あ
り
、
軍
事
的
色
彩
の
あ
る
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

選
挙
の
実
施
や
復
興
事
業
へ
の
協
力
な
ど
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
は
結
局
一
九
九
二
年
に
成
立
し
た
が
、
そ
の
定
め
る
活

動
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
自
衛
隊
が
武
力
を
行
使
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
後
、
こ
こ
で
は
内
容
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
一
九
九
七
年
に
は
、
日
米
安
保
条
約
の
も
と
で
よ
り
具
体
的
な
方
針
を
定
め
て
い

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
一
九
九
九
年
に
は
そ
れ
を
法
律
化
す
る
周
辺
事
態
法
が
制
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
テ
ロ
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
や
イ
ラ
ク
攻
撃
に
関
連
し
て
、
テ
ロ
対
策
特

別
措
置
法
（
二
〇
〇
一
年
）
や
イ
ラ
ク
特
別
措
置
法
（
二
〇
〇
三
年
）
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
あ
る
い
は
自
衛
隊
に
は
、
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
と
い
う
任
務
だ
け
で
は

な
く
、
国
際
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
憲
法
九
条
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
お
い
て
武
力
行
使
は
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
戦
闘
中
に
つ
い
て
は
後
方
で
の
物
資
輸
送
等
の
支
援
、
戦
闘
終
結
後
は
復
興
支
援
活
動
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
一

部
は
実
質
的
に
見
て
武
力
行
使
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
っ
た
り
し
て
、
憲
法
九
条
の
政
府
解
釈
と
の
整
合
性
が
厳
し
く

問
わ
れ
て
き
て
い
る
。

（
五
）
第
三
の
転
機
――
安
保
法
制

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
、
安
倍
内
閣
は
政
府
の
九
条
解
釈
の
変
更
を
閣
議
決
定
し
た
。
閣
議
決
定
と
い
う
の
は
、
内
閣
の
正
式
な
意
思

決
定
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
憲
法
九
条
は
、
個
別
的
自
衛
権
に
加
え
、
限
定
的
な
集
団
的
自
衛
権
を
も
容
認
し

て
い
る
と
い
う
解
釈
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
国
会
に
お
い
て
反
対
の
意
見
が
少
な
く
な
い
ほ
か
、
全
国
で
多
数
の
抗
議
集
会

や
デ
モ
が
展
開
さ
れ
、
一
般
国
民
に
も
反
対
の
声
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
憲
法
の
専
門
家
の
圧
倒
的
多
数
（
朝
日
新
聞
が
主
要
な
憲
法

学
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
安
保
法
制
は
一
二
二
名
中
一
〇
四
名
が
違
憲
だ
と
回
答
し
て
い
る
）
も
こ
う
し
た
解
釈
は
違

― 26 ―



憲
の
解
釈
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

何
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
集
団
的
自
衛
権
と
は
何
か
。
自
衛
権
に
は
個
別
的
自
衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
個
別
的
自
衛
権
は
、
自
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
こ
れ
に
反
撃
し
て
武
力
の
行
使
を
行
う
権
利
で
あ
り
、
ま
さ
に
文

字
通
り
の
自
衛
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
集
団
的
自
衛
権
は
、
同
盟
関
係
を
前
提
と
し
て
、
同
盟
関
係
に
あ
る
他
国
（
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
）

に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
つ
い
て
、
直
接
に
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
他
国
（
例
え
ば
日
本
）
が
共
同
し
て
反
撃
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
で
あ

る
。
直
接
に
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
文
字
通
り
の
自
衛
と
は
言
え
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
従
来
の
政
府
の
解
釈
で
は
、
文
字
通
り
の
自
衛
に
つ
い
て
は
最
小
限
度
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
個
別
的
自
衛
権
は
認
め
ら
れ

る
が
、
集
団
的
自
衛
権
は
他
国
に
対
す
る
攻
撃
に
対
す
る
反
撃
で
あ
る
か
ら
九
条
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
政
府
の

解
釈
は
、
何
十
年
間
も
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
き
て
お
り
、
昨
年
七
月
の
閣
議
決
定
は
こ
の
定
着
し
た
解
釈
を
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

具
体
的
に
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
解
釈
で
は
、
次
の
三
点
が
揃
え
ば
、
自
衛
の
た
め
の
武
力
行
使
が
で
き
る
と
さ
れ
て
き
た

（
旧
三
要
件
と
い
う
）。

【
旧
三
要
件
】

①
わ
が
国
に
対
す
る
急
迫
不
正
の
侵
害
が
あ
る
こ
と

②
こ
の
場
合
に
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と

③
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と

他
方
、
昨
年
七
月
の
閣
議
決
定
後
は
、
次
の
三
つ
が
武
力
行
使
の
条
件
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
新
三
要
件
）。
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【
新
三
要
件
】

①
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
こ
と
、
又
は
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ

に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る

こ
と

②
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と

③
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と

こ
れ
を
比
較
す
る
と
、
一
番
違
う
の
は
①
で
あ
り
、
武
力
行
使
が
認
め
ら
れ
る
の
は
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
限
ら

れ
る
と
い
う
の
が
旧
解
釈
で
あ
っ
た
が
、
新
解
釈
で
は
、
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
存
立
が
脅
か

さ
れ
る
等
の
場
合
に
は
武
力
行
使
を
行
う
こ
と
は
憲
法
九
条
が
認
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
解
釈
変
更
や
そ
れ
に
基
づ
く
安
保
法
制
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
点
と
し
て
、
三
点
あ
げ
て
お
く
。
ま

ず
、
こ
の
よ
う
な
九
条
の
解
釈
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
第
二
の
問
題
点
と
し
て
重
要
な
の
は
、
そ
も
そ
も
、
長
年
維
持
さ
れ
定
着
し
て
き
た
従
来
の
政
府
解
釈
を
変
更
し
た
こ
と

の
是
非
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
細
か
く
言
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
る
が
、
最
も
強
い
批
判
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
変
更

が
立
憲
主
義
の
否
定
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
府
の
活
動
を
縛
る
の
が
憲
法
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
の
が
立
憲
主
義
の

考
え
方
で
あ
る
が
、
政
府
が
都
合
の
良
い
よ
う
に
憲
法
の
規
定
を
解
釈
で
き
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
憲
法
に
よ
る
縛
り
は
無
意
味
に
な
っ
て

し
ま
い
、
立
憲
主
義
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
第
三
点
と
し
て
、
仮
に
解
釈
変
更
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
新
三
要
件
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
っ
て
、
武
力
行
使
の
濫
用
を
防

止
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
安
倍
首
相
が
新
三
要
件
に
当
た
り
う
る
例
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
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ズ
海
峡
が
機
雷
で
封
鎖
さ
れ
、
石
油
が
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
言
及
し
た
こ
と
が
気
に
な
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
に
一
定
の
影
響

が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
で
き
る
か
の
よ
う
な
説
明
で
あ
り
、
新
三
要
件
が
非
常
に
ゆ
る
や
か
に
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

三

九
条
の
七
〇
年
を
ど
う
読
む
か

前
半
で
は
、
少
々
長
く
な
っ
た
が
、
九
条
を
め
ぐ
る
戦
後
七
〇
年
間
の
歴
史
を
見
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
後
半
で
は
、
こ
の
歴
史
を
ど

の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
。

冒
頭
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
三
つ
の
考
え
方
を
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、
非
戦
の
思
想
、
同
盟
の
論
理
、
そ
し
て
国
連
に

よ
る
平
和
の
三
つ
で
あ
る
。

（
一
）
非
戦
の
思
想

憲
法
九
条
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
草
の
根
の
市
民
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
戦
争
を
な
く
し
、

平
和
を
実
現
す
る
に
は
、
戦
争
を
放
棄
し
、
軍
備
を
撤
廃
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
衛
隊
に
対
し
て
も
、
ま
る
ご
と
否
定

す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
災
害
救
助
の
た
め
の
組
織
に
衣
替
え
す
べ
き
だ
と
か
い
っ
た
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
こ

れ
を
非
戦
の
思
想
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
現
実
に
日
本
の
周
辺
に
軍
事
大
国
が
存
在
し
、
脅
威
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
非
現
実
的
だ
と
切
っ
て
捨
て
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
思
想
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
古
く
は

二
〇
〇
年
余
り
前
の
一
七
五
九
年
、
哲
学
者
の
カ
ン
ト
が
、
有
名
な
『
永
久
平
和
の
た
め
に
』
と
い
う
著
作
で
、
常
備
軍
の
撤
廃
を
訴
え

て
い
た
。
こ
れ
は
、
常
備
軍
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
か
な
ら
ず
際
限
の
な
い
軍
備
拡
張
に
つ
な
が
り
、
戦
争
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え
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方
に
基
づ
く
も
の
で
、「
日
本
国
憲
法
の
戦
争
放
棄
・
軍
備
撤
廃
と
思
想
的
に
直
結
し
て
い
る
」
と
も
言
わ
れ
る
。

日
本
で
も
非
戦
思
想
は
明
治
半
ば
に
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
の
が
、
ロ
シ
ア
の
作
家
ト
ル
ス
ト
イ
の
非

戦
思
想
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
き
、「
悪
を
も
っ
て
悪
に
抗
す
る
な
か
れ
」
と
い
う

立
場
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
、
戦
争
と
い
う
悪
に
対
抗
す
る
た
め
に
戦
争
と
い
う
悪
の
手
段
を
と
れ
ば
、
自
ら
が
悪
に
陥
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
そ
の
悪
の
反
抗
を
呼
び
起
こ
す
だ
け
で
悪
は
増
長
し
、
永
遠
な
る
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
日
本
の
非
戦
思
想
は
社
会
主
義
と
結
び
つ
け
て
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
政
府
か
ら
の
弾
圧
を
受
け
て
し
ま

う
。
有
名
な
事
件
と
し
て
は
、
日
露
戦
争
中
も
圧
倒
的
な
主
戦
論
に
反
対
し
て
非
戦
論
を
唱
え
て
い
た
幸
徳
秋
水
は
、
一
九
一
〇
年
の
大

逆
事
件
で
逮
捕
、
翌
年
に
は
死
刑
判
決
を
受
け
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
、
戦
前
の
日
本
で
は
非
戦
思
想
の
社
会
的
影
響
力
は
限
ら
れ
た
も

の
に
と
ど
ま
っ
た
。

他
方
、
世
界
の
動
き
を
見
る
と
、
一
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
、
特
に
悲
惨
な
第
一
次
大
戦
の
体
験
の
後
、
国
際
紛
争
を
戦
争
以
外
の
手

段
で
解
決
す
る
た
め
の
国
際
法
上
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
際
に
非
戦
思
想
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
世
紀
末
以
降
の
国
際
法
の
展
開
で
も
っ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
戦
争
の
違
法
化
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
国
際

法
上
、
自
衛
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
そ
れ
以
外
の
目
的
で
あ
ろ
う
が
、
戦
争
は
違
法
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
戦
争
の
違
法
化
に
む
け
た
動
き
と
し
て
重
要
だ
っ
た
の
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
発
足
し
た
国
際
連
盟
（
一
九
一
九
年
）
と
、

一
九
二
八
年
の
不
戦
条
約
で
あ
る
。
国
際
連
盟
規
約
で
は
、
加
盟
国
に
対
し
て
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
義
務
を
定
め
て
い
た
。
た
だ

し
、
平
和
的
解
決
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
戦
争
が
認
め
ら
れ
る
点
で
な
お
不
徹
底
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
不
戦
条
約
で
は
、
国
際
紛

争
を
戦
争
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
違
法
と
し
た
。
こ
れ
は
戦
争
を
原
則
的
に
禁
止
し
た
も
の
と
し
て
画
期
的
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、

不
戦
条
約
も
自
衛
の
た
め
の
戦
争
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
正
式
の
戦
争
で
は
な
い
事
実
上
の
戦
争
に
つ
い
て
も
禁
止
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
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な
お
、
レ
ジ
ュ
メ
に
一
条
の
条
文
を
上
げ
て
い
る
が
、
不
戦
条
約
の
「
国
際
紛
争
を
戦
争
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
」
の
禁
止
と
か
、

自
衛
の
た
め
の
戦
争
は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
文
言
上
の
類
似
点
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
後
の
日
本
国
憲
法
九
条
解
釈
に
も
影

響
し
て
い
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
不
戦
条
約
は
日
本
も
含
む
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
が
参
加
し
、
戦
争
が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル

が
国
際
法
上
確
立
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ル
ー
ル
を
実
際
に
守
ら
せ
る
た
め
の
仕
組
み
は
全
く
不
十

分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
日
本
が
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
な
ど
を
自
衛
権
の
発
動
で
あ
る
と
主
張
し
た
際
に
も
、
そ
れ
が
不

当
な
解
釈
で
あ
る
と
し
て
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
が
満
州
「
事
変
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
た
の
は
、

正
式
の
戦
争
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
満
州
事
変
に
言
及
し
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ
っ
て
再
び
戦
争

の
危
機
が
迫
っ
て
来
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
の
が

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
対
抗
し
て
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
で
人
民
戦
線
政
府
が
誕
生
し
た
が
、
そ
の
立
役

者
と
な
っ
た
の
が
、
国
際
的
な
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
反
戦
主
義
団
体
で
あ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
プ
レ
イ
エ
ル
委
員
会
で
あ
り
、
そ
の
中
心

人
物
の
一
人
が
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
前
に
も
非
戦
思
想
に
導
か
れ
た
国
際
法
の
展
開
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
第
二
次
世
界
大
戦

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
国
連
は
、
戦
争
違
法
化
と
い
う
戦
前
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
集
団

安
全
保
障
体
制
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
効
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
国
憲
法
九
条
は
、
日
本
の
安
全
を
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
に
委
ね
る
こ
と
を
前
提
に
、
さ
ら
に
軍
備
を
撤
廃
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
非
戦
思
想
を
突
き
詰
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
制
定
の
際
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
責
任
者
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
長
コ
ー
ト
ニ
ー
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
、
九
条
は
恒
久
的
平
和
へ
の
動
き
に
つ
い
て
、
日
本
が
世
界
に
対
し
て
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道
徳
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

少
な
く
と
も
日
本
国
憲
法
制
定
当
初
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
九
条
を
読
む
際
の
も
っ
と
も
素
直
な
読
み
方
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
主
流
派
の
憲
法
学
や
、
五
五
年
体
制
下
で
の
革
新
政
党
つ
ま
り
社
会
党
、
さ
ら
に
は
草
の
根
の
平
和

運
動
を
担
っ
た
市
民
た
ち
が
共
有
し
て
い
た
自
衛
隊
は
違
憲
だ
と
い
う
考
え
方
、
さ
ら
に
は
日
米
安
保
条
約
が
日
本
を
戦
争
に
巻
き
込
む

も
の
で
違
憲
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
う
し
た
非
戦
思
想
の
到
達
点
と
し
て
の
九
条
の
読
み
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
今
回
の
安
保
法
案
に
反
対
し
て
大
規
模
な
デ
モ
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
今
日
の
日

本
で
も
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
先
日
朝
日
新
聞
が
主
な
憲
法
学
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
現
在
の
自
衛
隊

に
つ
い
て
、
一
二
二
名
中
五
〇
名
が
違
憲
、
二
七
名
が
違
憲
の
疑
い
あ
り
と
し
て
い
る
（
合
計
六
三
％
）。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
大
き
く
違
う
九
条
の
読
み
方
も
な
さ
れ
て
き
た
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
お
話
す
る
。

（
二
）
現
実
主
義
の
論
理

い
ま
、
九
条
は
軍
備
の
撤
廃
ま
で
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
戦
思
想
を
突
き
詰
め
た
も
の
だ
と
い
う
捉
え
方
を
紹
介
し
た
が
、
し
か
し
、

こ
れ
は
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
集
団
安
全
保
障
体
制
は
、
加
盟
国
の
ど
こ
か

が
他
国
に
侵
略
を
し
た
場
合
に
は
、
国
連
が
武
力
で
対
抗
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
戦
争
と
い
う
か
は
と
も
か
く
、
武
力
行
使
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
国
憲
法
を
国
連
憲
章
と
セ
ッ
ト
で
考
え
れ
ば
、
九
条
が
非
戦
思
想
を
徹
底
し
た
も
の
だ
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九
条
が
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
に
よ
る
平
和
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
に
は
疑
い
は
な
い
が
、
周
知
の
通
り
、
こ
の

体
制
は
国
連
憲
章
が
想
定
し
て
い
た
よ
う
に
は
機
能
し
な
か
っ
た
。
冷
戦
の
も
と
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
い
う
二
つ
の
超
大
国
を
中

心
と
す
る
勢
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
世
界
規
模
で
の
戦
争
が
抑
止
さ
れ
て
き
た
。
国
際
政
治
に
関
す
る
現
実
主
義
的
な
見
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方
の
一
つ
と
し
て
、
勢
力
均
衡
や
同
盟
に
よ
っ
て
戦
争
を
抑
止
し
、
平
和
を
維
持
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

戦
後
ほ
と
ん
ど
一
貫
し
て
政
権
を
担
っ
て
き
た
自
民
党
を
始
め
と
す
る
保
守
政
党
は
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
が
機
能
不
全
に

陥
っ
て
い
る
中
、
こ
う
し
た
現
実
主
義
に
基
づ
い
た
安
全
保
障
政
策
を
採
用
し
た
。
そ
れ
が
、
日
米
安
保
体
制
と
自
衛
隊
を
軸
と
す
る
安

全
保
障
政
策
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
府
は
、
九
条
に
つ
い
て
も
そ
れ
に
基
づ
い
た
解
釈
を
採
用
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
九
条
解
釈
は
、
先
程
も
触
れ
た
が
、
政
府
解
釈
を
簡
単
に
繰
り
返
す
と
、
九
条
は
自
衛
権
を
否
定
し
な
い
の
で
、
自
衛
の
た

め
の
最
小
限
度
の
武
力
行
使
は
禁
止
さ
れ
ず
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
実
力
組
織
を
持
つ
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て
は
最
高
裁
が
、
外
国
軍
隊
の
駐
留
は
九
条
の
射
程
外
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
九
条
が
今
し
が
た
触
れ
た
よ
う
な
非
戦
を
突
き
詰
め
た
も
の
と
い
う
解
釈
し
か
許
さ
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
政
府
解
釈
が
九
条
を
ね
じ
曲
げ
た
も
の
と
し
か
言
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
憲
法
の
制
定
経
緯
を
見
る
と
、
話
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。

ポ
イ
ン
ト
の
み
述
べ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
九
条
の
大
本
と
な
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
示
に
は
、
自
衛
戦
争
も

含
め
て
戦
争
は
放
棄
す
る
こ
と
が
明
示
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
成
立
し
た
九
条
に
は
、
こ
の
旨
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
九
条
一
項
の
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
放
棄
と
い
う
文
言
は
、
不
戦
条
約
と
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不

戦
条
約
は
自
衛
戦
争
を
禁
止
し
て
い
な
い
。

第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
芦
田
修
正
と
文
民
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
テ
ク
ニ
カ
ル
に
な
る
が
、
一
応
説
明
し
て
お
く
と
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
芦
田
修
正
と
は
、
議
会
で
の
憲
法
案
の
審
議
の
際
に
、
後
の
首
相
で
あ
る
芦
田
均
の
提
案
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
文
言

（
資
料
下
線
部
）
で
あ
り
、
特
に
、
二
項
の
冒
頭
に
「
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
」
と
い
う
文
言
を
入
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

二
項
は
、
自
衛
で
は
な
い
侵
略
戦
争
を
放
棄
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
戦
力
を
放
棄
す
る
と
い
う
意
味
に
も
読
め
る
。
裏
返
す
と
、
自

衛
の
た
め
の
戦
力
は
許
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
政
府
解
釈
は
こ
の
解
釈
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
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こ
う
し
た
解
釈
を
前
提
に
、
い
わ
ゆ
る
文
民
条
項
が
挿
入
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
六
六
条
二
項
で
あ
り
、「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国

務
大
臣
は
、
文
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
芦
田
修
正
に
よ
っ
て
将
来
の
再
軍
備
の
可
能
性
が
出
て
き

た
こ
と
を
前
提
に
、
戦
前
の
よ
う
に
軍
人
が
大
臣
に
就
任
し
て
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
言

わ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
日
本
国
憲
法
の
前
文
や
九
条
そ
の
も
の
を
み
る
と
、
非
戦
思
想
の
徹
底
化
と
い
う
考
え
方
が
強
く
出
て
は
い
る

の
は
確
か
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
国
連
憲
章
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
違
う
捉
え
方
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
自
体
の
解
釈
に
つ
い
て

も
、
今
述
べ
た
よ
う
な
自
衛
戦
争
は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
顔
を
出
し
て
お
り
、
憲
法
制
定
時
の
理
解
は
完
全
に
一
枚
岩
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
政
府
解
釈
の
よ
う
に
、
自
衛
の
た
め
の
最
小
限
度
の
実
力
組
織
を
保
有
し
、
自
衛
の
た
め
の
最
小
限
度
の
武
力
行
使
は

九
条
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
不
可
能
な
解
釈
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
日
米
安
保
条
約
体
制
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
最
高
裁
の
砂
川
事
件
判
決
は
、
九
条
が
禁
止
し
て
い
る
の
は
日
本
が
保
有

す
る
軍
備
で
あ
る
か
ら
、
外
国
軍
隊
の
駐
留
は
九
条
の
禁
止
の
射
程
外
で
あ
る
と
割
り
切
っ
た
考
え
方
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
自
衛
隊
を

違
憲
だ
と
考
え
る
立
場
で
あ
っ
て
も
、
日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て
は
合
憲
だ
と
考
え
る
傾
向
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
軍
は
日

本
の
意
思
に
よ
っ
て
駐
留
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
問
題
は
簡
単
で
は
な
い
。
自
分
で
軍
を
持
つ
の
は
駄
目
だ
が
、
他
国
の
軍
に

駐
留
し
て
も
ら
う
の
は
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
簡
単
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

を
考
え
れ
ば
、
非
戦
の
思
想
か
ら
は
日
米
安
保
体
制
も
違
憲
だ
と
考
え
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
九
条
の
核
心
は
日
本
が
軍
を
十
分
に
統
制
で
き
ず
に
侵
略
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
戦
前
の
反
省
を
踏
ま
え
、
再
び
他
国
を
侵
略
し

な
い
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
米
軍
の
駐
留
を
認
め
る
こ
と
は
九
条
の
射
程
外
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
日
米
安
保
体
制
も
合

憲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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四

お
わ
り
に

今
の
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
国
憲
法
そ
の
も
の
の
解
釈
と
し
て
は
、
非
戦
す
な
わ
ち
、
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
と
い
う
考
え
方
と
読
む
の

が
も
っ
と
も
素
直
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
国
連
憲
章
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
非
戦
思
想
を
徹
底
し
た
も
の
と
は
い

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
が
機
能
し
て
い
な
い
現
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
実
主
義
の
論
理
に
即
し
て
、
自
衛
の
た
め
の
最

小
限
度
の
実
力
組
織
を
保
有
し
、
自
衛
の
た
め
の
最
小
限
度
の
武
力
行
使
は
九
条
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
不
可
能
な
解

釈
で
は
な
い
こ
と
も
述
べ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
、
自
衛
の
た
め
の
最
小
限
度
の
実
力
組
織
、
あ
る
い
は
自
衛
の
た
め
の
最
小
限
度
の
武
力
行
使
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
の
も
の
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
を
予
め
固
定
的
に
示
す
こ
と
は
困

難
で
、
結
局
、
国
際
情
勢
を
見
な
が
ら
、
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
国
民
的
な
議
論
に
よ
っ
て
決
め
て
い
く
ほ
か
な
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
三
点
あ
げ
て
お
き
た
い
。

一
点
目
は
、
国
民
的
議
論
の
質
で
あ
る
。
こ
れ
は
安
全
保
障
問
題
だ
け
で
な
く
、
年
金
制
度
と
か
教
育
制
度
の
よ
う
な
国
民
全
体
に
広

く
深
く
関
わ
る
国
民
的
な
政
策
論
議
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
十
分
な
情
報
を
踏
ま
え
、
専
門
家
の
力
も
借
り
つ
つ
、
国
会
内
外
で
真

摯
な
議
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
今
回
の
安
保
法
案
は
政
府
の
憲
法
解
釈
の
変
更
が
起
点
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
っ
た
。

二
点
目
は
、
自
衛
隊
の
統
制
の
問
題
で
あ
る
。
戦
前
の
軍
の
暴
走
の
反
省
を
踏
ま
え
れ
ば
、
自
衛
隊
の
活
動
を
政
府
、
さ
ら
に
は
国
会

が
十
分
に
統
制
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
自
衛
隊
の
活
動
範
囲
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
強
く
当
て
は
ま
る
。

し
か
し
、
国
会
の
統
制
能
力
は
十
分
な
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
点
目
は
、
一
点
目
、
二
点
目
を
通
し
て
結
局
、
最
終
的
な
責
任
は
国
民
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
、
前
文
に
つ
い
て
、
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「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を

宣
言
」
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
政
府
の
暴
走
に
よ
っ
て
戦
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
国
民
主

権
つ
ま
り
民
主
主
義
を
宣
言
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
触
れ
た
。
戦
前
の
日
本
は
無
謀
な
侵
略
戦
争
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
も

と
で
の
国
民
は
独
裁
制
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
統
制
が
な
さ
れ
た
り
、
少
数
意
見
が
弾
圧
さ
れ
る
な
ど
し

て
情
報
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
国
民
は
、
対
外
的
な
拡
大
を
熱
狂
的
に
支
持
し
煽
っ
た
側
面
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
最
終
的
に
は
国
民
に
判
断
の
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
よ
う
な
表
現
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
な
ど

に
つ
い
て
は
、
普
段
か
ら
警
戒
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
局
、
こ
の
問
題
は
最
終
的
に
は
市
民
社
会
の
力
量
が
試
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
示
唆
的
な
こ
と
を
お
話
し
て
終
わ
り
た
い
。
第
二
次
大

戦
は
、
自
由
主
義
陣
営
と
全
体
主
義
陣
営
と
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
日
本
や
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
、
全
体
主
義
に
向
か
う
流
れ
に
抗
し
き

れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
英
米
仏
な
ど
は
自
由
主
義
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
、
地
理
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
い
ア
メ
リ
カ
や
島
国

イ
ギ
リ
ス
は
さ
て
お
き
、
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
中
心
に
あ
り
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
な
隣
国
の
影
響
で
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
脅
威
は
大
き
か
っ
た
中
、
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が
ら
も
何
と
か
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
結
局
、
市
民
社
会
の
力
量
に
差
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
代
、
軍
靴
の
足
音
が
聞
こ
え
る
中
で
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
反
戦
活
動
を
国
際
的
に
展
開
し
た
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
の
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
、
こ
の
種
の
運
動
が
弾
圧
さ
れ
、
沈
黙
を
強
い
ら
れ
て
し
ま
っ
た
戦
前
日
本
の
市
民
社
会
と
の

違
い
は
大
き
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
京
都
大
学
教
授
・
憲
法
学
）
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ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
愛
弟
子

――
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝

プ
リ

植

松

晃

一

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
唯
一
、
自
ら
の
「
愛
弟
子
」
と
呼
ん
だ
人

に
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝

プ
リ
が
い
る
。
私
は
昨
年
、
ジ
ャ
ン
の

弟
で
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
サ
ン＝
プ
リ
の
孫
に
当
た
る
人
物
か

ら
、
ロ
ラ
ン
が
サ
ン＝

プ
リ
家
に
宛
て
た
手
紙
を
六
通
、
譲
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
三
通
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ロ

ラ
ン
と
ジ
ャ
ン
の
交
流
の
一
端
を
振
り
返
り
た
い
。

書
簡
①

一
九
一
九
年
二
月
二
七
日
付
（
写
真
Ⅰ
）

ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝

プ
リ
は
一
九
一
九
年
二
月
一
八
日
、

二
二
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。
死
因
は
当
時
、
欧
州
各
地
で
猛

威
を
振
る
っ
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
だ
と
見
ら
れ

る
。
本
書
簡
は
ジ
ャ
ン
の
母
と
弟
ピ
エ
ー
ル
に
宛
て
た
慰
め
の
手

紙
で
あ
る
。
み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
』
の
第
三
八

巻
に
山
口
三
夫
訳
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

親
愛
な
夫
人
、
親
し
い
ピ
エ
ー
ル

あ
な
た
た
ち
の
お
手
紙
に
深
く
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

――
そ
う
で
す
、
ジ
ャ
ン
へ
の
愛
情
は
こ
れ
以
後
、
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
絆
で
す
！

わ
た
し
は
わ
た
し
の
内
面
生
活

に
お
い
て
親
愛
な
か
わ
い
い
道
づ
れ
に
場
所
を
保
つ
で
し
ょ

う
（
中
略
）

あ
な
た
は
ひ
じ
ょ
う
に
悲
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
親
愛

な
夫
人
、
し
か
し
ま
た
こ
の
知
性
、
英
雄
精
神
、
情
愛
の
純

粋
な
光
が
あ
な
た
か
ら
出
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
ら
れ
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る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
わ
た
し
た
ち
の
間
に
現

わ
れ
た
の
が
い
か
に
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
光

は
わ
た
し
た
ち
の
な
か
に
優
し
さ
を
、
宗
教
的
な
明
る
さ
を

残
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
わ
た
し
の
敬
意
に
み
ち
た
心
か
ら
の
友
情
を
お
信

じ
く
だ
さ
い
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

１ン

ジ
ャ
ン
は
一
八
九
六
年
生
ま
れ
。
弟
の
ピ
エ
ー
ル
は
一
九
〇
一

年
に
生
ま
れ
た
。
サ
ン＝

プ
リ
家
は
南
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
貴
族
で
、

兄
弟
の
父
親
は
セ
ー
ヌ
州
の
裁
判
長
次
席
を
務
め
て
い
た
。
母
方

の
祖
父
は
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
を
解
決
に
導
い
た
エ
ミ
ー
ル
・
ル
ー

ベ
元
大
統
領
で
あ
る
。
母
親
は
熱
心
な
平
和
主
義
者
で
、
後
に
ロ

ラ
ン
の
妹
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
と
平
和
運
動
に
参
加
し
た
。

ジ
ャ
ン
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
哲
学
科
を
卒
業
し
た
英
才
だ
っ

た
が
、
彼
の
素
朴
な
人
間
信
頼
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
裏
切

ら
れ
る
。
ジ
ャ
ン
は
知
人
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
八
歳
に
な
る
ま
で
（
＊
つ
ま
り
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発

写真Ⅰ １９１９年２月２７日付
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ま
で
）、
ぼ
く
の
人
生
は
、
人
間
へ
の
限
り
な
く
広
い
、
全

面
的
な
信
頼
が
放
つ
大
光
明
に
包
ま
れ
て
、
輝
か
し
く
上
昇

し
て
い
っ
た
の
で
す
。
ぼ
く
は
人
間
の
友
愛
を
信
じ
、
真
理

を
信
じ
、
人
生
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
世
界
が
ぼ
く
に
は
、

そ
の
進
化
の
目
標
ま
ぢ
か
ま
で
来
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
い

た
の
で
す
（
中
略
）

現
実
は
、
あ
の
苛
烈
な
平
手
打
ち
で
ぼ
く
に
答
え
ま
し
た
、

――
戦
争
で
も
っ
て
。
な
に
も
か
も
崩
れ
去
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
一
朝
に
し
て
、
も
う
な
に
ご
と
も
信
じ
な
く
な
っ
た
の

で
す
。〈
真
理
〉〈
革
命
〉〈
理
想
主
義
〉
――
嘘
だ
、
嘘
だ
、

嘘
だ
！

人
間
の
生
命
を
救
い
え
な
い
も
の
は
、
卑
怯
な
人

間
が
現
実
を
見
な
い
で
す
む
よ
う
に
で
っ
ち
あ
げ
た
致
命
的

な
虚
偽
に
す
ぎ
ず
、
愚
弄
、
幻
想
に
す
ぎ
な
い
と
思
え
た
の

で
す
。
現
実
と
は
も
は
や
ぼ
く
に
と
っ
て
、
人
間
の
苦
悩
、

人
間
の
死
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

２た
」

人
殺
し
を
正
当
化
す
る
嘘
と
腐
敗
の
け
が
ら
わ
し
さ
に
、
純
潔

な
ジ
ャ
ン
の
魂
は
窒
息
し
そ
う
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
欺
瞞
が
当

然
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
社
会
に
あ
っ
て
、
ジ
ャ

ン
は
孤
立
感
か
ら
逃
れ
、
折
れ
そ
う
な
心
の
支
え
を
求
め
る
よ
う

に
、
愛
読
し
て
い
た
『
ジ
ャ
ン＝

ク
リ
ス
ト
フ
』
の
作
者
で
あ
る

ロ
ラ
ン
を
訪
ね
る
こ
と
を
思
い
つ
く
。
一
九
一
七
年
八
月
、
ジ
ャ

ン
は
紹
介
者
も
立
て
ず
ロ
ラ
ン
に
手
紙
を
書
き
、
ス
イ
ス
・
レ
マ

ン
湖
畔
の
ロ
ラ
ン
家
を
訪
ね
た
。

欧
州
の
調
和
を
訴
え
、「
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
の
ほ
と
ん
ど
全
部

が
一
致
し
て
ド
イ
ツ
は
憎
い
と
い
う
こ
と
で
神
様
に
祈
っ
て
い
る

と
き
に
戦
争
に
反
対
し

３た
」（
加
藤
周
一
）
ロ
ラ
ン
に
は
敵
が
多

か
っ
た
。「
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
へ
の
公
開
状
」「
戦
い

を
超
え
て
」
な
ど
、
一
連
の
論
説
で
世
の
中
が
聞
き
た
が
ら
な
い

戦
争
の
本
質
を
突
い
た
ロ
ラ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
祖
国
の
敵
と
し

て
憎
ま
れ
、
叩
か
れ
、
裁
か
れ
た
。「
ロ
ラ
ン
を
祖
国
の
裏
切
り

者
と
す
る
見
方
は
、
世
論
の
一
部
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

か
っ

４た
」
と
、
仏
文
学
者
の
村
上
光
彦
は
述
べ
て
い
る
。
ロ
ラ
ン

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
過
ち
を
犯
し
た
人
々
が
そ
の
た
め

に
誇
り
に
固
執
し
、
彼
ら
の
誤
り
を
彼
ら
に
悟
ら
せ
よ
う
と
努
め

る
者
を
怨

５む
」
も
の
な
の
だ
。

身
の
危
険
を
感
じ
る
瞬
間
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
ラ
ン
は

― 39 ―



友
人
の
Ｐ
・
Ｊ
・
ジ
ュ
ー
ヴ
へ
の
手
紙
に
こ
う
綴
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
明
日
に
も
駆
り
立
て
ら
れ
、
絞
め
殺
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
を
す
べ
て
真
正
面
か
ら

見
つ
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
身
慄
い
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
く
と
も
（
か
ら
だ
は
、
打
た
れ
た
動
物
の
よ
う
に
身
慄
い

す
る
で
し
ょ
う
が
）、
せ
め
て
精
神
の
前
進
は
何
事
に
よ
っ
て

制
止
さ
れ
て
も
、
乱
さ
れ
て
も
な
り
ま
せ
ん
。
明
日
死
ん
で

も
よ
い
と
い
う
覚
悟
で
毎
日
を
生
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

同
時
に
、
永
久
に
死
ん
で
は
な
ら
な
い
か
の
よ
う
に
生
き
る

の
で
す
（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
は
「
人
間
」
の
名
誉
の
た
め
に
、

断
固
と
し
て
立
ち
ま
し
ょ
う

６！
」（
一
九
一
六
年
七
月
一
日
付
）

た
だ
戦
争
に
反
対
し
た
だ
け
で
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
罪
を

犯
し
た
か
の
よ
う
に
、
身
近
な
人
々
か
ら
さ
え
敵
意
と
憎
悪
を
向

け
ら
れ
る
。
そ
の
辛
さ
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
だ
ろ
う
。

戦
争
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
は
、
直
接
的
に
人
間
の
生
命
を
奪
い
、

奪
わ
れ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。「
正
義
」
や
「
平
和
」
の
旗
の

も
と
、
多
く
の
人
々
が
自
覚
の
な
い
ま
ま
憎
し
み
や
欺
瞞
に
生
命

を
蝕
ま
れ
、
生
き
な
が
ら
人
間
性
を
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

そ
の
毒
気
は
感
染
力
が
強
く
、「
窓
か
ら
、
戸
の
隙
間
か
ら
、
印

刷
し
た
紙
か
ら
、
大
気
か
ら
、
思
惟
か
ら
し
の
び
こ
む
の
だ
。
い

ち
ば
ん
敏
感
な
人
々
は
何
も
見
な
い
う
ち
に
、
何
も
読
ま
な
い
う

ち
に
、
町
に
入
っ
た
だ
け
で
そ
れ
を
吸
い
込
む
。
人
に
よ
っ
て
は
、

い
ち
ど
だ
け
、
通
り
す
が
り
に
、
触
っ
た
だ
け
で
十
分
で
あ

７る
」

（『
ク
レ
ラ
ン
ボ
ー
』）。
目
の
前
の
事
実
を
正
視
・
思
考
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
引
き
起
こ
す
こ
の
病
は
、

現
代
に
到
る
ま
で
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。「
お
お
、
狂
気
の
人

類
！

い
つ
も
絶
対
に
た
い
す
る
こ
う
し
た
信
仰
が
あ
り
、
そ
れ

は
同
じ
陶
酔
に
、
し
か
し
同
じ
不
幸
に
、
国
家
間
の
戦
争
の
狂
人

ど
も
、
階
級
戦
の
狂
人
ど
も
、
そ
し
て
平
和
の
狂
人
ど
も
を
み
ち

び
く
の
だ

８！
」（
同
書
）

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
ロ
ラ
ン
は
未
知
の
若
者
を
受
け
入
れ
て

語
り
合
う
。
初
め
て
の
出
会
い
は
、
互
い
に
深
い
印
象
を
与
え
た
。

ジ
ャ
ン
の
弟
ピ
エ
ー
ル
は
、
二
人
の
出
会
い
を
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。
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「《
わ
た
し
は
こ
の
若
い
青
年
に
自
分
の
姿
を
再
び
見
た
》

と
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
『
戦
時
の
日
記
』
に
書
き
と
め
る
。

《
彼
の
寛
大
な
熱
烈
さ
は
わ
た
し
を
よ
ろ
こ
ば
せ
ま
た
苦
し

め
る
、
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
に
二
〇
歳
の
こ
ろ
の
わ
た
し
の

幻
想
、
わ
た
し
の
苦
悩
を
思
い
出
さ
せ
る
か
ら
で
あ
り
、
わ

た
し
は
彼
に
免
じ
て
や
り
た
い
多
く
の
試
練
を
予
見
す

る
。》ジ

ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝
プ
リ
の
ほ
う
で
も
、
ル
ー
ズ
リ
ー

フ
に
書
き
と
め
る
――

《
ぼ
く
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
、
混
乱
し
た
ま
ま
、
自
分

の
す
べ
て
の
苦
し
み
、
フ
ラ
ン
ス
を
締
め
つ
け
て
い
た
あ
ら

ゆ
る
圧
迫
、
人
び
と
が
埋
没
さ
せ
ら
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
虚

偽
…
…
を
語
っ
た
。
彼
は
よ
く
聴
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら

今
度
は
彼
が
な
お
も
希
望
す
る
あ
ら
ゆ
る
理
由
を
語
っ
た

――
（
後
略
）》（
中
略
）

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
そ
ば
で
、
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝

プ

リ
は
生
き
る
希
望
と
意
欲
を
再
び
見
出
す
――
二
〇
歳
の
時

に
は
、
こ
の
上
な
く
絶
望
し
て
い
る
者
が
自
分
は
す
っ
か
り

死
ん
だ
の
で
は
な
い
と
感
じ
る
た
め
に
は
、
細
い
一
束
の
光

が
日
々
の
夜
を
射
し
貫
く
だ
け
で
充
分
な
の
だ
！

彼
は
再

び
歓
び
を
見
出
し
、
彼
が
ス
イ
ス
か
ら
帰
っ
た
と
き
顔
の
上

に
は
全
く
新
し
い
歓
び
が
輝
い
て
い

９た
」

ジ
ャ
ン
の
女
友
達
が
彼
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
ス
イ
ス
に
い

る
ロ
ラ
ン
た
ち
の
こ
と
を
「
情
熱
と
愛
の
学
派
」
と
呼
ん
で
い
た

（
写
真
Ⅱ
）。
ジ
ャ
ン
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
彼
は
新
た
な
決
意
を
込
め
て
ロ
ラ
ン
に
書
く
。「
わ
た

し
は
気
狂
い
た
ち
の
あ
い
だ
で
無
関
心
で
い
ら
れ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
来
た
の
で
し
た
。
で
も
そ
の
夢
（
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）
は
一

時
的
な
も
の
で
し

１０た
」「
世
界
的
破
産
の
前
に
、
人
び
と
は
永
遠

に
一
体
と
な
る
ほ
か
あ
り
ま
せ

１１ん
」

ピ
エ
ー
ル
と
共
に
ア
ン
リ
四
世
校
に
学
び
、
ジ
ャ
ン
と
も
親
交

の
あ
っ
た
仏
文
学
者
の
小
牧
近
江
は
、
当
時
の
パ
リ
の
様
子
に
つ

い
て
、「
一
九
一
六
年
頃
か
ら
、
片
々
た
る
小
雑
誌
が
数
多
く
発

行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
反
戦
思
想
の
内
容
を

盛
っ
た
も
の
で
し
た
。
ぜ
ん
ぶ
で
三
六
を
数
え
る
種
類
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
な
り
、
小
な
り
ロ
ラ
ン
の
〝
争
い
の
上
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に
あ
れ
〞
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
す
（
中
略
）
私
は
、
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
発
行
の
『
ド
マ
ン
』（『
明
日
』）
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
ア
ン
リ
・

ギ
ル
ボ
ー
編
集
の
反
戦
雑
誌
で
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
ラ
ッ
セ
ル
、

ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
な
ど
が
執
筆
し
て
い
ま
し

１２た
」
と
伝
え
て

い
る
。

ジ
ャ
ン
は
ロ
ラ
ン
の
勧
め
で
、
そ
の
『
ド
マ
ン
』
誌
に
寄
稿
す

る
よ
う
に
な
る
（
写
真
Ⅲ
）。
同
誌
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
彼
の
論

説
「
フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
に
つ
い
て
」
に
は
こ
う
あ
る
。

「
政
治
家
も
知
識
人
も
我
が
身
の
保
身
だ
け
か
ら
戦
争
に

反
対
し
な
い
の
だ
。
呪
わ
れ
た
政
治
家
、
知
識
人
よ
、
彼
等

は
利
権
屋
で
、
嘘
つ
き
だ
。
人
民
は
ま
だ
、
女
優
や
営
利
や

え
せ
科
学
に
汚
れ
て
は
い
な
い
。
人
民
は
新
鮮
な
空
気
を
求

め
て
い
る
。
人
民
諸
君
、
君
た
ち
自
身
の
手
で
、
こ
の
支
配

に
終
止
符
を
打
て
。
月
給
取
り
の
学
者
な
ど
に
、
自
分
の
行

動
理
論
を
た
ず
ね
た
り
す
る
な
。
全
身
全
霊
を
あ
げ
て
行
動

し
、
考
え
る
の

１３だ
」

青
年
ら
し
い
、
ム
チ
の
よ
う
な
言
葉
が
並
ぶ
。
ジ
ャ
ン
は
そ
の

写真Ⅱ 女友達（Jeanne Daste）がジャンに送った手紙（１９１７年９月６日付）
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後
も
同
誌
に
詩
や
論
説
を
発
表
し
、
若
手
の
反
戦
活
動
家
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
く
。

時
代
の
混
迷
を
打
ち
破
る
た
め
に
は
、「
揺
る
が
し
が
た
い
善

へ
の
意
志
を
こ
れ
に
立
ち
向
か
わ
せ
る
こ

１４と
」
が
必
要
だ
と
ジ
ャ

ン
は
言
う
。
彼
は
ロ
ラ
ン
の
友
人
マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
チ
ネ
ら
と
雑

誌
を
創
刊
す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
。
あ
ま
り
に

過
激
で
性
急
な
発
言
を
憂
慮
し
た
祖
父
（
ル
ー
ベ
元
大
統
領
）
が
、

活
動
を
控
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
で
一
〇
月
革
命
が
成
功
す
る
と
、
ジ
ャ
ン
の
行
動
は
ま

す
ま
す
戦
闘
的
に
な
り
、
政
府
の
監
視
を
逃
れ
る
た
め
地
下
に
潜

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
燃
え
る
よ
う
な
魂
は
、

決
し
て
強
く
は
な
い
身
体
を
焼
き
尽
く
そ
う
と
し
て
い
た
。
当
時

の
ジ
ャ
ン
に
会
っ
た
小
牧
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
次
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。

「
思
い
な
し
か
、
ジ
ャ
ン
の
顔
が
ひ
ど
く
青
白
か
っ
た
。

そ
し
て
、
や
つ
れ
て
い
た
。
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
に
思
え
て
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
み
と
め
た
の
か
、
ジ
ャ
ン
は
笑
顔
を

つ
く
っ
て
い
っ
た
。

写真Ⅲ ロランやジャンが寄稿した『ドマン』誌
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「
な
あ
に
風
邪
だ
よ
。」

そ
の
こ
ろ
悪
性
感
冒
が
流
行
し
は
じ
め
て
い

１５た
」

一
九
一
九
年
二
月
の
凍
え
る
よ
う
な
晩
、
無
理
を
お
し
て
参
加

し
た
社
会
主
義
学
生
た
ち
の
集
会
か
ら
帰
る
と
、
ジ
ャ
ン
は
高
い

熱
に
浮
か
さ
れ
て
床
に
伏
せ
、
一
〇
日
も
経
た
ず
に
逝
っ
た
。
享

年
二
二
歳
。
空
高
く
舞
い
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た
若
鷲
は
、
病
魔

に
よ
り
唐
突
に
羽
を
折
ら
れ
た
。

最
後
の
数
日
の
様
子
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
の
母
は
ロ
ラ
ン
に
伝

え
て
い
る
。

「
最
後
の
数
日
、
彼
は
私
に
、
ま
た
し
て
も
あ
な
た
の
こ

と
を
話
す
の
で
し
た
。
彼
は
私
に
申
し
ま
し
た
、「
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
が
い
ま
僕
に
手
紙
を
下
さ
ら
な
く
て
も
僕
は
そ
の
ほ

う
が
い
い
ん
で
す
。
だ
っ
て
僕
は
返
事
が
書
け
な
い
で
し
ょ

う
、
病
気
が
ひ
ど
す
ぎ
て
」。
そ
し
て
い
つ
も
、
あ
な
た
に

ふ
た
た
び
お
目
に
か
か
り
た
い
と
い
う
彼
の
夢
。
…
…
今
で

は
、
あ
な
た
の
ほ
う
へ
心
を
馳
せ
て
お
り
ま
す
の
は
、
悲
し

み
悶
え
て
い
る
一
人
の
母
親
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
慰

め
と
い
う
も
の
が
一
つ
で
も
あ
り
え
ま
す
な
ら
ば
、
あ
の
子

に
対
す
る
あ
な
た
の
温
か
い
ご
理
解
こ
そ
は
、
私
の
こ
よ
な

き
慰
め
で
ご
ざ
い
ま

１６す
」

ロ
ラ
ン
は
愛
弟
子
を
喪
っ
た
悲
し
み
を
日
記
等
に
綴
っ
て
い
る
。

「
今
年
（
＊
一
九
一
九
年
）
と
い
う
死
の
年
は
ま
た
、
私
の

最
も
す
ぐ
れ
た
若
い
友
の
一
人
を
も
奪
っ
た
（
＊
ロ
ラ
ン
は

こ
の
年
、
最
愛
の
母
も
亡
く
し
て
い
る
）。
私
の
愛
弟
子
と
も
い

え
る
唯
一
人
の
人
（
こ
れ
は
私
の
よ
う
に
、
他
人
の
自
由
に
た

と
え
わ
ず
か
で
も
影
響
を
与
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
け
っ

し
て
し
た
く
な
い
人
間
に
と
っ
て
、「
弟
子
」
と
い
う
言
葉
が
使
え

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
が
）、
私
の
弟
、
私
の
思
索
の
後

継
ぎ
で
あ
り
、
語
り
明
か
す
相
手
で
あ
る
者
――
親
愛
な

ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝

プ
リ
で
あ

１７る
」（
一
九
一
九
年
一
二
月

の
日
記
）

「
小
公
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
で
あ
り
サ
ン＝

ジ
ュ
ス
ト
で
も

あ
っ
た
、
わ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン＝

プ
リ
は
、
わ
れ

― 44 ―



わ
れ
の
心
に
炎
の
航
跡
を
残
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
い
だ
を

通
り
過
ぎ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
弱
々
し
い
が
燃
え
る
よ
う

な
青
年
で
あ
っ

１８た
」（『
先
駆
者
た
ち
』）

「
私
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
あ
ん
な
に
高
邁
な
青
年
に
出
会
っ

た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
（
中
略
）
詩
的
な
、
そ
し
て
精

神
的
な
お
び
た
だ
し
い
力
――
ほ
と
ば
し
り
出
よ
う
と
し
て

燃
え
た
ぎ
っ
て
い
た
創
造
的
な
血
気
、
自
分
の
力
に
不
相
応

な
闘
い
と
、
愛
す
る
人
び
と
お
よ
び
理
想
の
た
め
の
犠
牲
と

に
憧
が
れ
て
い
た
騎
士
的
な
本
能
、
豊
か
な
知
性
、
い
か
に

も
若
者
ら
し
い
魅
力
、
情
熱
の
こ
も
っ
た
、
感
じ
や
す
い
、

悩
ま
し
い
心
情
。
あ
あ
！

こ
の
最
後
の
六
ヵ
月
の
あ
い
だ
、

劇
、
哲
学
、
中
篇
小
説
、
政
治
評
論
と
、
新
し
い
作
品
を
書

き
に
書
き
、
そ
れ
ら
を
二
、
三
週
間
ご
と
に
私
に
送
っ
て
く

る
ほ
ど
に
彼
を
駆
り
立
て
て
い
た
、
熱
を
は
ら
ん
だ
性
急
さ

が
、
今
に
し
て
な
ん
と
よ
く
分
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は

自
分
の
道
程
が
短
い
こ
と
を
予
感
し
て
い
た
の

１９だ
」（
一
九

一
九
年
二
月
一
八
日
付
の
日
記
）

「
現
代
の
数
か
ず
の
悲
し
み
、
数
か
ず
の
下
劣
さ
の
さ
な

か
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
清
ら
か
な
花
が
咲
き
い
で
た
と
い
う
の

は
、
奇
蹟
と
も
い
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
（
中
略
）
苛
烈
で

な
め

ふ
る
つ
わ
も
の

苦
が
に
が
し
い
経
験
に
鞣
さ
れ
て
古
強
者
と
な
っ
た
年
輩
の

男
た
ち
が
、
こ
の
後
輩
の
前
に
立
っ
て
は
優
し
い
敬
意
を
こ

め
て
頭
を
垂
れ
る
の
は
、
見
る
か
ら
に
心
の
あ
た
た
ま
る
こ

と
が
ら
で
あ
っ

２０た
」（
ア
ヴ
ニ
ー
ル
・
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
誌

一
九
一
九
年
五
月
刊
）

「
彼
の
こ
と
を
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
彼
の
死
が
私
に
は
つ

ぐ
な
い
よ
う
の
な
い
喪
失
だ
と
思
わ
れ
る
。
死
ぬ
の
が
彼
で

は
な
く
わ
れ
わ
れ
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
の
に
。
わ
れ
わ
れ
は

わ
れ
わ
れ
の
役
目
を
い
ち
お
う
果
た
し
て
き
て
い
た
。
そ
し

て
彼
は
、
私
の
息
子
の
よ
う
だ
っ
た
。
明
日
の
道
を
照
ら
す

は
ず
の
、
私
の
思
想
の
種
子
だ
っ

２１た
」（
一
九
一
九
年
四
月
二

四
日
付
の
日
記
）

書
簡
②

一
九
二
〇
年
二
月
一
七
日
付
（
写
真
Ⅳ
）

ジ
ャ
ン
の
死
後
も
ロ
ラ
ン
は
サ
ン＝

プ
リ
家
と
の
絆
を
守
っ
た
。
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ジ
ャ
ン
の
死
か
ら
約
一
年
後
の
一
九
二
〇
年
二
月
一
七
日
付
の
本

書
簡
で
は
、
ま
だ
癒
え
ぬ
悲
し
み
を
ジ
ャ
ン
の
母
と
分
か
ち
合
い
、

若
い
友
を
偲
ん
で
い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
私
は
、
あ
な
た
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
お
り

ま
す
。
ジ
ャ
ン
の
友
人
た
ち
は
皆
、
彼
を
偲
ぶ
や
る
せ
な
い

気
持
ち
を
あ
な
た
の
お
心
に
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
友
人

た
ち
の
誰
よ
り
も
、
私
は
あ
な
た
の
苦
し
み
を
深
く
感
じ
て

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
ま
た
新
た
に
つ
ら
い
記
念
日
を

迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

と
て
も
愛
情
の
こ
も
っ
た
詩
を
お
送
り
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す
で
に
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
昨
年
、
私
に
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
、

ジ
ャ
ン
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
書
い
た
草
稿
に
入
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
あ
あ
、
そ
の
詩
の
純
粋
で
信
頼
に
足
る
信
条
が

あ
な
た
に
慰
め
を
も
た
ら
し
ま
す
よ
う
に
！
（
後
略
）

本
書
簡
で
ロ
ラ
ン
が
言
及
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
の
詩
が
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
私
の
手
元
に
は
ジ
ャ
ン
が

写真Ⅳ １９２０年２月１７日付
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七
〜
八
歳
の
こ
ろ
（
一
九
〇
三
〜
一
九
〇
四
年
）
に
書
い
た
と
思
わ

れ
る
詩
の
原
稿
が
あ
る
（
写
真
Ⅴ
）。
専
門
家
の
鑑
定
は
経
て
い
な

い
が
、
書
簡
を
譲
っ
て
く
れ
た
某
氏
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ジ
ャ

ン
の
詩
稿
だ
ろ
う
と
の
答
え
だ
っ
た
。

一
九
〇
三
年
に
書
か
れ
た
詩
は
、
一
〇
歳
に
な
る
子
ど
も
を
亡

く
し
た
親
の
絶
望
と
、
新
た
な
子
ど
も
の
誕
生
と
い
う
希
望
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。
一
九
〇
四
年
に
書
か
れ
た
詩
「
夜
」
は
、

乞
食
に
慈
善
を
施
し
た
男
が
、
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
薔
薇
で
飾
ら

れ
た
城
を
女
神
に
贈
ら
れ
る
と
い
う
お
と
ぎ
話
風
の
作
品
に
な
っ

て
い
る
。

書
簡
③

一
九
二
四
年
三
月
二
六
日
付
（
写
真
Ⅵ
）

本
書
簡
は
ジ
ャ
ン
の
書
簡
集
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ロ

ラ
ン
が
序
文
を
執
筆
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ピ
エ
ー
ル
に
知
ら

せ
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
社
は
読
者
が
減
る
こ
と
を
懸
念
し
、
ロ

ラ
ン
が
序
文
を
書
く
こ
と
に
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
が
、
ジ
ャ
ン

の
母
の
た
っ
て
の
願
い
に
よ
り
、
ロ
ラ
ン
は
執
筆
を
引
き
受
け
た

よ
う
だ
。

写真Ⅴ ジャンが書いたと思われる詩の原稿
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こ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
ら
折
り
返
し
、
あ
な
た
の
、
い

え
、
私
た
ち
の
親
愛
な
る
ジ
ャ
ン
の
生
涯
に
つ
い
て
、
主
要

な
出
来
事
を
記
し
た
も
の
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か

（
中
略
）
ま
っ
た
く
打
算
や
党
派
性
の
な
い
、
純
粋
な
親
愛

の
情
か
ら
出
た
も
の
を
、
ほ
ん
の
三
〜
四
ペ
ー
ジ
書
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
ジ
ャ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
卑
俗

な
も
の
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
い
る
の
で
す
か
ら
。

ジ
ャ
ン
の
書
簡
集
は
一
九
二
四
年
五
月
、
リ
ー
デ
ル
社
か
ら
出

版
さ
れ
た
（
写
真
Ⅶ
）。
ロ
ラ
ン
の
序
文
は
愛
情
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
私
が
彼
（
＊
ジ
ャ
ン
）
に
会
っ
た
の
は
ほ
ん
の
数
日
間
、

そ
れ
も
七
年
前
の
話
だ
。
そ
れ
以
来
、
彼
の
面
影
は
片
時
も

私
の
頭
か
ら
消
え
去
ら
な
い
。
ま
る
で
旅
の
ひ
と
と
き
、
一

瞬
の
稲
妻
が
あ
た
り
の
風
景
を
金
色
に
輝
か
せ
る
よ
う
に
。

重
苦
し
い
歳
月
が
流
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
束
の
間
の
光
が

一
生
を
照
ら
す
の
だ
」

「
二
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
の
少
年
は
、
一
人
の
小
さ
な

英
雄
だ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
鷲
の
飛
翔
力
を
持
つ
大
き
い

写真Ⅵ １９２４年３月２６日付
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精
神
を
宿
し
て
い
た
。
彼
が
そ
う
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
そ
の
翼
か
ら
落
ち
た
羽
毛
と
も
い
う
べ
き
彼
の
手
紙
が

未
来
に
向
か
っ
て
証
明
す
る
だ
ろ
う
。
世
間
の
騒
々
し
い
評

判
と
共
に
多
く
の
作
品
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
が
、
彼
の
名
は

こ
れ
ら
の
手
紙
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
（
中
略
）
未

来
の
シ
ェ
リ
ー
た
ち
は
歌
の
途
中
で
倒
れ
た
、
美
し
い
調
べ

を
奏
で
る
こ
の
若
い
兄
弟
の
灰
の
上
に
、
愛
情
を
込
め
て
跪

く
こ
と
だ
ろ
う
」

ジ
ャ
ン
の
書
簡
集
に
は
ロ
ラ
ン
宛
の
手
紙
の
ほ
か
、
マ
ル
セ
ル
・

マ
ル
チ
ネ
や
エ
ミ
ー
ル
・
マ
ッ
ソ
ン
な
ど
に
宛
て
た
手
紙
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
に
は
「
カ
イ
エ
・
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
」

の
一
冊
と
し
て
、
ロ
ラ
ン
と
ジ
ャ
ン
の
往
復
書
簡
集
『
飛
翔
中
に
』

が
刊
行
さ
れ
た
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
を
設
立
し
た
宮
本
正
清
は
晩
年
、

「
ロ
ラ
ン
は
老
い
を
ど
う
み
て
た
ん
だ
ろ
う
ね

２２？
」
と
語
っ
て
い

た
と
い
う
。
昨
年
入
手
し
た
ロ
ラ
ン
の
タ
イ
プ
原
稿
（
一
九
三
七

年
二
月
九
日
付
）
で
は
、
自
身
の
劇
作
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、

写真Ⅶ ジャンの書簡集（左）とロラン－ジャンの往復書簡集『飛翔中に』（右）
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「
私
は
ま
だ
ま
だ
無
謀
で
す
よ
。
七
一
歳
に
な
っ
て
、
書
き
た
い

作
品
や
ア
イ
デ
ア
が
一
〇
年
、
二
〇
年
分
も
あ
る
の
で
す
か
ら
」

と
書
い
て
お
り
、
ま
っ
た
く
老
い
を
感
じ
さ
せ
な
い
（
写
真
Ⅷ
）。

ジ
ャ
ン
の
よ
う
な
新
た
な
世
代
の
動
向
に
常
に
気
を
配
り
、
積
極

的
に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
は
、
対
独
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
闘
士
た
ち
を
精
神
的
に
支
え
た

こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
姿
は
、
ロ
ラ
ン
が
描
く
マ
ル

ヴ
ィ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
マ
イ
ゼ
ン
ブ
ー
ク
の
面
影
と
重
な
る
。

「
マ
ル
ヴ
ィ
ー
ダ
ほ
ど
若
々
し
い
精
神
を
私
は
他
に
知
ら

な
い
（
中
略
）
マ
ル
ヴ
ィ
ー
ダ
の
精
神
は
、
来
る
朝
ご
と
の

さ
わ
や
か
さ
を
喜
び
迎
え
る
精
神
で
あ
り
、
若
い
人
々
の
い

ろ
い
ろ
の
希
望
を
喜
び
迎
え
る
精
神
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

彼
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
大
き
な
も
く
ろ
み
に
信
頼
を
用
意
し
て

お
り
、
彼
ら
の
成
功
を
観
る
と
喜
び
に
輝
き
、
そ
し
て
決
し

て
意
気
沮
喪
す
る
こ
と
は
な
く
、
も
し
も
彼
ら
が
倒
れ
た
と

き
に
は
再
び
立
ち
上
る
こ
と
に
力
を
籍
す
精
神
で
あ
っ

２３た
」

現
在
、
世
界
に
は
動
乱
の
気
配
が
満
ち
て
い
る
。
日
本
は
平
和

写真Ⅷ ラジオ放送のために用意されたロランのタイプ原稿
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国
家
を
自
任
し
な
が
ら
、
非
暴
力
に
よ
る
国
家
運
営
を
可
能
に
す

る
方
途
を
示
し
、
リ
ー
ド
す
る
指
導
者
を
持
た
な
い
。
理
想
を
忘

れ
た
現
実
主
義
は
無
策
に
等
し
く
、
避
け
よ
う
と
し
た
危
険
よ
り

深
刻
な
危
機
を
招
く
も
の
だ
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
八
年
、
ロ
ラ
ン
は
友
人
に
次
の

よ
う
に
書
い
た
。

「
も
し
も
私
が
ま
だ
サ
ン＝
プ
リ
の
年
齢
だ
っ
た
ら
、
私

の
義
務
は
異
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
私
は
青
年
の
も
っ
と

も
優
秀
な
者
た
ち
が
、
政
治
と
行
動
に
関
心
を
も
た
な
い
こ

と
を
残
念
に
思
い
つ
づ
け
て
お
り
ま

２４す
」

ロ
ラ
ン
の
批
判
者
が
言
っ
た
よ
う
に
、
あ
な
た
の
大
切
な
友
人

が
殺
さ
れ
、
愛
す
る
も
の
を
失
う
人
が
日
々
増
え
て
い
く
の
に
、

戦
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
安
全
な
場
所
で
戦
争
反
対
を
唱
え
る
の
は

卑
怯
で
あ
り
、
偽
善
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
は
、
も
っ
と
も
ら

し
く
聞
こ
え
る
。
戦
い
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
苦
し
み
と

悲
し
み
を
最
小
限
に
抑
え
る
最
良
の
方
法
は
、
早
く
敵
を
滅
ぼ
し

て
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
だ
と
い
う
理
屈
も
そ
れ
ら
し
く
響
く
。

殺
し
合
い
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
反
戦
で
は
遅
い
の
だ
。
日
々
、

人
々
の
心
に
育
つ
狂
気
の
芽
を
摘
み
取
り
、
愛
の
種
を
ま
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
乱
の
時
代
に
、
ロ
ラ
ン
と
ジ
ャ
ン
は
守
る
べ
き
人
間
性
を
そ

の
肩
に
乗
せ
、
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
の
よ
う
に
憎
し
み
の
河
を

渡
っ
た
。
私
た
ち
に
は
、
ど
の
よ
う
な
河
が
待
ち
受
け
て
い
る
だ

ろ
う
か
。「

使
徒
の
任
務
を
も
た
ぬ
魂
と
は
生
な
き
肉
体
の
よ
う
な

も
の

２５だ
」（
ジ
ャ
ン
）

「
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
も
、
真
理
よ
り
も
人
間
を
愛
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

２６い
」（
ロ
ラ
ン
）

二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日

ロ
ラ
ン
生
誕
一
五
〇
周
年
の
佳
日
に

（
賛
助
会
員
・
一
九
八
〇
年
生
ま
れ
）
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１

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
八
』
所
収
「
ジ
ャ
ン
・
ド
・

サ
ン＝

プ
リ
へ
の
手
紙
」
山
口
三
夫
訳
三
七
六
頁

２

村
上
光
彦
訳
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
月
報
三
一
」
七
頁

３

平
凡
社
『
加
藤
周
一
著
作
集
二
四
』
六
八
頁

４

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ト
レ
著
／
村
上
光
彦
訳
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
伝
』
み
す
ず
書
房
四
五
五
頁

５

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
一
七
』
所
収
「
内
面
の
旅
路
」

片
山
敏
彦
訳
五
三
八
頁

６

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
六
』
所
収
「
ど
こ
か
ら
見

て
も
美
し
い
顔
」
宮
本
正
清
訳
一
四
〇
頁

７

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
五
』
所
収
「
ク
レ
ラ
ン
ボ
ー
」

宮
本
正
清
訳
二
九
〇
頁

８

同
四
一
八
頁

９

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
八
』
所
収
「
ジ
ャ
ン
・
ド
・

サ
ン＝

プ
リ
へ
の
手
紙
」
山
口
三
夫
訳
三
四
八
頁

１０

小
牧
近
江
著
『
種
蒔
く
ひ
と
び
と
』
か
ま
く
ら
春
秋
社
二
〇
頁

１１

同
二
七
頁

１２

小
牧
近
江
著
『
あ
る
現
代
史
』
法
政
大
学
出
版
局
三
六
頁

１３

北
条
常
久
著
『
種
蒔
く
人
小
牧
近
江
の
青
春
』
筑
摩
書
房
一
〇
九
頁

１４

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
〇
』
所
収
「
戦
時
の
日
記

Ⅳ
」
村
上
光
彦
ほ
か
訳
一
四
九
九
頁

１５

小
牧
近
江
著
『
種
蒔
く
ひ
と
び
と
』
か
ま
く
ら
春
秋
社
三
一
頁

１６

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
〇
』
所
収
「
戦
時
の
日
記

Ⅳ
」
村
上
光
彦
ほ
か
訳
一
七
六
八
頁

１７

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
一
』
所
収
「
日
記
抄
」
蛯

原
徳
夫
・
村
上
光
彦
訳
五
五
一
頁

１８

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
一
八
』
所
収
「
先
駆
者
た
ち
」

山
口
三
夫
訳
二
〇
五
頁

１９

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
〇
』
所
収
「
戦
時
の
日
記

Ⅳ
」
村
上
光
彦
ほ
か
訳
一
七
六
〇
頁

２０

一
九
六
六
年
一
二
月
「
み
す
ず
」
第
八
巻
一
二
号
（
ジ
ャ
ン
・
ド
・

サ
ン＝

プ
リ
生
誕
七
〇
年
）
七
九
頁

２１

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
〇
』
所
収
「
戦
時
の
日
記

Ⅳ
」
村
上
光
彦
ほ
か
訳
一
八
二
一
頁

２２

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
「
ユ
ニ
テ
一
六
」
特
集
・
宮
本
正
清
追
悼

号
四
六
頁

２３

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
一
七
』
所
収
「
内
面
の
旅
路
」

片
山
敏
彦
訳
四
三
二
頁

２４

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
三
六
』
所
収
「
ど
こ
か
ら
見

て
も
美
し
い
顔
」
宮
本
正
清
訳
一
五
〇
頁

２５

村
上
光
彦
訳
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
月
報
三
一
」
八
頁

２６

み
す
ず
書
房
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
五
』
所
収
「
ク
レ
ラ
ン
ボ
ー
」

宮
本
正
清
訳
四
四
四
頁
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テ
ロ
の
と
き
の
パ
リ

長
谷
川

和

宏

フ
ラ
ン
ス
人
は
、
平
穏
な
日
常la

quotidienne
tranquille

を
大
切
に
す
る
国
民
で
あ
る
。
そ
の
日
常
が
突
然
の
テ
ロ
に
よ
っ

て
破
ら
れ
た
。
こ
の
テ
ロ
に
遭
遇
し
た
の
で
、
現
地
の
様
子
を
報

告
す
る
。

平
成
二
七
年
一
一
月
一
一
日
一
六
時
五
五
分
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・

ゴ
ー
ル
空
港
着
。
晩
秋
の
鈍
色
の
空
を
タ
ク
シ
ー
で
パ
リ
へ
向

か
っ
た
。
変
わ
ら
な
い
セ
ー
ヌ
の
滔
々
と
し
た
流
れ
を
見
下
ろ
し

な
が
ら
パ
リ
中
心
部
へ
入
り
、
宿
の
ラ
ス
パ
イ
ユ
ホ
テ
ル

Raspail
H
ôtel

M
ontparnass

（
図
１
）
に
到
着
。
い
つ
も
の
習

慣
で
、
荷
も
開
か
ず
に
街
へ
出
る
。
や
や
肌
寒
い
程
度
で
故
郷
の

新
潟
と
変
わ
ら
な
い
。
既
に
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
た
街
路
は
、
黄
葉

の
プ
ラ
タ
ナ
ス
が
街
灯
に
浮
き
立
っ
て
並
ん
で
い
る
。
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
通
り
を
東
に
向
か
い
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
を
通
り
抜
け

て
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
に
入
る
。
聖
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
丘

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
偉
人
た
ち
が
眠
る
パ
ン
テ
オ
ン
の
大
ド
ー
ム

と
コ
リ
ン
ト
式
円
柱
が
白
く
浮
き
立
っ
て
い
る
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大

学
の
門
を
右
に
見
な
が
ら
サ
ン＝

ミ
ッ
シ
ェ
ル
通
り
を
北
へ
進
む

と
、
程
な
く
セ
ー
ヌ
川
左
岸
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
川
上
を
望
む
と
、

輝
く
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
が
夜
の
闇
に
佇
ん
で
い
る
。
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
は
、
近
づ
く
に
つ
れ
て
荘
厳
な
姿
を
益
々
あ
ら
わ
に
し
て

く
る
。
古
い
大
扉
を
押
し
開
い
て
堂
内
に
入
る
と
、
天
上
か
ら
降

り
注
い
で
く
る
よ
う
な
聖
歌
が
流
れ
て
い
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

は
な
い
私
も
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
て
聴
き
入
っ
た
。

翌
一
二
日
は
、
今
回
の
旅
の
目
的
の
一
つ
、
欧
州
整
形
災
害
外
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科
雑
誌
編
集
会
議
で
あ
る
。
ア
ジ
ア

代
表
編
集
員
と
し
て
参
加
し
た
。
会

議
は
、
世
界
中
の
医
学
雑
誌
を
扱
っ

て
い
る
大
手
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
パ
リ

支
社
で
開
催
さ
れ
た
（
図
１
）。
最
寄

り
の
駅Réaum

ur-Sébastopol

で

メ
ト
ロ
を
降
り
て
少
し
歩
く
と
支
社

の
あ
る
古
い
建
物
に
着
い
た
。
欧
州
、

ア
ジ
ア
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
か
ら
計

六
名
の
委
員
が
集
ま
りdéjeuner

を
挟
ん
で
の
四
時
間
ほ
ど
の
長
い
会

議
で
あ
っ
た
。
会
議
終
了
後
、
寒
風

の
中
を
セ
ー
ヌ
川
に
向
か
っ
て
ぶ
ら

ぶ
ら
と
歩
き
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
セ
ン

タ
ー
を
経
て
、サ
ン＝

ル
イ
島
の
川
岸

に
出
る
。
こ
こ
か
ら
セ
ー
ヌ
右
岸
を

ゆ
っ
く
り
と
西
に
向
か
っ
て
進
ん
だ
。

美
し
い
芸
術
橋
（PontdesA

rts

）
を

渡
り
つ
つ
川
上
を
臨
む
と
、サ
ン
ト＝

図１ パリ中心部地図、１１月１１日から１３日の筆者の足跡
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シ
ャ
ペ
ル
の
尖
塔
を
真
中
に
、
シ
テ
島
が
美
し
い
（
図
２
）。

一
三
日
、
長
い
歴
史
と
最
新
の
技
術
を
集
め
た
世
界
有
数
の
脊

椎
生
体
力
学
研
究
所
で
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ャ
ル
パ
ー
ク
研
究

所
（
旧
パ
リ
高
等
師
範
学
校
内
）（
図
１
）
を
訪
れ
た
。
今
回
の
二
つ

目
の
目
的
で
あ
る
。
友
人
の
施
設
長Skalli

教
授
に
施
設
を
案
内

し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、déjeuner

を
取
り
な
が
ら
今
後
の
共

同
研
究
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
午
後
は
、
我
師D
ubousset

教
授
と
面
会
し
、
様
々
な
脊
柱
変
形
研
究
に
つ
い
て
の
討
論
を
し

た
。
夜
は
、D

ubousset

先
生
宅
（
図
１
）
で
のdîner

で
あ
る
。

ご
自
宅
は
ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
一
五
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
、
夜
七
時
四
五
分
に
ホ
テ
ル
を
出
た
。
す
っ
か
り
暮
れ
た
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
の
石
畳
は
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
落
葉
が
散
り
敷
か
れ
て

美
し
い
（
図
３
）。
通
り
沿
い
の
カ
フ
ェ
や
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
で
は

窓
越
し
に
恋
人
達
や
、
老
夫
婦
、
あ
る
い
は
に
ぎ
や
か
な
家
族
の

夕
食
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
つ
も
の
金
曜
日
の
夜
の
景

で
あ
る
。
し
ば
ら
く
歩
く
と
、Église

val-de-Grâce

が
通
り
の

向
か
い
に
美
し
い
ド
ー
ム
を
見
せ
て
い
る
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
繁

華
街
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
人
通
り
も
少
な
く
な
り
、
パ
リ

の
冬
ら
し
い
北
風
が
身
に
染
み
る
。D

ubousset

先
生
は
マ
ン

図２ １１月１２日、芸術橋からシテ島を臨む
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シ
ョ
ン
の
玄
関
ま
で
迎
え
に
出
て
く
れ
た
。
世
界
的
に
有
名
な
大

先
生
で
あ
る
が
、
御
自
宅
は
実
に
質
素
で
、
リ
ビ
ン
グ
に
は
仕
事

用
の
パ
ソ
コ
ン
や
趣
味
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
が
置
か
れ
て
い

る
。
小
さ
な
厨
房
で
は
奥
様
が
手
料
理
の
仕
上
げ
に
余
念
が
な
い
。

程
な
く
今
日
お
会
い
し
たSkalli

先
生
御
夫
妻
も
合
流
し
て

dîner

が
始
ま
っ
た
。
日
々
の
出
来
事
、
文
化
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴

史
、
チ
ー
ズ
や
ワ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
映
画
の
こ
と
な
ど
話

題
は
尽
き
な
い
。
す
る
と
、
夜
九
時
過
ぎ
頃
、Skalli

先
生
の
娘

さ
ん
か
ら
郊
外
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
爆
発
が
あ
っ
た
と
の
電
話
が

あ
っ
た
。
電
話
を
切
る
と
、
す
ぐ
又
、
電
話
が
鳴
り
、
今
度
は

一
〇
区
、
一
九
区
、
一
一
区
で
次
々
と
爆
発
や
銃
撃
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
ど
う
も
テ
ロ
ら
し
い
。
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
、
一
〇
人

以
上
の
死
者
が
で
て
い
る
ら
し
く
、
一
月
のChalrie-H

ebdo

新

聞
社
襲
撃
事
件
が
皆
の
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
実
際
は
こ
れ
を
は
る
か

に
凌
ぐ
惨
事
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
詳
細
は
知
る
由
も
な

＊

か
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
ロ
や
社
会
情
勢
の
話
題
で
晩
餐
は
一
一
時

過
ぎ
ま
で
続
き
、Skalli

先
生
の
車
で
ホ
テ
ル
に
お
送
り
頂
い
た

時
に
は
、
一
二
時
近
く
に
な
っ
て
い
た
。
テ
ロ
の
現
場
は
、
歩
い

て
二
〇
分
程
度
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
夜
は
、

図３ １１月１３日、モンパルナス通りの夜
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妙
に
静
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
国
家
警
察
特
殊
部
隊

が
、
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
バ
タ
ク
ラ
ン
劇
場
へ
の
突
入
作
戦

を
実
行
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。

＊

テ
ロ
の
詳
細

＊

二
一
時
二
〇
分
―
パ
リ
郊
外
の
ス
タ
ッ
ド
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
（
サ
ッ
カ
ー
場
）
で
爆
発
。
市
民
一
名
、
自
爆
テ
ロ
犯

一
名
が
死
亡
。

＊

二
一
時
二
五
分
―
パ
リ
市
一
〇
区
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
料
理
店

「
ル
・
プ
テ
ィ
・
カ
ン
ボ
ー
ジ
ュ
」
と
バ
ー
「
ル
・
カ
リ
オ

ン
・
バ
ー
」
の
付
近
で
、
武
装
グ
ル
ー
プ
が
発
砲
、
一
五
名

が
死
亡
、
一
〇
名
が
重
傷
。

＊

二
一
時
三
〇
分
―
ス
タ
ッ
ド
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
二
度
目

の
爆
発
。
テ
ロ
犯
が
死
亡
。

＊

二
一
時
三
二
分
―
一
九
区
の
ピ
ザ
店
「
ラ
・
カ
ー
ザ
・
ノ

ス
ト
ラ
」
付
近
で
、
武
装
グ
ル
ー
プ
が
発
砲
。
五
名
が
死

亡
、
八
名
が
重
傷
。

＊

二
一
時
三
六
分
―
一
一
区
シ
ャ
ロ
ン
ヌ
通
り
の
喫
茶
店

「
ラ
・
ベ
ル
・
エ
キ
ッ
プ
」
付
近
で
、
武
装
グ
ル
ー
プ
が
発

砲
。
一
九
名
が
死
亡
、
九
名
が
重
傷
。

＊

二
一
時
四
〇
分
頃
―
一
一
区
ボ
ル
テ
ー
ル
通
り
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ル
・
コ
ン
ト
ワ
ー
ル
・
ボ
ル
テ
ー
ル
」
付
近
で
自

爆
テ
ロ
。
一
名
が
重
傷
。
同
店
テ
ラ
ス
席
に
座
り
自
爆
し
、

客
九
人
が
負
傷
。

＊

二
一
時
四
〇
分
―
バ
タ
ク
ラ
ン
劇
場
へ
武
装
グ
ル
ー
プ
が

発
砲
し
押
し
入
り
、
立
て
籠
り
。

＊

二
一
時
五
三
分
―
ス
タ
ッ
ド
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
付
近
で

三
度
目
の
爆
発
。
テ
ロ
犯
一
名
が
死
亡
。

翌
朝
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
や
っ
と
事
件
の
全
容
が
判
明
し
た
。

一
〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
て
、
戒
厳
令
が
布
か
れ
て
い
る
こ

と
も
、
こ
の
と
き
に
初
め
て
分
か
っ
た
。
帰
国
が
少
々
遅
れ
た
も

の
の
、
無
事
に
帰
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
別
の
世
界
の
こ

と
と
思
っ
て
い
た
テ
ロ
は
、
対
岸
の
火
で
は
な
く
、
す
で
に
我
々

の
身
近
に
迫
っ
て
い
る
。
テ
ロ
の
根
本
的
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？

権
力
と
は
何
か
？

国
家
と
は
何
か
？

宗
教
と
は
何

か
？

フ
ラ
ン
ス
人
は
、
人
権
宣
言
に
お
い
て
「
他
人
を
害
す
る

こ
と
の
な
い
全
て
を
な
し
得
る
こ
と
」
を
「
自
由
」
と
定
義
（
第

― 57 ―



四
条
）
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？

様
々
な
疑
問
が
頭
を
去
来

し
た
。
一
一
月
一
八
日
、Saint-D

enis

で
、
容
疑
者
の
関
係
先

を
家
宅
捜
索
中
に
警
察
官
と
数
人
の
男
の
間
で
銃
撃
戦
が
発
生
し

た
。
こ
の
銃
撃
戦
で
自
爆
死
亡
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
少
女
が
い
た
。

彼
女
の
友
人
は
、「
あ
な
た
や
私
と
同
じ
普
通
の
女
の
子
だ
っ
た

わ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
人
間
は
変
わ
り
得
る

の
か
？

一
一
区
で
一
九
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
ラ
・
ベ
ル
・
エ

キ
ッ
プ
で
は
、
ガ
ラ
ス
窓
に
空
い
た
銃
弾
跡
に
一
輪
の
薔
薇
が
挿

さ
れ
、“A

u
nom

de
quoi?”

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
残
さ
れ
て

い
た
。
実
に
悲
し
い
一
輪
の
薔
薇
で
あ
る
（
図
４
）。「
何
の
名
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
得
る
の
か
？
」
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
世
紀
の
偉
大
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
一
人

で
あ
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
博
士
は
、『
私
の
人
生
と
考
察M

a

vie
et
m
a
pensée

』
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
、「
説
明
で
き
な
い
ほ
ど

不
思
議
で
苦
悩
に
満
ち
た
こ
の
世
の
中
に
、
人
間
精
神
の
荒
廃
し

た
こ
の
世
の
中
に
、
生
ま
れ
出
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
生
の
尊

厳
を
見
出
す
た
め
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
筆
者
訳
）
と

記
述
し
て
い
る
。
複
雑
な
世
界
情
勢
の
中
で
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
本

質
を
見
極
め
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。

し
か
し
、
我
々
一
人
一
人
も
又
、
生
の
尊
厳
に
つ
い
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
自
覚
が
全
て
の
出
発
点
で
あ
る
と
い
う
気

が
す
る
。

か
つ
て
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、「
生
の
虚
無
感
を
通
過
し
た

危
機
に
、
私
の
内
部
に
無
限
の
生
の
火
を
点
じ
て
く
れ
た
の
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
で
あ
っ
た
」（「
幼
き
日
の
思
い
出
」）
と

回
顧
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
言
葉
を
思
い
出

し
、『
第
九
交
響
曲
』
を
皆
で
合
唱
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
神
か
ら
は
一
切
が
清
ら
か
に
流
出
す
る
。
私
が
幾
度
か

情
念
の
た
め
悪
へ
混
迷
し
た
と
き
、
悔
悟
と
清
祓
を
繰
り
返
し
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
、
最
初
の
、
崇
高
な
、
清
澄
な
源
泉
へ

還
っ
た
。
――
そ
し
て
、「
芸
術
」
へ
還
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、

ど
ん
な
利
己
欲
も
心
を
動
か
し
は
し
な
か
っ
た
。
常
に
そ
う
あ
っ

て
く
れ
る
と
い
い
。
樹
々
は
果
実
に
た
わ
み
、
雲
は
さ
わ
や
か
な

雨
に
充
ち
る
と
き
に
沈
降
す
る
。
人
類
の
善
行
者
た
ち
も
自
分
の

豊
か
な
力
に
傲
り
は
し
な
い
。
も
し
も
重
い
睫
毛
の
下
に
涙
が
膨

ら
み
溜
ま
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
溢
れ
出
な
い
よ
う
に
、
つ
よ
い
勇

気
を
も
っ
て
こ
ら
え
よ
。
歩
む
道
は
、
あ
る
い
は
高
く
な
り
、
あ

る
い
は
低
く
な
り
、
正
し
い
道
の
見
究
め
が
た
い
こ
の
世
の
旅
路
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に
お
い
て
、
お
前
の
足
跡
は
確
か
に
坦
々
た
る
も
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
徳
の
力
は
、
つ
ね
に
正
し
い
方
向
へ
お
前
を
前

進
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
」（「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
手
記
』
よ
り
」

片
山
敏
彦
訳
）。

帰
国
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
か
ら
三
色
旗
に
彩
ら
れ
た
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た
（
図
５
）。
そ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
自
由Liberté

、
平
等Égalité

、
友
愛Fraternité

で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
ら
が
そ
の
フ
ラ
ン
ス
精
神
を

堅
持
し
続
け
る
と
信
ず
る
。

（
賛
助
会
員
・
医
師
）

図４ パリ同時多発テロで襲われたレストラン「ラ・ベル・エキップ」の窓ガラスに残された銃
痕に差された花とメッセージ（パリ、２０１５年１１月１４日、クレジット：ゲッティ／共同通信イメージズ）

図５ フランスの友人から送られてきた三色旗
に彩られたエッフェル塔の写真
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読
書
会
報
告

清

原

章

夫

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
、
月
例
の
読
書
会
は
、
二
〇
一
四
年

四
月
か
ら
二
〇
一
五
年
五
月
ま
で
か
け
て
、『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

伝
』（
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ト
レ
著
、
村
上
光
彦
訳
、
み
す
ず
書
房

刊
）
を
読
了
し
た
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
音
楽
を
愛
し
た
ロ
ラ
ン
の

伝
記
な
の
で
、
随
所
に
音
楽
が
溢
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
伝
記
の

内
容
に
関
連
し
た
音
楽
を
私
が
選
ん
で
、
そ
の
曲
の
Ｃ
Ｄ
を
読
書

会
の
討
論
の
合
間
に
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
聴
く
こ
と
に
し
た
。

そ
の
中
で
、
最
も
参
加
者
に
好
評
だ
っ
た
の
が
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
三
一
二
番
作
品
一
一
一
を
ユ
ー
ラ
・

ギ
ュ
ラ
ー
の
演
奏
で
聴
い
た
二
〇
一
五
年
四
月
二
五
日（
土
）の
第

三
二
八
回
（
五
〇
三
回
）
の
読
書
会
だ
っ
た
。

そ
の
時
に
、
私
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

読
書
会
の
雰
囲
気
が
、『
ユ
ニ
テ
』
の
読
者
に
少
し
で
も
お
伝
え

で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
七
章

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

一
九
三
七
―
一
九
四
四

一
九
四
四
年
一
二
月
二
四
日
、
ロ
ラ
ン
の
友
人
、
ブ
イ
エ
夫
妻

が
ミ
ジ
ェ
ン
ヌ
か
ら
自
転
車
で
、
八
〇
キ
ロ
も
離
れ
た
ヴ
ェ
ズ

レ
ー
に
ロ
ラ
ン
を
訪
ね
て
き
た
。
そ
の
夜
、
ロ
ラ
ン
夫
人
の
マ

リ
ー
は
、
母
親
に
付
き
添
っ
て
深
夜
の
ミ
サ
に
出
か
け
た
。

ロ
ラ
ン
は
、
ブ
イ
エ
の
肩
に
手
を
の
せ
て
、「
リ
ュ
シ
ヤ
ン
、

手
助
け
を
し
て
く
れ
た
ま
え
…
…
。
わ
た
し
た
ち
の
ミ
サ
を
挙
げ

に
い
こ
う
！
」
と
言
い
、
彼
の
腕
に
す
が
っ
て
大
階
段
を
下
り
た
。
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「
彼
は
ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
腰
を
据
え
た
。
そ
の
顔
は
光
り
輝

い
て
い
た
。
ブ
イ
エ
夫
妻
は
心
底
か
ら
感
動
し
て
息
を
詰
め
た
。

す
ぐ
さ
ま
、『
ソ
ナ
タ
作
品
一
一
一
』
だ
と
わ
か
っ
た
。
ま
ず

第
一
楽
章
が
、
冷
え
冷
え
と
鎮
ま
り
返
っ
た
絶
望
の
立
ち
込
め
る

嵐
を
引
き
連
れ
て
進
行
し
た
。
長
い
、
力
強
い
指
が
、
た
め
ら
う

こ
と
な
く
鍵
を
探
り
当
て
て
い
っ
た
。
肉
の
落
ち
た
両
手
が
し
き

り
に
動
き
、
ひ
き
つ
り
、
鍵
盤
を
締
め
つ
け
た
。
ロ
ラ
ン
は
こ
の

音
楽
に
運
ば
れ
る
う
ち
に
「
黙
示
録
」
の
四
騎
手
の
ひ
と
り
に
な

り
き
っ
て
い
た
。
顔
を
し
か
め
、
口
を
ひ
き
つ
ら
せ
、
切
れ
切
れ

の
言
葉
を
漏
ら
し
た
。
し
か
し
や
が
て
、
こ
の
言
い
表
し
よ
う
の

な
い
ド
ラ
マ
は
、
第
二
楽
章
「
ア
リ
エ
ッ
タ
」
と
と
も
に
静
穏
に

到
り
つ
い
た
。
ロ
ラ
ン
の
魂
は
彼
の
英
雄
の
魂
と
ぴ
っ
た
り
寄
り

添
っ
て
い
た
か
ら
、
二
人
の
聴
き
手
に
は
そ
の
反
響
が
聞
こ
え
て

き
た
。
二
人
が
感
じ
た
こ
と
を
言
う
な
ら
、
ロ
ラ
ン
は
死
か
ら
解

き
放
た
れ
て
――
そ
の
ま
な
ざ
し
で
数
え
き
れ
な
い
深
淵
を
測
定

し
て
き
た
人
の
よ
う
に
――
彼
の
心
の
う
ち
に
〈
主
〉
の
永
遠
を

穏
や
か
に
確
信
し
て
い
た
の
だ
。

最
後
の
幾
小
節
か
と
と
も
に
歌
は
消
え
う
せ
た
。
ロ
ラ
ン
は
、

友
人
た
ち
に
目
を
向
け
た
。
力
を
振
り
し
ぼ
り
尽
く
し
て
疲
れ
果

て
た
両
腕
が
垂
れ
落
ち
て
支
え
を
求
め
た
。」（『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

伝
』
四
三
二
頁
）

そ
し
て
ロ
ラ
ン
は
、
こ
の
演
奏
で
人
生
に
お
け
る
仕
事
を
す
べ

て
や
り
遂
げ
た
か
の
よ
う
に
、
六
日
後
の
一
二
月
三
〇
日
の
夜

一
一
時
に
逝
去
し
た
。

ま
る
で
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
に
出
て
く
る
よ
う
な
崇
高

な
場
面
で
あ
る
。
さ
て
、
ロ
ラ
ン
は
な
ぜ
人
生
の
最
後
に
こ
の
曲

を
演
奏
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
で

弾
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
私
は
自
分
に
問
い
か
け
て
み
た
。

最
初
の
疑
問
の
答
え
は
、
ロ
ラ
ン
の
以
下
の
記
述
が
明
ら
か
に

し
て
く
れ
た
。

「
作
品
一
一
一
の
ソ
ナ
タ
は
、
取
り
も
ど
さ
れ
た
力
の
作
品
で

あ
る
。
こ
れ
は
岩
塊
の
よ
う
に
、
玄
武
岩
の
山
の
よ
う
に
聳
え

た
っ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
斜
面
の
、
一
つ
は
力
の
充
実
、
も
う

一
つ
は
清
澄
の
そ
れ
だ
。
事
実
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
の
中

で
も
、
こ
れ
ほ
ど
壮
大
な
、
こ
れ
ほ
ど
完
璧
な
実
体
的
な
も
の
の

統
合
を
見
せ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

…
…
作
品
一
一
一
は
、
ラ
イ
オ
ン
の
如
く
、
戦
い
に
備
え
て
そ
の
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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
す
る
が
、
与
え
ら
れ
た
恩
寵
に
よ
っ
て
、
闘

い
を
す
る
こ
と
な
く
、
平
和
の
約
束
の
地
に
、
そ
の
天
幕
を
設
け
る
。

こ
れ
ら
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
、『
ミ
サ
』
の
偉
大
な
史
詩
の

儀
仗
の
役
を
勤
め
、
こ
れ
を
補
足
す
る
。「
ア
グ
ヌ
ス
」
の
中
で
、

空
し
く
祈
り
求
め
ら
れ
た
平
和
は
、
作
品
一
一
一
の
「
ア
リ
エ
ッ

タ
」
の
上
に
降
り
、
こ
れ
を
満
た
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
こ

れ
ほ
ど
の
単
純
な
荘
厳
さ
の
中
に
、
彼
の
充
実
を
実
現
す
る
の
は
、

今
ま
で
も
な
か
っ
た
し
、
今
後
も
な
い
だ
ろ
う
。」（『
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
全
集
二
四
巻

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

偉
大
な
創
造
の
時
期
』
三
〇
一
、

三
二
〇
頁

吉
田
秀
和
訳

み
す
ず
書
房
一
九
八
〇
年
）

さ
て
、
次
の
問
い
は
難
し
い
よ
う
に
思
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ

ラ
ン
の
ピ
ア
ノ
演
奏
は
録
音
に
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ロ
ラ
ン
自
身

の
音
楽
に
関
す
る
著
作
や
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
ら
の

よ
う
に
実
際
に
ロ
ラ
ン
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
い
た
限
ら
れ
た
人
た

ち
の
証
言
に
頼
る
し
か
な
い
か
ら
だ
。

そ
れ
で
も
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
聴
い
た
作
品
一
一
一
の
実
演
や

Ｃ
Ｄ
の
中
か
ら
迷
わ
ず
に
、
ユ
ー
ラ
・
ギ
ュ
ラ
ー
の
演
奏
し
た
奇

跡
の
よ
う
な
録
音
を
思
い
出
し
た
。

ユ
ー
ラ
・
ギ
ュ
ラ
ー
（Y

O
U
RA

GU
LLER

）
は
、
一
八
九
五

年
五
月
一
六
日
に
、
ロ
シ
ア
人
の
父
と
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
母
を
両

親
と
し
て
パ
リ
に
生
ま
れ
た
。
四
歳
で
楽
譜
を
読
み
、
幼
い
頃
か

ら
神
童
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
パ
リ
音
楽
院
を
一
二
歳
で
一
等
賞

を
得
て
卒
業
し
、
す
ぐ
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
彼
女
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
各
国
で
リ
サ
イ
タ

ル
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
奏
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ィ
ボ
ー
は
彼
女
を
「
音
楽
の
女

神
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
彼
女
は
す
ば
ら
し
く
端
麗
な
容
姿
で
知

ら
れ
、
映
画
界
か
ら
熱
心
な
勧
誘
を
受
け
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
も
彼
女
の
栄
光
の
時
代
は
続
き
、
そ
の
演

奏
は
作
曲
家
の
ラ
ヴ
ェ
ル
、
ミ
ヨ
ー
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
カ
ザ
ル
ス
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
ハ
ス
キ
ル
、
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、

指
揮
者
の
ア
ン
セ
ル
メ
、
そ
し
て
理
論
物
理
学
者
の
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
た
ち
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
ロ
ラ
ン
も
ギ
ュ
ラ
ー
の
実
演
を
聴
き
、
時
に
彼
女
の

演
奏
す
る
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
一
一
一
を
含
む
、
後
期
ソ

ナ
タ
を
高
く
評
価
し
て
い
て
、
以
下
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

「
マ
ダ
ム
・
ユ
ー
ラ
・
ギ
ュ
ラ
ー
、
貴
女
の
演
奏
の
思
い
出
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
私
の
希
望
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
後
の
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ソ
ナ
タ
を
、
再
び
、
貴
女
の
演
奏
で
聴
く
こ
と
で
す
。
貴
女
の
解

釈
は
現
代
に
お
い
て
比
類
の
な
い
も
の
で
す
。」

だ
か
ら
、
ロ
ラ
ン
が
最
後
に
こ
の
ソ
ナ
タ
を
弾
い
た
と
き
、
彼

女
の
演
奏
を
規
範
に
し
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
で
き
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
彼
女
は
ユ
ダ
ヤ
系
だ
っ
た
た
め
、

演
奏
活
動
を
完
全
に
停
止
さ
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
病
魔
が
彼
女
を

襲
っ
た
た
め
闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
長
い
空
白
期
間

に
彼
女
の
名
前
は
世
間
か
ら
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

彼
女
は
華
麗
な
伝
説
に
包
ま
れ
た
過
去
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
ギ
ュ
ラ
ー
は
、
一
九
五
五
年
に
二
〇
世
紀
初
頭
の
演

奏
様
式
を
継
承
す
る
幻
の
女
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
パ
リ
で
の

演
奏
を
皮
切
り
に
楽
壇
に
復
帰
し
た
。
一
九
六
五
年
〜
六
六
年

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
絶
賛
さ
れ
、

一
九
七
一
年
二
月
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー

ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
で
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
。

そ
の
後
、
世
界
各
地

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
八
〇
歳
の
こ
ろ
に
は
、
日
本
で
も
演
奏
し
た
い
意
向
を
持
っ
て

い
た
が
老
齢
の
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
。
晩
年
は
、
ス
イ
ス
に
住

ん
で
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
三
一
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

八
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
は
一
九
七
三
年
、
ギ
ュ
ラ
ー
が
七
八
歳
の
時
に
パ
リ

の
リ
バ
ン
聖
母
教
会
で
録
音
さ
れ
た
。
ピ
ア
ノ
は
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
を
使
用
し
て
い
る
。

演
奏
は
す
ば
ら
し
く
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
評

さ
れ
て
い
た
ギ
ュ
ラ
ー
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
古
典
的
な
面

を
明
確
に
表
現
し
て
い
る
。
第
一
楽
章
の
力
強
さ
は
、
と
て
も

七
八
歳
だ
と
は
思
え
ず
、
第
二
楽
章
は
対
照
的
に
、
晴
朗
で
魅
惑

的
な
主
題
が
奏
で
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
各
変
奏
に
自
然
に
つ
な
が
る
。

そ
し
て
、
ソ
ナ
タ
全
体
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自

身
が
演
奏
し
て
い
る
よ
う
な
、
深
い
精
神
性
こ
そ
が
、
ロ
ラ
ン
の

理
想
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
演
奏
を
聴
く
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
言
葉
、「
心
よ
り
出

で
、
願
わ
く
ば
再
び
心
に
い
た
ら
ん
こ
と
を
。」
と
「
悩
み
を
突

き
抜
け
て
歓
喜
に
い
た
れ
！
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

ユーラ・ギュラー
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短

信
＊
森
本
達
雄
さ
ん
（
当
研
究
所
顧
問
、
名
城
大
学
名
誉
教
授
）

『
原
典
で

よ
む

タ
ゴ
ー
ル
』
を
岩
波
書
店
で
翻
訳
・
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ご

健
康
状
態
の
す
ぐ
れ
な
い
な
か
、
精
力
的
な
お
仕
事
に
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
加
藤
敬
事
さ
ん
（
み
す
ず
書
房
前
編
集
長
）

今
日
の
朝
日
新
聞
夕

刊
（
二
〇
一
五
・
六
・
一
）
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
庄
司
紗
矢
香
さ
ん
の
記

事
に
一
三
歳
の
時
に
読
ん
だ
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
話
が
出

て
き
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
で
す
ね
。

――
「
こ
の
と
こ
ろ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
必
ず
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
の
め
り
こ
ん
だ
の
は
、
実
は
音
楽
で
は

な
く
小
説
か
ら
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
の
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
を
一
三
歳
で
読
み
「
抗
い
難
く

降
り
て
く
る
崇
高
な
力
」
に
心
奪
わ
れ
た
」
――
と
。

＊
竹
本
浩
典
さ
ん
（
当
研
究
所
評
議
員
）

情
報
通
信
研
究
機
構
か
ら

千
葉
工
業
大
学
の
音
声
工
学
の
教
授
と
し
て
赴
任
、
長
年
の
希
望
が

か
な
え
ら
れ
喜
ば
し
く
祝
意
を
表
し
た
い
。
が
住
み
慣
れ
た
関
西
圏

か
ら
関
東
圏
へ
夫
人
の
能
田
由
紀
子
さ
ん
（
当
研
究
所
理
事
）
と
も
に

引
っ
越
し
さ
れ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
い
。

＊
能
田
由
紀
子
さ
ん

大
学
時
代
か
ら
二
五
年
も
住
み
慣
れ
た
京
都

を
離
れ
る
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
ど
こ
に
い
て
も
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

が
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
の
で
、
新
天
地
か
ら
研
究
所
を
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
位
田
隆
一
さ
ん
（
当
研
究
所
理
事
）

京
都
大
学
名
誉
教
授
で
同
志

社
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
特
別
客
員
教

授
が
滋
賀
大
学
学
長
に
四
月
一
日
か
ら
就
任
。
多
く
の
要
職
に
つ
い

て
お
ら
れ
る
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
。

＊
長
谷
川
治
清
さ
ん
（
当
研
究
所
理
事
・
前
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

教
授
・
イ
ギ
リ
ス
在
住
）

今
日
、
や
っ
と
、
戦
死
し
た
父
か
ら
母

へ
の
葉
書
を
全
部
整
理
し
終
え
、
タ
イ
プ
打
ち
に
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
全
部
で
、
一
二
六
通
で
し
た
。
偶
然
に
、
彼
か
ら
の
最
後

の
葉
書
は
一
九
四
四
年
四
月
二
八
日
（
私
の
誕
生
日
）
に
書
か
れ
た

も
の
で
し
た
。
私
が
そ
の
日
に
一
年
を
迎
え
た
旨
が
、「
今
日
は

四
月
二
八
日
治
清
の
一
誕
生
の
日
だ
っ
た
ね
。
お
め
で
と
う
。
大
い

に
御
馳
走
を
し
て
や
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
ね
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し

た
。
戦
死
し
た
の
は
同
年
一
〇
月
一
〇
日
で
し
た
。
戦
死
し
た
父
を

色
々
想
い
な
が
ら
も
、
こ
の
手
紙
の
整
理
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
て

ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
最
近
の
天
候
は
雨
と
強
風
の
毎
日
で
気
分
も
晴
れ
ま
せ

ん
。
ズ
ン
バ
や
、
水
泳
、
散
歩
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
で
何
と
か
健

康
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
お
会
い
で
き
る
の
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

＊
西
成
勝
好
さ
ん
（
当
研
究
所
理
事
長
・
中
国
湖
北
工
業
大
学
教
授
）
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二
〇
一
五
年
に
は
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
の
学

生
さ
ん
が
大
学
院
の
論
文
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
い

と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
中
国
の
大
学
で
理
系
の

研
究
教
育
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。
日
本
で
憲
法
学
者
や
シ
ー
ル
ズ

な
ど
の
危
惧
を
よ
そ
に
、
首
相
が
強
引
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
時

に
、
理
系
の
専
門
に
閉
じ
こ
も
り
研
究
教
育
に
勤
し
ん
で
い
て
良
い

の
か
と
心
配
に
も
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
「
爆
買
い
」
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
が
、
旅
行
を
通
じ
て
で
も
多
く
の
人
の
交
流
が
進
め
ば
、
戦

争
等
に
は
な
ら
な
い
と
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

＊
西
垣
正
信
さ
ん
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
に
ラ
ベ
ル
の
『
ボ
レ
ロ
』
の
ほ
か
に
宮
本
正
清
先
生
の
「
戦
争
が

お
し
ま
い
に
な
っ
た
」
の
詩
に
作
曲
し
、
朗
読
を
村
田
ま
ち
子
さ
ん

に
お
願
い
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
『
読
み
聞
か
せ
る
戦

争
』
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
編
（
光
文
社
）
二
〇
一
五
年
新
装
版
に
収
録

さ
れ
た
二
七
作
品
の
一
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
て
と
て
も

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
平
和
へ
の
永
遠
の
思
い
を
一
層
身
近
な

実
感
と
し
て
心
を
込
め
て
作
曲
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
徳
永
勲
保
さ
ん
（
妙
光
寺
責
任
役
員
、
公
益
財
団
法
人
藤
井
有
鄰
館
評
議
員
）

〈
中
村
内
蔵
助
居
屋
鋪
絵
図
〉
に
つ
い
て

現
在
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
て
〈
古
地
図
の
い
ろ
い
ろ
〉
展
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
七
一
四
年
京
都
銀
座
闕
所
事
件
で
追
放
と
な
っ
た

内
蔵
助
屋
敷
、
約
七
〇
部
屋
、
七
五
〇
畳
が
競
売
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

府
立
総
合
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
そ
の
絵
図
を
二
〇
年
前
、
わ
た

し
が
映
写
、
複
写
、
復
元
し
た
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
尾
形

光
琳
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
光
琳
も
た
び
た
び
出
入
り
し
た
屋
敷
の
図
を

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
光
琳
の
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
展
示
を
契
機
に
徳
永
さ
ん
の
作
品
が
ア
ー
ト
ラ
イ
フ
み
つ
は
し
で
『
九
九

拙
展
』
と
称
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

訃
報

下
郡

将
宏
さ
ん

二
〇
一
五
年
八
月
三
日
、
肺
炎
の
た
め
ご
逝
去
、
八
七
歳
。
お
若
い
と

き
夫
人
の
由
さ
ん
に
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
の
読
書
を
薦
め
、
由
さ
ん
の

愛
読
書
に
加
え
ら
れ
た
ご
縁
で
四
半
世
紀
ぶ
り
に
ご
夫
妻
で
研
究
所
活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
り
熱
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
掌
。

寄

贈
西
宮
在
住
の
北
村
公
宏
さ
ん
（
元
大
阪
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
総
支
配
人
）
二
〇

一
五
年
一
一
月
一
七
日
、
高
田
博
厚
作
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
肖

像
を
お
持
ち
く
だ
さ
り
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
す
で
に
研
究
所
に
あ
る

像
と
一
緒
に
ペ
ア
ー
で
末
永
く
愛
藏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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財
団
法
人
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
設
立
趣
意
書

設
立
者
・
初
代
理
事
長

宮
本

正
清

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
四
）
は
、
日
本
人
に
も
っ
と

も
強
く
深
い
、
精
神
的
、
道
徳
的
影
響
を
与
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家

の
一
人
で
あ
り
ま
す
。
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
等
の
白
樺
派
の
人
々

を
は
じ
め
、
高
村
光
太
郎
、
尾
崎
喜
八
、
大
仏
次
郎
、
小
島
政
二
郎
そ
の

他
の
作
家
、
音
楽
家
、
画
家
、
彫
刻
家
、
さ
ら
に
科
学
者
、
実
業
各
方
面

に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
青
春
時
代
を
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
思
想
、
芸
術
の

光
に
照
ら
さ
れ
、
人
格
的
感
化
陶
冶
を
受
け
た
者
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
真
の
偉
大
さ
と
、
存
在
価
値
は
、
た
ん

に
文
学
的
分
野
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
博
大
な
人
間
愛

に
あ
り
ま
す
。
人
種
、
文
化
、
文
明
等
の
あ
ら
ゆ
る
国
境
を
越
え
て
、
真

に
世
界
的
、
人
類
的
で
あ
る
彼
の
愛
の
精
神
は
、「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト

フ
」「
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
」
そ
の
他
の
小
説
、
戯
曲
、
伝
記
、
文
学
的
、

音
楽
的
、
歴
史
的
研
究
の
み
な
ら
ず
、
現
代
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
不
正
と
戦

う
た
め
に
、
人
権
と
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
多
く
の
政
治
的
、
社
会

的
論
争
を
生
涯
つ
づ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ラ
ン
は
、
東
洋
と
西
洋
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
の
相
互
理
解
、
信
頼
、
尊
敬
と
両
者
の
協
力
が
、

人
類
の
進
歩
と
平
和
の
た
め
に
、
い
か
に
必
要
で
あ
る
か
を
説
き
、
わ
れ

わ
れ
の
文
明
を
堕
落
と
頽
廃
か
ら
救
い
う
る
唯
一
の
道
は
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
、
あ
た
か
も
車
の
両
輪
の
よ
う
に
支
持
し
合
い
、
各
人
種
、
各

国
民
が
ユ
ニ
ー
ク
な
文
明
、
固
有
の
伝
統
を
尊
重
、
保
存
し
て
、
人
類
全

体
の
偉
大
な
共
有
財
産
と
し
て
、
現
存
の
そ
れ
に
勝
る
大
文
明
を
創
造
す

べ
き
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
ロ
ラ
ン
は
、
イ
ン
ド
の
哲
学
、
宗
教
を
研

究
し
た
数
巻
に
わ
た
る
著
述
の
中
で
東
洋
の
精
神
の
も
っ
と
も
深
遠
で
高

邁
な
も
の
は
、
西
洋
の
そ
れ
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、

両
者
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
想
家
、
芸
術
家
、
偉
大
な
人
間
が
、
わ
が
日
本
に
お
い

て
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
変
る
こ
と
な
く
、
今
も
な
お
、
青
年
層

に
親
し
ま
れ
、
愛
読
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
た
め
に
、

喜
ぶ
べ
き
こ
と
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
〇
年
十
二
月

◆
現
在
の
主
な
三
つ
の
活
動

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

●
講
演
会

公
開
講
座

●
読
書
会
・
研
究
会

●
機
関
誌
『
ユ
ニ
テ
』
発
行

◆
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
賛
助
会
員
に
つ
い
て

●
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
著
作
に
感
動
、
ま
た

●
彼
の
周
辺
の
芸
術
家
た
ち
に
興
味
、

●
あ
る
い
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
活
動
に
共
感

い
ず
れ
の
理
由
で
も
結
構
で
す
。
皆
様
の
ご
賛
同
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

●
特
典＝

①
機
関
誌
『
ユ
ニ
テ
』
の
配
布
。
②
賛
助
会
員
の
参
考
に
資

す
る
情
報
、
資
料
等
の
提
供
。
③
公
開
講
座
無
料
。

●
会
員＝
一
般
賛
助
会
員
は
年
会
費
一
口
五
千
円
か
ら
。
特
別
賛
助
会

員
は
年
会
費
十
口
以
上
。
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ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
の
活
動

一
九
七
一

５
・
15

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
日
本
の
青
年
（
映
画
『
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
』
上
映
）

宮
本

正
清

11
・
27

苦
悩
の
な
か
の
イ
ン
ド

森
本

達
雄

一
九
七
二

６
・
24

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
革
命

波
多
野
茂
彌

一
九
七
三

５
・
26

ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
教
会
を
中
心

に
し
て

高
井

博
子

12
・
18

私
の
人
間
観

末
川

博

一
九
七
四

６
・
29

私
の
通
っ
た
芝
居
の
道

毛
利

菊
枝

12
・
５

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
三
十
周
年
記
念
――
講
演
と
音
楽

の
夕
べ

佐
々
木
斐
夫

演
奏：

玉
城

嘉
子

一
九
七
六

７
・
11

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ゲ
ー
テ

南
大
路
振
一

ユ
ダ
ヤ
民
族
と
西
洋
文
明

岡
本

清
一

一
九
七
七

２
・
10

中
国
文
学
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

相
浦

杲

一
九
八
九

４
・
20

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
反
戦
思
想
と
現
代

加
藤

周
一

６
・
９

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
と
私

小
尾

俊
人

９
・
29

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
革
命
劇
か
ら
――
フ
ラ
ン
ス
革
命
二

〇
〇
周
年
の
記
念
に

中
川

久
定

11
・
17

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
の
出
会
い
か
ら

尾
埜

善
司
・
今
江

祥
智

一
九
九
〇

１
・
27

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
負
う
も
の
――
平
和
と
音
楽

新
村

猛

６
・
２

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ガ
ン
デ
ィ
ー

森
本

達
雄

９
・
26

『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
と
私

樋
口

茂
子

10
・
26

占
領
時
代
に
お
け
る
日
本
社
会
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

小
尾

俊
人

11
・
30

ロ
ラ
ン
・
片
山
・
ヘ
ッ
セ

宇
佐
見
英
治

一
九
九
一

３
・
１

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
私

松
居

直
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４
・
19

（
財
）
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
設
立
二
十
周
年
記
念

レ
ク
チ
ャ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル

杉
田

谷
道

�
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
後
期
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
夕
べ
�

６
・
４

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

青
木
や
よ
ひ

９
・
27

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
デ
ュ
ア
メ
ル

村
上

光
彦

10
・
25

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
思
想
の
二
面
性

兵
藤
正
之
助

11
・
29

初
め
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
あ
り

岡
田

節
人

一
九
九
二

６
・
26

〈
大
洋
感
情
〉
と
宗
教
の
発
端

岩
田

慶
治

９
・
25

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
イ
タ
リ
ア

戸
口

幸
策

10
・
30

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
革
命
劇
を
め
ぐ
っ
て

鶴
見

俊
輔

11
・
27

宮
本
正
清

没
後
十
年
記
念
追
悼
会

ピ
ア
ノ
演
奏：
山
田

忍

静
か
に
や
さ
し
き
顔

佐
々
木
斐
夫

不
思
議
な
静
け
さ
――
宮
本
正
清
の
世
界

小
尾

俊
人

一
九
九
三

１
・
29

自
伝
的
諸
作
品
に
つ
い
て

佐
々
木
斐
夫

１
・
29

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
演
劇
的
世
界

石
田

和
男

５
・
24

ガ
ン
デ
ィ
ー
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

山
折

哲
雄

６
・
23

『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
を
語
る
（
前
）

重
本
恵
津
子

10
・
15

『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
を
語
る
（
後
）

重
本
恵
津
子

一
九
九
四

１
・
28

い
ま
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
語
る

尾
埜

善
司
・
今
江

祥
智

９
・
９

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
音
楽

中
野

雄

10
・
14

神
秘
と
政
治

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
そ
の
思
索
と
行
動
の

あ
い
だ

Ｂ
・
デ
ュ
シ
ャ
ト
レ

ロ
ラ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
革
命

河
野

健
二

自
然
科
学
と
ゲ
ー
テ

岡
田

節
人

12
・
３

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ド
イ
ツ
音
楽

岡
田

暁
生

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
デ
ュ
カ
他
作
品

ピ
ア
ノ
演
奏：

小
坂

圭
太

12
・
24

お
は
な
し
「
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ス
」
と
「
ま
た
逢
う
日
ま

で
」

今
江

祥
智

映
画
上
映
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」（
監
督

今
井

正
）

一
九
九
五

１
・
27

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
日
本
人
た
ち

小
尾

俊
人

６
・
２

私
の
歩
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
道

片
岡

美
智

11
・
10

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
周
辺

岡
田

暁
生
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一
九
九
六

６
・
14

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
の
出
会
い
か
ら

鄭

承
姫

11
・
16

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

岡
田

暁
生

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第
21
番
、
28
番

ピ
ア
ノ
演
奏：

北
住

淳

11
・
18

「
戦
間
期
の
リ
ベ
ラ
ル
」
経
済
学
か
ら
見
た
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン

本
山

美
彦

一
九
九
七

１
・
17

「
主
体
的
精
神
と
普
遍
的
人
間
愛
」
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と

魯
迅

區

建
英

６
・
６

わ
が
青
春
と
一
生

岩
淵
龍
太
郎

９
・
19

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
結
核
の
時
代

福
田

眞
人

10
・
４

ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
夕
べ

ピ
ア
ノ
演
奏：
北
住

淳

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ェ
ロ
演
奏：

小
川
剛
一
郎

一
九
九
八

６
・
８

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
種
蒔
く
人

柏
倉

康
夫

９
・
25

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
政
治
的
魔
術
か
ら
の
解
放柳

父

圀
近

10
・
30

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
演
奏：

小
坂

圭
太

レ
ク
チ
ャ
ー：

岡
田

暁
生

11
・
25

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
大
佛
次
郎

村
上

光
彦

一
九
九
九

６
・
11

ロ
ラ
ン
と
音
楽

岡
田

暁
生

10
・
８

「
日
本
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
友
の
会
」
五
十
周
年
記
念

�
園
田
高
弘
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
弾
く
�

園
田

高
弘

お
話
と
ピ
ア
ノ
演
奏

12
・
１

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
イ
ン
ド
の
精
神

森
本

達
雄

二
〇
〇
〇

10
・
13

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
五
十
五
年
と
日
本

佐
々
木
斐
夫

二
〇
〇
一

２
・
23

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
〈
老
い
の
豊
か
さ
〉

青
木
や
よ
ひ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

今
江

祥
智

尾
埜

善
司

６
・
23

（
財
）
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
設
立
三
十
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

神
谷

郁
代

�
神
谷

郁
代

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
弾
く
�
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12
・
21

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ

二
〇
〇
二

４
・
20

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏：

ピ
エ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

ピ
ア
ノ
伴
奏：

郁
子
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

11
・
11

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
後
継
者
た
ち

蜷
川

譲

二
〇
〇
三

４
・
19

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏：
ピ
エ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

ピ
ア
ノ
伴
奏：
郁
子
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

５
・
10

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
作
品
に
よ
る
音
楽
と
レ
コ
ー
ド

尾
埜

善
司

ピ
ア
ノ
演
奏：
沖
本
ひ
と
み

５
・
31

戦
争
と
平
和
、
科
学
を
考
え
る

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
を
語
る

ジ
ル
・
ド
・
ジ
ェ
ン
ヌ

解
説

西
成

勝
好

11
・
22

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
読
み
な
が
ら

今
の
世
界
を
考
え
る

峯
村

泰
光

二
〇
〇
四

５
・
29

�
き
ょ
う
�
を
読
む
『
京
都
、
半
鐘
山
の
鐘
よ

鳴
れ
！
』

朗
読
と
お
は
な
し
の
会

お
は
な
し

尾
埜

善
司

朗
読

村
田
ま
ち
子

７
・
16

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏：

ピ
エ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

ピ
ア
ノ
伴
奏：

郁
子
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

９
・
11

抗
日
中
国
に
お
け
る
中
仏
文
化
交
流

中
国
の
知
識
人
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
た
か

内
田

知
行

二
〇
〇
五

１
・
29

現
代
の
法
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

加
古
二
郎
と
瀧
川
事
件

園
部

逸
夫

６
・
12

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
六
十
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

梅
原
ひ
ま
り

神
谷
郁
代
デ
ュ
オ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏：

梅
原
ひ
ま
り

ピ
ア
ノ
演
奏：

神
谷

郁
代

６
・
25

生
々
発
展
す
る
魂

ゲ
ー
テ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
そ
し
て
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

青
木
や
よ
ひ
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10
・
29

交
差
す
る
肖
像

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ク
ロ
ー
デ
ル

Ｊ
・
Ｆ
・
ア
ン
ス

通
訳

原
口

研
治

二
〇
〇
六

11
・
24

戦
間
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

山
口

俊
章

二
〇
〇
七

１
・
20

日
本
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
史

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ

通
訳

シ
ッ
シ
ュ

由
紀
子

琴

笙

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

大
谷

祥
子

豊

剛
秋
・
増
永
雄
記

２
・
３

歌
と
朗
読
の
会

歌：

下
郡

由

「
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
」
朗
読尾

埜

善
司
ほ
か
会
員

７
・
21

朗
読
の
会

第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

そ
し
て
『
母
へ
の
手
紙
』

村
田
ま
ち
子
・
宮
本
ヱ
イ
子

10
・
13

中
国
研
究
を
通
し
て
の
日
仏
交
流

京
大
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
創
始
者
狩
野
直
喜
の
場
合

狩
野

直
禎

11
・
６

『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』
を
演
出
し
て

今
藤
政
太
郎

二
〇
〇
八

３
・
８

朗
読
の
会

親
子
で
読
む
・
聴
く
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
物
語
』

会
員
た
ち

６
・
28

中
国
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
紹
介
者
・
傅
雷

榎
本

泰
子

９
・
16

前
理
事
長
尾
埜
先
生
へ
の
感
謝
の
会
・
記
念
講
演

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
日
本
人
た
ち

尾
埜

善
司

10
・
４

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
国
際
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

宮
本
正
清
の
詩
『
焼
き
殺
さ
れ
た
い
と
し
子
ら
へ
』

「
わ
ら
い
」
朗
読

尾
埜

善
司

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ベ
ッ
ト

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
愛
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ア
ノ
演
奏：

神
谷

郁
代
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二
〇
〇
九

２
・
７

朗
読
の
会
と
ピ
ア
ノ
演
奏
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
物
語
』

ピ
ア
ノ
演
奏：

岩
坂
富
美
子

朗
読：

下
郡

由
ほ
か

６
・
13

「
日
本
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
友
の
会
」
六
十
周
年
記
念

レ
ク
チ
ャ
ー
・
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

西
垣

正
信

９
・
30

フ
ー
・
ツ
ォ
ン

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

10
・
24

犠
牲
の
宗
教
へ
の
問
い

高
橋

哲
哉

二
〇
一
〇

７
・
24

小
林
多
喜
二
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
――
反
戦
・
国
際
主
義

の
文
学
を
求
め
て

エ
ヴ
リ
ン
・
オ
ド
リ

９
・
29
―
10
・
３

一
九
五
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
の
絵
特
別
出
品
（
京

都
市
幼
児
・
児
童
・
生
徒
作
品
展
及
び
姉
妹
都
市
交
歓

作
品
展
）

10
・
９

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

神
谷

郁
代

二
〇
一
一

２
・
19

朗
読
の
会

ト
ル
ス
ト
イ
没
後
一
〇
〇
年
記
念
『
ト
ル
ス

ト
イ
の
生
涯
』『
伯
爵
様
』

会
員
た
ち

二
〇
一
一

11
・
19

フ
ロ
イ
ト
と
ロ
ラ
ン
――
災
厄
の
後
に
、
幻
想
の
前
で

小
森
謙
一
郎

二
〇
一
二

１
・
27

『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
伝
』
翻
訳
・
出
版
記
念
会

小
尾
俊
人
氏
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
て
――
京
都
会
場

講
演
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
を
読
み
か
え
し
て

村
上

光
彦

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
み
す
ず
書
房
と
小
尾
俊
人
さ
ん

守
田

省
吾

ス
ピ
ー
チ

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
ヴ
ィ
エ
・
カ
ミ
ヤ
マ

３
・
５

朗
読
の
会

女
た
ち
の
祭
典
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』

ア
ン
ネ
ッ
ト
と
シ
ル
ヴ
ィ

会
員
た
ち

３
・
29

『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
伝
』
翻
訳
・
出
版
記
念
会

小
尾
俊
人
氏
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
て
――
東
京
会
場

琴
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

琴：

大
谷

祥
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン：

白
須

今

『
春
の
海
』

宮
城
道
雄
作
曲

『
夢
の
あ
と
』

フ
ォ
ー
レ
作
曲
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７
・
28

朗
読
の
会
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』ア

ン
ネ
ッ
ト
と
シ
ル
ヴ
ィ

於

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所

１０
・
20

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
賀
川
豊
彦

濱
田

陽

二
〇
一
三

６
・
２２

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念

ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
生
涯
と

メ
ッ
セ
ー
ジス

ワ
ー
ミ
ー
・
サ
テ
ィ
ヤ
ロ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ

７
・
６

〈
朗
読
と
ピ
ア
ノ
〉
オ
マ
ー
ジ
ュ
宮
本
正
清

〈
朗
読
〉
『
戦
時
の
日
記
』『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
物
語
』

詩
集
『
焼
き
殺
さ
れ
た
い
と
し
子
ら
へ
』

朗
読

会
員
た
ち

〈
ピ
ア
ノ
〉

岡
田

真
季

作
曲

ポ
ー
ル
・
デ
ュ
パ
ン

曲
目
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』

１１
・
１６

世
界
遺
産
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

ロ
マ
ネ
ス
ク
芸
術
の
宝
庫

ア
ン
ド
レ
・
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
グ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ

二
〇
一
四

９
・
２６

シ
タ
ー
演
奏
と
朗
読

シ
タ
ー
演
奏

中
川

啓
子

朗
読

『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』
な
ど

会
員
た
ち

１１
・
１

第
一
次
世
界
大
戦
一
〇
〇
年
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
七
〇

年
記
念

Ｉ
・
Ｆ
〈
読
書
の
秋
〉
共
催

第
一
次
世
界
大
戦
下
の
知
識
人
――
ア
ラ
ン
と
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン

久
保

昭
博

二
〇
一
五

９
・
１９

戦
後
七
〇
年
と
憲
法
九
条
の
意
義

曽
我
部
真
裕

１１
・
２８

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
〜
聞
き
手
と
し
て
、
証
人
と
し
て

『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
日
記
（
一
九
三
八
―
一
九
四
四
）』
を
め

ぐ
る
考
察

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ

通
訳

シ
ッ
シ
ュ

由
紀
子
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二
〇
一
五
年
度

賛
助
会
員
、
寄
付
者
名
簿
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
・
敬
称
略
）

＊

特
別
会
員
及
同
等
寄
付
者

安
倍

道
子

有
馬
通
志
子

シ
ッ
シ
ュ
・
Ｄ
・
由
紀
子

福
田

幸
子

福
田

由
美

古
家

和
雄

古
田

武
司

権

英
子

五
島

清
子

長
谷
川
和
宏

＊

長
谷
川
治
清

早
川
工
務
店（
早
川

友
一
）
濱
田

陽

林

次
郎

林

千
恵
子

日
野
二
三
代

本
郷
美
智
子

位
田

隆
一

池
垣

勇

今
井

香
子

今
西

良
枝

＊

稲
畑
産
業
株
式
会
社
（
稲
畑

勝
雄
）

石
田

秀

石
川

楢
一

＊

伊
藤

朝
子

井
土

真
杉

井
上

幸
子

岩
坪
嘉
能
子

神
谷

郁
代

狩
野

直
禎

加
藤

澄
子

加
藤
富
美
子

河
合

綾
子

久
保

久
子

木
下

洋
美

清
原

章
夫

黒
柳

大
造

松
田
有
美
子

峯
村

泰
光

＊

宮
本
ヱ
イ
子

森
本

達
雄

森
内
冨
美
子

＊

森
内
依
理
子

守
田

省
吾

村
上

葉

室
谷

篤
男

村
田
ま
ち
子

村
山
香
代
子

永
易

秀
夫

永
田

和
子

中
村

信
子

中
田

裕
子

西
村

秀
美

西
村
七
兵
衛

＊

西
成

勝
好

西
尾

順
子

野
村

庄
吾

乗
金

瑞
穂

能
田
由
紀
子

岡
部

素
行

大
川
起
示
子

岡
山

善
政

沖
本
ひ
と
み

奥
村

一
彦

奥
村

令
子

＊

小
尾

眞

折
田

忠
温

大
谷

暢
順

大
谷

祥
子

ロ
マ
ン・ラ
イ
フ（
河
内
誠
一
）

坂
井

昇
＊

酒
井

保
子

坂
谷

千
歳

佐
久
間
啓
子

佐
々
木
雅
子

志
賀

錬
三

下
郡

将
宏

下
郡

由

所
司

育
代

園
部

逸
夫

鈴
木

明
子

田
間

千
晶

谷
口

景
子

谷
口

良
則

田
代

輝
子

田
谷

昭
夫

徳
永

勲
保

東
野

孝
人

月
ヶ
洞
晶
子

上
原

栄
子

植
松

晃
一

上
西

妙
子

馬
木

紘
子

梅
田

菊
代

梅
原

ふ
さ

氏
家

玲
子

和
田

義
之

八
木
美
佐
子

安
木
由
美
子

山
口

俊
洋

山
口

千
鶴

山
本

和
枝

山
下

雅
子

柳
父

圀
近

柳
田

基

寄
贈
図
書

フ
ラ
ン
ス

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
協
会

１
、
冊
子CahiersdeBrève

no
35,36

２
、Rom

ain
Rolland

etG
eorgesD

uham
el,Correspondance

(1912-1942)ParisClassiquesG
arnier

― 74 ―



『
ユ
ニ
テ
』
編
集
を
終
え
て

『
ユ
ニ
テ
』
４３
号
を
今
年
も
無
事
に
お
手
元
へ
お
送
り
す
る
こ

と
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
一
年
も
日
本
で
世
界
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
表
立
っ
て
き

ま
し
た
。「
な
ん
と
も
大
変
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
し
ま
っ

た
が
」
に
始
ま
る
曽
我
部
真
裕
先
生
に
よ
る
講
演
「
戦
後
七
〇
年

と
憲
法
九
条
の
意
義
」
が
開
か
れ
た
の
は
、
多
く
の
市
民
の
「
戦

争
反
対
・
憲
法
守
れ
」
の
声
を
無
視
し
て
安
倍
政
権
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
安
全
保
障
関
連
法
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が
未
明
に
可
決
さ
れ
た
、
そ
の
日
の

こ
と
で
し
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そ
ん
な
と
き
に
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憲
法
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者
と
し
て
冷
静
に
分
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さ
れ
た
先
生
の
言
葉
は
、
法
と
政
治
と
私
た
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一
人
一
人
の
立
場

の
関
係
を
ど
う
折
り
合
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せ
て
い
く
か
を
問
う
て
い
ま
す
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ヴ
ェ
ズ
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い
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の
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en 1935: il était en effet, dans cet entretien, mais aussi par des lettres, intervenu en faveur de
Victor Serge, un intellectuel soviétique francophone（né en Belgique）, qui avait participé à la
Révolution russe et qui ensuite, comme trotskiste et opposant au stalinisme, avait été exilé dans
l’Oural. Grâce à l’intervention de Rolland et aussi grâce à une campagne internationale en sa
faveur, Staline acceptera de le libérer, et de l’expulser en 1936; mais je crois que c’est à partir de
cette affaire que Rolland a commencé à se méfier du stalinisme, sans toutefois le dire
ouvertement（contrairement, par exemple, à un André Gide qui en 1936 a publié son Retour de
l’URSS qui a scandalisé les communistes）. Si Rolland au départ n’a pas exprimé publiquement sa
déception, c’est sans doute pour des raisons personnelles que j’ai évoquées; mais c’est aussi parce
qu’il ne voulait pas faire le jeu des ennemis de l’Union soviétique, qui étaient alors en premier
lieu les fascistes. Quand le pacte germano-soviétique a été conclu, c’est à son journal que Rolland
a confié son malaise et sa colère; il a compris que quand on veut rester intellectuellement droit, on
ne peut pas faire un bon militant. Un authentique intellectuel est toujours trop fin, trop nuancé,
trop honnête et parfois trop indécis pour être utilisable par un parti politique. Bref, la place d’un
intellectuel est toujours plus ou moins en coulisses: il ne peut pas jouer de rôle vraiment
déterminant, et c’est peut-être ce qui a rendu Romain Rolland mélancolique.

Autre question posée par ce journal, et qui fait toute son actualité: comment concilier
idéalisme et pragmatisme ? Que faire lorsqu’on a cru toute sa vie à une paix fondée sur la bonne
volonté des nations, et que l’on s’aperçoit que l’une de ces nations est devenue folle ? Il y a les
ultras du pacifisme, qui pensent que tout est préférable à la guerre, et il y a ceux comme Rolland
qui considèrent cette attitude comme périlleuse et suicidaire. Être pacifiste, c’est refuser de
s’enfermer dans la catégorie ami-ennemi. Certes, un tel refus est honorable. Mais que faire, si
l’une des deux parties en présence s’entête à considérer l’autre comme hostile ? En somme, le

《pacifiste》Romain Rolland a bien perçu les limites du pacifisme intégral, et c’est, entre autres
choses, ce qui rend son journal si intéressant pour un lecteur d’aujourd’hui.
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jamais redonné sa confiance à Staline, même après l’entrée de la Russie en guerre; et par ailleurs
il hait ce qu’il considère comme la ploutocratie américaine. Il est donc dégoûté de tout:《On est
dégoûté de la politique et des hommes. Ils sont incurables》, écrit-il en janvier 1941（p.539）.

Cela le conduit à se raccrocher à de vieux rêves qui n’ont pas grand rapport avec la réalité
d’alors.

Pour conclure: l’amitié comme seul recours

Rolland a donc fait toutes sortes de rencontres, il a assisté à beaucoup d’événements, mais
cette fois, l’idéalisme a, je crois, bridé ses engagements. De là l’impression d’une certaine
tristesse que dégage son journal. Bien sûr, ce non-engagement tient peut-être à son âge; il tient
aussi à des circonstances personnelles: par exemple il aurait pu rendre publique sa condamnation
de la politique stalinienne en 1939, mais s’il ne l’a pas fait, c’est parce que le fils de sa femme
était en Russie et qu’il craignait des représailles. Mais enfin, on a vraiment l’impression d’un
intellectuel désabusé et qui sait qu’il n’a pas de prise sur les événements de son temps.

Que lui reste-t-il dans de telles circonstances ? Les joies de l’amitié grâce aux retrouvailles
avec Paul Claudel, qui a été son camarade à Louis-le-Grand. Rolland a renoué au bout de
cinquante ans avec Claudel, si différent de lui. Les pages consacrées dans ce journal à ses
rencontres avec Claudel sont très émouvantes. Elles sont aussi très riches d’enseignement, parce
que les dialogues entre ces deux vieux amis n’évitent aucun sujet, et parce que Rolland retranscrit
presque à chaud beaucoup de paroles de Claudel. On y apprend ainsi, dans un passage en date du
28 juin 1942（p.810-817）et qui évoque une visite de Claudel, que ce dernier déteste les
Allemands et méprise cordialement le maréchal Pétain:

《Pétain, dit-il, je luis cracherais au visage !》- Vieil hypocrite. Passe pour dévot, et ne croit à
rien. Vante la famille, et est deux ou trois fois divorcé, et ne peut pas souffrir les enfants.》

Tout y passe: Mussolini（cette fripouille, cet imbécile）, des écrivains: Suarès, que Claudel
estime peu, Péguy, pour qui il n’a aucune sympathie. Il est question, plus généralement, de ses
goûts littéraires et musicaux（Virgile, qu’il adore, Beethoven）, de l’attitude de l’Eglise, que
Claudel juge pusillanime alors qu’il a, lui, notamment, écrit au grand rabbin pour lui dire son
soutien. Claudel y apparaît comme très libre et courageux. La religion occupe aussi une grande
place dans ces échanges, puisque Rolland envie Claudel:

《Je lui dis la chance qu’il a eue d’être visité par la grâce, à Notre-Dame.》（p.813）
Rolland voudrait lui aussi avoir la foi, il cherche une transcendance, et on sent une profonde

admiration de sa part pour Claudel qui, lui, croit sans le moindre doute, et qui est persuadé
《qu’après sa mort il verra Dieu en face.》（p.812）

Claudel ne parviendra jamais à convertir Rolland, mais dix ans après sa mort, en 1954 donc,
Claudel rendra un émouvant hommage à cette grande âme, qui n’était que foi et espérance.

Alors, pourquoi lire ce journal ? Quel intérêt peut-on lui trouver aujourd’hui ?
D’abord, cela permet de comprendre les limites qui bornent le pouvoir des intellectuels.

Romain Rolland est quelqu’un que l’on peut éventuellement, dans le meilleur des cas, consulter;
mais si son avis n’est pas conforme à la ligne du Parti（dans le cas des communistes）, on ne
l’écoutera guère. Et je crois que si ces pages sont empreintes d’une certaine mélancolie, c’est que
Rolland a profondément ressenti cela. À mon avis, il a eu sa première déception quand il a vu de
près la réalité de la Russie soviétique. J’ai rappelé plus haut que Rolland avait rencontré Staline
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notre civilisation le cancer de l’Argent asservisseur et corrupteur que nos démocraties n’auraient
jamais eu l’énergie d’opérer, car elles se sont laissé infecter jusqu’aux moelles.》（p.475.） Ce
n’est qu’un bref passage de ce journal, mais tout de même, il faut reconnaître que cela a bien été
écrit.

Cela dit, ne jetons pas la pierre à Rolland. D’abord parce que le plus souvent, il prend soin
de spécifier que l’Allemagne qu’il aime, ce n’est pas l’Allemagne nazie, c’est l’Allemagne de
toujours:《Nous sommes une poignée à séparer les peuples des crimes ou des folies de tels de
leurs chefs, et à continuer à croire en la fraternité des hommes.》（p.583, 11 avril 1941）

Ensuite parce que surtout, sur le fond des choses, et en fonction de ses convictions les plus
profondes, Rolland ne pouvait pas soutenir des régimes tels que celui des nazis ou que celui de
Vichy.

Quand le gouvernement de Vichy est formé, il ne tarde pas à manifester sa méfiance, par le
zèle que montre Vichy à capituler devant toutes les exigences de l’Allemagne, et aussi par la hâte
avec laquelle Vichy décide de juger les《responsables》de la défaite. À la date du 30 juillet 1940,
Rolland évoque un《décret criminel》de Vichy frappant arbitrairement《tout Français ayant quitté
la France entre le 10 mai et le 30 juin》: il parle à ce propos de《monstrueux arbitraire》（p.466）.
En septembre 1940, il parle avec dégoût des《sinistres décrets》du gouvernement de Vichy（ceux
du 6 septembre, qui prévoient de priver certains juifs de la nationalité française）（p.488）. Il
évoque avec le même dégoût ce qu’il découvre dans la presse collaborationniste:《Abominables
articles antisémites dans le dernier numéro de La Gerbe.（…）− Déshonorant pour Châteaubriant.
J’en suis profondément attristé et révolté.》（p.502, 9 octobre 1940）Il s’indigne aussi du statut
des juifs promulgué en juin 1941（p.627）.

Donc aucune confiance pour Vichy; peu d’estime pour la personne même du maréchal
Pétain, que Châteaubriant lui a décrit comme《brave homme, honnête mais faible, enfantin, puéril,
réjoui de sa dignité, de sa popularité, adorant les réceptions qu’on lui fait dans les villes, dénué de
toute expérience politique, un vieux rond-de-cuir de l’École de guerre…》（p.531, 26 décembre
1940）

Et pourtant, il ne se rallie pas non plus à la Résistance: pour lui, de Gaulle et ceux qu’il
appelle curieusement les Degaullistes sont des fanatiques. Au moment ou de Gaulle a sans succès
tenté de prendre la base de Dakar, restée finalement fidèle à Vichy, Rolland le juge sévèrement:

《Je reconnais l’esprit de parti enragé des fanatiques français, à travers les âges.》（p.493, 23
septembre 1940）Ailleurs, il parle du fanatisme orgueilleux de de Gaulle（p.514）, il considère ce
dernier comme un insensé qui prépare la guerre civile. Rolland voit de Gaulle comme un officier
maurrassien, loin du peuple et à qui il ne peut pas faire confiance. Et ce ne sont pas les amis
communistes de Rolland, notamment Aragon qui considère de Gaulle comme un imbécile, un
Mac-Mahon ,（p.1084, 14 novembre 1944）, qui lui permettront de changer d’avis à ce sujet.

Ni Pétain, ni de Gaulle:《Les Français de Londres soulèvent quotidiennement les Français de
France contre le gouvernement de Vichy. − Et tous, Londres, Paris, Vichy, célèbrent Jeanne
d’Arc, dont la fête est dimanche 11. Chacun la veut pour sienne, contre l’autre. Les Anglais, les
Allemands la revendiquent. Et Vichy lui compare le maréchal Pétain. − Mais, dans La Gerbe de
Châteaubriant, le fils de Péguy, Marcel, prêche la collaboration avec l’Allemagne et célèbre celle-
ci comme la vraie nation chrétienne ! La poussière de Péguy, le père, doit en fumer de rage dans
la terre qui a bu son sang, près de la Marne.》（p.601, 10 mai 1941）

Donc on peut dire que Rolland a quelque peu《raté le coche》. Il n’a cru en personne: il n’a
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une amitié vraie à une idée !》（19 mai 1942, p.775）Fidélité donc, et tolérance extrême qui va
jusqu’à la naïveté chez Rolland, puisque, toujours dans le texte évoquant la visite de
Châteaubriant en février 1940, Rolland dit - et cela aujourd’hui nous choque:《Je ne juge point.
Je note. − Mais je ne doute point que si Château s’est laissé ensorceler, il n’a point vu beaucoup
plus faux que ceux qui, de France, ne voient de l’hitlérisme que l’aspect haïssable et méprisable.
Les deux sont faux. Les deux sont vrais.》（p.329）

Déclaration étrange et qui nous met mal à l’aise. Est-ce à dire que pour Rolland, l’hitlérisme
puisse avoir un aspect qui ne soit pas haïssable ou méprisable ? Poser cette question me permet
justement de passer à la deuxième partie de mon exposé: Romain Rolland sous l’occupation, au
moment où son sens de la nuance, poussé à l’extrême, l’amène à une certaine forme de paralysie
et même de négativisme qui, disons-le franchement, a quelque chose de décevant.

II. Romain Rolland, Pétain et la guerre.

Il sera donc toujours un isolé, parce qu’il est trop nuancé:《Pour les “pacifistes intégraux”,
devenus “collaborationnistes”, je suis un stalinien, anti-allemand. Pour les arrabiati anti-
allemands, je suis un pro-allemand, car j’ai reçu beaucoup d’Allemands dans ma maison. Ne
doutons pas que, pour des bourgeois qui se souviennent de l’autre guerre, je ne sois encore un
pacifiste, gandhiste, un sans-patrie ! Allez vous y reconnaître !》（1943, p.936）

Est-ce à dire qu’il ait toujours eu raison ? Non, car c’est aussi parfois un grand naïf. Le
problème de la solitude intellectuelle de Rolland, c’est cela: avoir eu raison avant la guerre, mais
une fois la France occupée, perdre, plus ou moins, la conscience des réalités, au point de
s’enfermer dans d’étranges rêveries.

Il faut d’abord rappeler que juin 1940 a été un moment très brutal et traumatisant pour tous
les Français, qui ont vu leur pays envahi et mis à genoux par l’Allemagne hitlérienne. Le Journal
de Vézelay est rempli des échos de cette douloureuse actualité: Rolland a vu l’exode, avec les
réfugiés fuyant l’avance allemande. Lui se refuse à fuir, et le 24 juin lui parvient la rumeur de
l’Armistice, signé deux jours plus tôt.（p.442）

Comment se comporter face à l’Allemagne triomphante, et comment contribuer au
relèvement de la France ? On est parfois gêné quand on lit Rolland car il lui arrive de se
contredire, et de prendre parfois des positions qui nous choquent. On dirait qu’il est déboussolé -
comme l’est d’ailleurs le pays tout entier. Cependant, il ne faut pas oublier que ce n’est pas un
texte suivi, que ce n’est pas un exposé doctrinal: ce n’est qu’un journal, dans lequel s’écrit une
pensée qui se cherche.

Alors bien sûr, certaines pages de ce journal, écrites au début de l’occupation, ne sont pas
toujours à l’avantage de Rolland.

Il faut se souvenir qu’il a toujours été un grand admirateur de l’Allemagne et de sa culture,
de sorte que l’idée de collaboration entre la France et l’Allemagne ne lui paraît pas du tout
absurde. Il dit même, en mars 1941, que《l’idée en soi est bonne et devrait être réalisée si l’on
était de part et d’autre, en esprit sincère de collaboration.》（p.564）Collaborer avec l’Allemagne,
ce serait un moyen de construire une Europe capable de s’opposer à l’hégémonie américaine.

《Certes j’aurais cent fois plus d’aversion et d’horreur pour une domination de la terre par la dure
Amérique que par l’Allemagne !》（p.558）Il va même encore plus loin, quand il écrit:《…
l’Allemagne d’Hitler travaille à forger les États-Unis de l’Europe et du monde, et elle extirpe de
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donnerai deux exemples: d’abord Jean-Richard Bloch（1884-1947）, agrégé d’histoire et
romancier; celui-ci a connu l’horreur de la première guerre mondiale, et dès 1919 s’est rapproché
de Romain Rolland, puis dans les années trente a soutenu l’URSS contre le fascisme. Or quand il
y a eu le pacte germano-soviétique il a plus ou moins essayé de justifier la position russe en
disant que la faute était celle des démocraties occidentales qui, se méfiant de Staline, l’avaient
poussé dans les bras de l’Allemagne. Il y a eu aussi Aragon, grand poète, apprécié par Rolland, et
qui, fidèle à la discipline dictée par le Parti Communiste, a d’abord refusé de condamner le pacte
germano-soviétique（mais qui deviendra finalement l’un des grands poètes de la Résistance）:

《Jean-Richard Bloch et Aragon s’obstinent absurdement à soutenir la légitimité du pacte germano-
russe.》（p.254）Du coup, Rolland s’est éloigné de la ligne du Parti communiste.

En somme, Romain Rolland est un homme qui sait rester indépendant de ses amitiés
politiques, et qui même n’hésite pas à se lier ou plutôt à conserver des liens avec des gens de
l’autre bord, comme Alphonse de Châteaubriant. Cette amitié assez étrange entre Rolland et
Châteaubriant est en effet l’un des points les plus curieux de ce journal: elle révèle chez Rolland
une grande capacité à nouer des liens et à les maintenir par-dessus les clivages politiques. Rolland
et Châteaubriant sont amis depuis les années 1910. Châteaubriant est né en 1877, il est donc plus
jeune que Rolland; et c’est un romancier à succès, auteur de romans ancrés dans le terroir; mais il
a viré à l’extrême droite nationaliste dans les années vingt, et il est finalement devenu dans les
années trente un admirateur frénétique du nazisme, dans lequel il a cru voir une forme nouvelle
de mysticisme. Il s’est plusieurs fois rendu Allemagne et a même été reçu personnellement par
Hitler avant la guerre. Il a raconté à Rolland cette rencontre, récit que Rolland reprend à la p.325,
à l’occasion de la visite de Châteaubriant à Rolland en février 1940. Châteaubriant est donc allé
rendre visite à Hitler dans sa maison de Berchtesgaden, il a discuté personnellement avec lui de
questions religieuses（puisque Châteaubriant voyait dans le nazisme le prolongement du
christianisme médiéval）; Hitler lui a répondu en parlant de questions économiques; et
Châteaubriant a déclaré à Hitler que《… pour fonder une nouvelle Allemagne,（…）il faut aussi
le spirituel, le religieux et l’héroïque; il faut ressusciter l’esprit. − À ces paroles, la figure d’Hitler
se transforme（…）. Ses yeux s’éclairent, il change de manières, il prend la main de Château, - et
le fixant de très près dans les yeux, il lui dit −《je vous aime !…》.

Châteaubriant raconte tout cela à Rolland qui ne lui en veut pas, mais qui a l’air de le
considérer comme un grand naïf: le surnom de Château que lui donne Rolland, révèle, à mon
sens, une sorte de sympathie émue, d’indulgence même face à un comportement considéré
comme une sorte d’enfantillage.

En 1940, avec un soutien financier allemand, Châteaubriant crée une revue: La Gerbe, qui
plaide pour la collaboration avec l’Allemagne. Si bien qu’à la fin de la guerre, Châteaubriant
s’enfuira en Allemagne, puis s’installera en Autriche, où il mourra en 1951. Cela n’empêche pas
Rolland de lui témoigner une mansuétude qui étonne. À l’occasion de la visite de Châteaubriant,
Rolland lui parle justement des exactions commises par le nazisme: des violences antisémites, des
brutalités, des tortures à Dachau, etc.（p.328）Son interlocuteur ne veut pas voir ces réalités ou
bien, de manière fort peu convaincante, tâche d’innocenter les responsables nazis. Pourtant
Rolland ne lui en veut pas. Au contraire, avec beaucoup de relativisme et en mettant à distance
ses propres engagements, il essaie de se montrer compréhensif avec cet ami qu’il juge, en fin de
compte, excessivement idéaliste. Il dira d’ailleurs plus loin, dans son journal, en réponse à ceux
qui lui reprochent cette amitié avec Châteaubriant:《Je ne suis pas de ceux qui sacrifieront jamais
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Quand il s’agit d’une guerre de conquête, d’impérialisme, d’une guerre pour un territoire ou pour
la puissance, Rolland en perçoit toute l’absurdité et la combat: c’était le cas de la première guerre
mondiale. Par contre, quand ce sont des principes qui sont en jeu, la guerre est parfois inévitable,
et on ne peut pas dire: la paix à tout prix.

Les communistes ensuite. Rolland est depuis le début des années trente un compagnon de
route du PC. Il a soutenu activement l’URSS, écrivant par exemple, en 1935, dans un texte
intitulé Par la Révolution, la Paix:

《Nous estimons, nous, que l’URSS a fait, depuis dix ans, une expérience sociale grandiose
et douloureuse − dont le succès est encore incertain − mais qui est l’unique effort puissant de la
vieille Europe pour créer un monde nouveau.》.

Et Romain Rolland, on le sait, est allé en URSS et s’est entretenu avec Staline, même si cet
entretien a commencé à lui ouvrir les yeux sur la nature du stalinisme.

D’où les liens qu’il a eus avec le Parti communiste français, dont la raison d’être même,
depuis le congrès de Tours de 1920, c’est de soutenir l’Union soviétique.

Il reçoit ainsi à Vézelay la visite de figures importantes du Parti communiste: le 5 août 1938
Maurice Thorez, qui dirige le Parti depuis 1930:《Surtout Thorez m’est sympathique; sa grosse
face de petit garçon grandi trop vite est écarlate du soleil d’août》（p.67）; des intellectuels, aussi,
comme Aragon, grand poète passé du surréalisme au communisme, qui vient le voir en juillet
1938（p.56）et qu’il retrouve à Paris en octobre de la même année（p.130）, et surtout Jean-
Richard Bloch, qui en 1938 lui écrit avant de venir s’entretenir avec lui le 13 octobre de la même
année, et que Rolland revoit en juillet 1939（p.231）: deux figures dont je parlerai plus en détail
un peu plus bas.

Il y a cependant un problème. La gauche, ou plutôt la gauche communiste, à la fin des
années trente et au début des années quarante, est travaillée par des hésitations sur l’attitude à
prendre. Pourquoi ? Parce que si elle a toujours affirmé sa solidarité avec l’URSS, qui semblait
être le plus efficace rempart contre le fascisme, la politique retorse et machiavélique de Staline la
met de plus en plus mal à l’aise. En septembre 1938 − plus précisément le 11-, recevant à
Vézelay Léon Moussinac, journaliste communiste et critique cinématographique au journal
communiste L’Humanité , Romain Rolland rappelle clairement（p.95）que la lutte contre les
fascismes est une cause commune, et quelques pages plus loin（p.98）que les ennemis de la
Russie seraient prêts, pour la détruire, à soutenir Hitler et Mussolini. En somme il voit dans la
Russie le seul allié fiable contre les fascismes. Mais en 1939, les choses changent parce que
Staline signe en août un pacte de non-agression avec Hitler, ce qui permet à la Russie, quand
Hitler envahit la Pologne en 1939, de mettre la main sur toute la moitié est de la Pologne. Romain
Rolland est alors révolté. Il écrit en février 1940（p.316 sqq.）:《Je suis submergé de dégoût par le
Mensonge qui a infecté jusqu’à la moelle la pensée politique de toute l’Europe… On ne sait plus
qui ment le plus. Mais tout est mensonge. Et en quelques mois（en quelques jours）, celui de
l’URSS dépasse en perfidie, en effronterie, celui de Goebbels et d’Hitler.… Mon cœur bondit en
moi d’indignation. Car qui, mieux que moi, sait que c’est l’URSS qui, depuis cinq ans et plus,
souffle la haine en France contre Hitler, mène la croisade contre lui, nous a sans cesse excités à
dénoncer la menace allemande, à sonner le réveil et le rassemblement des forces démocratiques !
…（Le Kremlin）aide l’Allemagne à massacrer la Pologne en s’en faisant donner un morceau…》

En prenant cette position, Rolland n’ignore pas qu’il est isolé, car il a des amitiés solides
parmi de jeunes intellectuels ou écrivains communistes qui, eux, s’obligent à des contorsions. Je
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Destin !》（p.98）
L’idée de Rolland, c’est qu’il ne faut pas, au nom du principe la paix à tout prix, capituler

devant lui. C’est pourquoi il écrit, très lucidement, que la paix de Munich est une fausse paix
（p.120）. Mais en s’exprimant de la sorte, il se fait des ennemis. De là sa rupture avec ceux qu’il
appelle les pacifistes intégraux（p.96）, dont une figure importante est Georges Pioch, celui qu’il
appelle mon ex-ami,（p.96）, et qui dans le journal pacifiste L’Intransigeant, écrit ceci（que cite
Rolland en septembre 1938）:《Romain Rolland qui, depuis qu’il n’est plus mobilisable, accepte
le cœur joyeux de provoquer la mêlée.》（p.97）Georges Pioch, par pacifisme, finira, d’ailleurs,
après 1940, par prôner la collaboration avec l’Allemagne. Rolland, lui, a la lucidité de
comprendre et d’expliquer ce qui le sépare de ces pacifistes fanatiques:

《En fin de compte, il n’y a entre eux（ceux d’entre eux qui sont sincères）et nous qu’une
différence d’appréciation sur le meilleur mode de défendre la paix. Nous sommes convaincus
qu’une attitude digne et ferme en face d’Hitler est seule capable de la maintenir. Eux, pensent
qu’il faut faire concessions sur concessions. Je crois qu’ils se trompent terriblement. − Mais il n’y
aurait point là de quoi s’insulter réciproquement ! Et je m’y suis toujours refusé. Quelle frénésie
s’est emparée des esprits, pour qu’ils outragent et qu’ils déchirent, du jour au lendemain, leurs
vieux amis ! − Que l’avenir nous juge !》（p.97）

On sent là une certaine amertume de Rolland, désolé de voir que l’incompréhension des
pacifistes les plus convaincus amène ces derniers à l’insulter. L’histoire a posteriori donne raison
à Rolland. Et d’ailleurs, quand la guerre éclate en septembre 1939, il écrit:《Il est clair qu’il ne
reste plus d’autre parti à prendre, et que la paix ne peut plus revenir en Europe, avant que Hitler
soit brisé et le gouvernement nazi extirpé d’Allemagne.》（p.257, 2 septembre 1939）

Dans ces pacifistes, il y a des écrivains: Giono et Alain.
Giono, d’abord, grand écrivain du terroir provençal, qui en 1938 désigne Rolland par une

expression injurieuse: feu Romain Rolland（《je me vois grossièrement insulté par Jean Giono》,
dit Rolland p.137, en découvrant cela）; et cette attitude lui paraît être d’une désolante naïveté:

《… qu’un Giono ne s’imagine pas que, même au cas d’entrée d’Hitler en France sans
résistance, son renoncement le sauvera（…）. Le pacifiste est par Hitler haï et poursuivi, à l’égal
du communiste.》（18 septembre 1938, p.102-103）Et on sait que Giono finira par soutenir
Vichy.

A côté de Giono, il y a aussi Alain:《Les《pacifistes intégraux》, comme Giono, Alain, etc.
（…）, les《conseillers de la peur》, comme dit Nizan. Par là, ils ont servi, à leur insu, le bluff
fasciste de l’Allemagne et de l’Italie…》（p.132, novembre 1938）

《Depuis vingt ans, j’étais fait à la frénésie des partis de droite, Action française, etc. Mais
depuis deux ans, je découvre que les pacifistes, les non-résistants, les《gandhistes》français

（pauvre Gandhi !）, ne leur sont nullement inférieurs en haine, injure et méchanceté.》（p.137,
novembre 1938）

C’est évidemment très actuel, quand on pense aux événements survenus à Paris en 2015:
face à un ennemi qui veut notre mort et dont la perversité est évidente, que faire ? Continuer à
tenir un discours de paix ? Ou bien se décider enfin à nommer l’ennemi ? Et une fois qu’on l’a
nommé, tout mettre en œuvre pour le détruire ? La nécessité de détruire Hitler est pour Rolland
une évidence:《Hitler, pour qui j’ai manifesté mon inimitié et la nécessité de sa destruction》, écrit-il
le 30 avril 1940（p.393）.

Le malentendu entre Rolland est les pacifistes intégraux est pourtant facile à comprendre.
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publique. Le résultat de ces menées antirépublicaines, ce sera l’instauration du régime de Vichy, à
la faveur de la défaite de 1940. Période éprouvante pour Rolland, puisque Vichy va mettre en
place une politique de collaboration avec l’Allemagne nazie, dont le régime le révulse − lui qui
par ailleurs a toujours cru en une entente entre les peuples allemand et français pour construire
une Europe unie.

Ce qui est donc intéressant, c’est de voir comment Rolland, qui n’est pas jeune et qui reste
une grande conscience de gauche, a réagi par rapport à ces événements. Pour des raisons difficiles
à déterminer（par prudence, ou par ce qu’il ne se sent pas à l’aise）, il est resté en retrait. Mais ce
journal, parce qu’il n’était pas destiné à la publication, lui permet de dire assez clairement ce qu’il
pense sans risquer la censure.

L’important, c’est de voir que grâce à ce journal, on accède à la connaissance d’un《autre》
Romain Rolland. Du fait de son engagement au-dessus de la mêlée pendant la première guerre
mondiale, on était habitué à le considérer comme le type même de l’intellectuel pacifiste. Or là,
dans un contexte historique tout à fait différent, on voit que ce n’est pas un pacifiste à tout prix, et
que face à une situation internationale différente, et face à une guerre de nature différente, il est
amené à des prises de positions qui peuvent surprendre.

I. La solitude du confident.

Romain Rolland est vu comme une sorte de grande conscience de la gauche intellectuelle, et
d’ailleurs il se réclame du parti communiste, mais son aura dépasse largement le cercle des
communistes: des gens de toutes obédiences se réclament de lui. Donc on vient le voir à Vézelay,
quelquefois il va à Paris; et son journal témoigne de ces visites et de ces entretiens multiples. De
plus, grâce à son âge, il se sent plus libre, et cela lui donne dans ses prises de position une liberté
de parole que les autres n’ont pas toujours.

Cela dit, l’impression que je ressens en lisant dans le Journal le compte-rendu de toutes ces
rencontres, c’est celle d’une grande solitude. C’est là le paradoxe: Romain Rolland est très
entouré et souvent consulté, mais finalement il est toujours seul.

Seul parce que parmi ses disciples il y ceux qui ne le comprennent plus: les pacifistes dont
finalement certains, par refus de toute guerre, vont tomber dans l’acceptation de la collaboration
avec l’Allemagne; et les communistes, dont les arrière-pensées politiques sont commandées par le
soutien à l’URSS.

Les pacifistes, d’abord. Depuis la première guerre mondiale, lorsqu’il écrivait en 1914 Au-
dessus de la mêlée, face à ce carnage de 14-18 qui était suicidaire pour l’Europe, le nom de
Rolland était en effet synonyme de pacifisme. Mais dans les années trente, quand il voit le danger
mortel que représente le progrès du nazisme en Europe, il conclut que face à Hitler il ne faut pas
prôner l’apaisement, mais qu’il faut au contraire se montrer ferme. Septembre 1938 est un
moment important: Hitler s’en prend à la Tchécoslovaquie et l’Europe est de ce fait au bord de la
guerre. On sait que le Président du Conseil: Daladier, et l’Anglais Chamberlain, qui a toujours
prôné l’apaisement face à l’Allemagne, vont finir par signer avec Hitler les accords de Munich,
qui sont en fait une capitulation. Les pacifistes purs et durs, qui se réclament en particulier de
Rolland, approuvent cette politique. Mais Rolland, lui, n’est pas d’accord avec eux. Il a toujours
pensé, en effet, que Hitler était un fou, il l’appelle le dément de Bechstesgaden（p.91）, il dit:《La
paix du monde, le meurtre du monde, sont dans les mains de cet insensé, qui se croit l’homme du
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Romain Rolland, confident et témoin
Quelques réflexions sur le Journal de Vézelay (1938-1944)

Didier Chiche

Romain Rolland a commencé à tenir son journal en 1882. En 1950, ce Journal a été donné à
la BNF par la sœur et la veuve de Rolland, et certains morceaux, par la suite, en ont été publiés

（je pense au Journal des années de guerre: 1914-1919）. Cependant, il a fallu attendre 2012 pour
que sorte, chez Bartillat, le journal des années 1938-1944（Rolland est mort le 30 décembre
1944）, dans une excellente édition due à Jean Lacoste avec la collaboration de Marie-Laure
Prévost. Ce texte, paru sous le titre: Journal de Vézelay 1938-1944 et accompagné d’une
présentation, de notices et d’un index, est très instructif, et enrichit l’image que l’on a de Rolland.
C’est à cette édition que je me réfère（notamment dans les notes mises entre parenthèses）pour
nourrir ma réflexion sur ce journal.

Il s’agit un texte assez disparate: tantôt des notations jetées à la hâte sur le papier sans souci
de cohérence, tantôt des textes plus longs et plus construits.

L’intérêt de ce journal, c’est que Rolland a assisté aux événements les plus dramatiques de
l’histoire de l’Europe au XXe siècle, et en a été un spectateur plus ou moins engagé.

Âgé de 72 ans en 1938, il a cette année-là quitté la Suisse pour Vézelay, dans sa Bourgogne
natale. Pourquoi ce déménagement ? Peut-être parce que le grand intellectuel de gauche qu’il a
toujours été sent que la France menacée par les fascismes a besoin de lui. C’est ce qu’il écrit（cf.
p.11 de l’édition du Journal de Vézelay）à son correspondant japonais Katayama en 1937:《Ma
place est dans la France du Front populaire et d’autant plus qu’elle est menacée.》Et si finalement
il a choisi Vézelay, c’est parce que ce n’est pas trop loin de sa ville natale de Clamecy, et que
c’est un lieu qui a une valeur spirituelle importante: c’est ce qu’il dit aussi à Katayama:《cette
colline sacrée pour tous les Français.》（p.12）Vézelay avec sa basilique dédiée à Marie-
Madeleine, et où saint Bernard de Clairvaux a prêché la deuxième croisade（p.13）.

Je viens de dire intellectuel de gauche: je profite de l’usage de cet expression pour en
clarifier le sens. Qu’est-ce en effet qu’un intellectuel ? Ce mot a été utilisé à partir de l’affaire
Dreyfus, lorsque des écrivains, des artistes, des gens dont l’activité était d’ordre littéraire ou
artistique, ont suspendu la pratique de leur art pour descendre dans l’arène politique, au nom de
principes supérieurs. Pour désigner les intellectuels, on emploie aussi le mot de clercs , qui à date
plus ancienne désignait les hommes d’église. Et ce n’est pas sans raison: les intellectuels sont des
directeurs de conscience laïcs, des écrivains ou des artistes engagés; engagés parallèlement à la
pratique de leur art; ou bien engagés à travers leur art − comme cela a précisément été le cas de
Rolland pendant toute sa vie d’écrivain.

Les années trente ont été les années de la montée des périls（prélude aux tragédies des
années quarante）: il y a eu en Allemagne l’accession du nazisme au pouvoir, la constitution d’une
alliance entre l’Allemagne nazie et l’Italie fasciste, le renforcement de l’Allemagne nazie avec
des coups de force qui ont commencé a démanteler le traité de Versailles（annexion de l’Autriche
et démantèlement de la Tchécoslovaquie）, et la guerre d’Espagne, entre 1936 et 1939, qui a eu
pour conséquence l’installation en Espagne d’un régime fascisant, si bien que la France s’est
retrouvé encerclée par des puissances fascistes. De plus, à l’intérieur même de la France se
manifestait une tentation antirépublicaine et plus ou moins fascisante dans une partie de l’opinion
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